















































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　薄暗いバーの片隅で、ジェフリー・ターナーは一人の女と見つめ合っていた。

　女の素性は、名前しか分からない。ジェフリーの勤務先である編集部に電話をかけてきて、聞きたい事があるから会いたいと、つい一時間前に告げられただけの関係だ。

　真っ当な人間ならば、そんなどこの誰とも分からない女と会おうとはしないだろう。

　だがジェフリーは記者である。それも創刊以来三十年、オカルト話や都市伝説だけを扱ってきた由緒ある「フォークロア・タイムズ」の、だ。それ故に、おかしな電話や手紙の類には慣れている。そして同時に、時折そういう怪しげな情報源から思いもよらぬ特ダネが生まれる事を、ジェフリーは経験で知っていた。だからこそ、不ぶ躾しつけな女の電話にふたつ返事で応じ、こうして会っているわけだ。

「俺はジン・トニックを。君はどうする？」

　オーダーを取りに来た店員にそう告げ、女の方に視線を向けると、女はぶっきらぼうに、

「ボイラーメーカー」

　と答えた。ビールのジョッキにバーボンのショットグラスを落とし込んで飲む、極めて度数の高いカクテルである。

「おいおい、話の前に酔っ払う気か？」

　ジェフリーはあきれ顔で肩を竦すくめたが、女は特に気にする様子もなく、黙ったまま煙草を咥くわえた。

「ＯＫ、悪かった。飲みたい物を飲めばいい。ここはそういう場所だ」

　言いながら、ジェフリーは改めて目の前にいる女──ニコレッタ・ゴールドスタインを観察する。

　浅黒い肌に、ウェービーな黒髪。露出の高い服装をしているが、それが過度に卑ひ猥わいに見えない健康的なプロポーション。

　顔も、まあ悪くはない。絶世の美女ではないが、愛あい嬌きようのある顔をしている。惜しむらくは眼鏡をかけている事だが、これはジェフリーの趣味で、世間一般がそこに欠点を見み出いだすわけではないだろう。

「それで、ニコ。俺に聞きたい事ってのは？」

　親愛を込め、ニコレッタをそう呼ぶ。初対面だろうが何だろうが、そうする事で相手との距離を縮め本音を聞き出すというのが、ジェフリーのいつものやり方だった。

　しかし目の前のニコは煙草に火を点ともしながら、

「ゴールドスタインだ」

　と、呟つぶやいた。言葉の真意が分からず首を傾げたジェフリーをよそに、ニコはゆったりと一服してから再度、口を開く。

「ゴールドスタインさんM i s s　G o l d s t e i nと呼べ。あんたとは初対面だ。そこまで気安い関係じゃない」

　その言葉に、ジェフリーは思わず顔をしかめる。

　自分から人を呼び出しておいて、何て言い草だ。しかもこのバーで話を聞くにあたり、酒代ぐらいは奢おごるとまで言っている、この俺に対して。

　しかし、ジェフリーはその感情を口に出したりはしなかった。

　こんなのは、よくある事だ。「フォークロア・タイムズ」で仕事をしていると、おかしな人間に出会う事が多い。自称「神の代行者」や、自称「地球を観測中のサバラン星人」、自称「ナポレオンの生まれ変わり」、そういう人間に限ってジェフリー達とコンタクトを取りたがる。

　それに比べれば、ニコはまだマシな部類と言えた。四六時中ブツブツと奇妙な呪文を唱えたりしないし、得体の知れない粉を周囲に振り撒まいたりもしない。

　ほんの少しばかり、無礼なだけだ。

　ジェフリーは咳せき払ばらいをしてから再度、口を開いた。

「失礼、ゴールドスタインさんM i s s　G o l d s t e i n。では改めて聞こう。俺に聞きたい事があるって？」

　ジェフリーの問いに、ニコは咥え煙草のまま、傍らに置いてあるズダ袋のようなバッグから、一冊の雑誌を取り出してみせた。

　それを見て、ジェフリーは思わず感嘆の声を漏らす。

「おお……懐かしいね、こりゃ」

　それは五年前に発行された「フォークロア・タイムズ」であった。

「初めて俺の記事が巻頭になった思い出の号だ」

　ジェフリーの言葉に、ニコは紫煙を燻くゆらせながら、

「そんな事には別に興味ない」

　と身も蓋ふたもない事を言い、雑誌の表紙の一部を指差す。

「私が聞きたいのは、この記事についてだ」

　ニコが指差したのは、まさしくジェフリーが担当し「フォークロア・タイムズ」の巻頭を飾った「謎の白い巨人が城じよう塞さい都市フォルトゥナを襲撃か!?」の見出しである。

「これならよく憶おぼえてる。実際に、現地に取材まで行ったからな」

　ジェフリーは雑誌を手に取り、表紙をめくった。

　城塞都市フォルトゥナ──世界的にも殆ほとんど知られていない、まさに秘境と呼んでいい小都市だ。この街には、一部の国や地方でおとぎ話として語られる悪魔スパーダを神と崇あがめる独自の宗教が存在し、住民は近代文明とはかけ離れた古生活主義者アーミッシュのような暮らしを送っている。

　その街に、五年前、異変が起きた。

　と言っても、その異変をジェフリー自身が目にしたわけではない。最初に耳にしたのは、あくまで噂である。

　曰いわく、フォルトゥナの街に白い巨人が現れ、フォルトゥナの街を壊滅させた、と。

「その記事によると、フォルトゥナにあった魔剣教団は今では存在していない、とある。それが事実かどうかを聞きたい」

　そう口にしたニコの元に、ビールのジョッキとバーボンの入ったショットグラスが置かれる。一方ジェフリーの元にもジン・トニックのグラスが置かれたが、出された酒に一向に手を出そうとしないニコを見て、ジェフリーもまた自分の酒に手を出さないまま、先にニコの問いに答えた。

「なるほど。確かに、ウチの雑誌フオークロア・タイムズは時々、事実を大おお袈げ裟さに書いたり、ほんのちょっとばかりフィクションを混ぜたりする事もあるからな。だが、その件に関しては噓偽りなしの真実だ。魔剣教団は、もう完全に機能してない。間違いなくね」

　その「魔剣教」こそ、フォルトゥナのみで信仰されていたという独自宗教である。

「白い巨人」の噂を聞きつけフォルトゥナに赴いたジェフリーは、現地で可能な限りの取材を行った。だが、フォルトゥナの元よりの気風なのか、住民の多くはよそ者であるジェフリーには冷たく、ろくに話すらしてはくれなかった。それでも根気強く調査を行い突き止めたのが、「魔剣教団」と呼ばれた宗教団体が、消え失うせていたという事実である。

「理由は分からんが、教皇と呼ばれていた人物、幹部と呼ばれていた人物、末端の構成員まで、ほとんどが行方知れずになってたよ。噂じゃ全員、死んじまったって話だ。一般の信徒は残ってるが、彼らももう、教団の教義には懐疑的な様子だったな」

　と、そこまでがジェフリーが取材と調査によって得た情報である。記事ではその先の事を、ジェフリーの推測で補完している。

　即ち、フォルトゥナに現れた「白い巨人」は、魔剣教団が行った何らかの儀式の産物だったのではないか、と。例えば生いけ贄にえを捧ささげ悪魔を呼び出す黒魔術の儀式のような。

　しかしその儀式は失敗だった。その結果、巨人を呼び出した教団の人間は「白い巨人」に消され、その過程で街も崩壊してしまったのではないか──

　五年経った今でも、あの記事の推測は当たらずとも遠からずだったのではないかとジェフリーは考えている。全く話題になりもしなかったが、あの記事はこれまでの記者人生の中でも、なかなかの手て応ごたえがあった。

「教団の施設はどうなっていた？　見る影もないくらいブッ壊されてたか？」

　五年前の自分に思いを馳はせていたジェフリーを、ニコの質問が再び現実へと引き戻す。

「施設？　さあね……ほとんどの場所は立ち入り禁止だったからな。こっそり忍び込もうにも、あの街じゃよそ者は目立つし、流石に無茶はできなかった。場所が場所だ、うっかり住民の機嫌を損ねたら、それこそ二度と生きて戻れないなんて事もあり得るだろ？」

　ニコの問いにそう答えた後、ジェフリーは雑誌をテーブルに置き、ジン・トニックのグラスを手に取った。乾杯をしようと、ニコが自分の酒を手にするのを待ってみたが、ニコはジェフリーを気に掛ける様子もなく、じっとテーブルの上の雑誌を見つめ、煙草をふかしている。ジェフリーは溜ため息をつき、乾杯を諦あきらめてジン・トニックを口に含んだ。どうやら、この女に世間一般の礼節を期待しても無駄そうだ。

「もうひとつ聞きたい。この記事によると、フォルトゥナの市民は事件について一切語らなかったそうだが──」

　ニコがそう言いながら、「フォークロア・タイムズ」のページをめくる。そこにはガレキだらけのフォルトゥナの市街地の写真と、目線が隠された一人の若者の写真が載っていた。ニコは言葉を続けながら、その若者の写真を指差す。

「──唯一、このＮという男が取材に応じたそうだな」

　その質問に、ジェフリーはジン・トニックを舐なめながら頷うなずいた。

「ああ、そいつが窓口のような事をやってるみたいだった。だが、別に有益な情報をくれたわけじゃないぜ？　あんたが知りたいような事は何もない、分かったら帰れ、その一点張りさ。かなり粘ってはみたがね」

「その男は、教団の関係者か？」

「そうらしい。何だっけな……騎士団にいたと言ってたよ」

　騎士団、という自分の発した単語に、ジェフリーは思わず苦笑いを浮かべていた。一体、自分はいつの時代の話をしているのか。

　だがフォルトゥナには騎士団が存在していた。それは事実なのだ。魔剣教団という政治的枢軸を担う機関があり、騎士団はその下部組織として自警団的な役割を宛あてがわれていたという。それも、魔剣教団の名に相応ふさわしく、大きな剣で武装した騎士団だ。ジェフリー自身は実際に目にした事はないが、過去に「フォークロア・タイムズ」に掲載された記事で、騎士団の写真を見た事がある。噂通り、時代錯誤な服装に身を包んだ、まさしく「騎士」の集まりだった。

「Ｎの本名は？」

　やがてニコが出し抜けにそんな事を問うてくる。ジェフリーは訝いぶかしげに目を細め、ニコを見つめた。

「そんな事、聞いてどうしようってんだ？」

「会ってみたいのさ、そのＮに」

　そう即答したニコに、ジェフリーは口を噤つぐんだ。

　これが他の記事に関する事であれば、ジェフリーはそんなもの憶えていないと突っぱねただろう。だがジェフリーは、そのＮという男の本名を、五年が経過した今でも憶えていた。それだけフォルトゥナの一件はジェフリーにとって特別な事件だったのだ。初めての海外取材、初めての巻頭記事。世間をアッと言わせてやろうという、今ではほとんど消えかけている記者としての野望も、その頃にはまだ煌こう々こうと燃え盛っていた。

「……ネロだ」

　やがてジェフリーはそう口にしていた。一介の記者として遵守すべき守秘義務を破ってまでニコにその名を伝えたのは、五年も前の自分の記事に関心を持ち、こうして自分に会いにまできた奇特な愛読者への細ささやかなサービスのつもりだった。一年前やそこらの事件ならともかく、五年も前の事ならもう話しても構うまいという打算もある。

「ネロ……苗字Family nameは？」

　ニコの問いに、ジェフリーは首を傾げる。

「それは知らない。だが、あの街にネロって男は一人しかいないはずだ」

　ジェフリーがそう答えると、ニコは納得したように無言で小さく頷く。

「本気でフォルトゥナに行く気か？　何のために？」

　今度はジェフリーがニコに問う番だった。

「高みを目指すためさ」

　ニコはそう答えたが、その意味はジェフリーにはまるで分からなかった。

「助かったよ、多少の手がかりがないと旅も不安だ」

　そう言って、ニコはおもむろに椅子から立ち上がった。そしてジェフリーが何か言うよりも先に、バーボンの入ったショットグラスをビールのジョッキに沈める。そのままそれ──つまりはバーボンのビール割り──を一気に飲み干すと、ニコは出会ってから初めて、歯を見せて笑みをその顔に浮かべた。

「ご馳ち走そうさん。縁があったらまた会おう、ジェフ」

　ジェフリーを愛称で呼ぶと、ニコはバッグを手に颯さつ爽そうと出口の方に向かっていく。呆あつ気けに取られていたジェフリーは、はたと我に返り、

「おい、これ！」

　叫びながら、ニコの持ち物であった「フォークロア・タイムズ」を手に腰を浮かした。

　一瞬、立ち止まりジェフリーを振り返ったニコは、ニヤリと微笑む。

「やるよ。思い出の号なんだろ？」

　そう言い残し、店を出ていってしまう。呆気に取られたまま、ジェフリーは浮かしていた腰を元に戻した。

「何だ、ありゃ……」

　ようやく口を衝ついて出たのは、そんな言葉だった。

　まったく、妙な女だ。

　しかし彼女の無礼さに、ジェフリーはそれほど腹を立ててはいなかった。何と言うか、最初からそういう生き物であるかのような、ある種の気高さがニコレッタ・ゴールドスタインにはあったような気がする。

「それに、イイ脚してたしな」

　ニコのショートパンツから覗のぞいていた艶なまめかしい脚を思い出しながらジン・トニックを飲み干すと、ジェフリーは店員に新たな一杯をオーダーした。そしてその酒が来るのを待っているうちに、ふと、ゴールドスタインという名前について、ひとつの疑問が浮かんだ。

　──俺は、以前にどこかでその名前を聞いたか、目にした事があるのではないか？

　だが、既に酒の入っているジェフリーの脳では、その疑問の答えにまで辿たどり着く事はできなかった。
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　この数日の間、ネロはガレージで悪戦苦闘していた。

　元より、手先は器用な方である。銃を改造したり、グリップに彫刻を施したりするのも嫌いではない。

　しかし、今回ばかりは些いささか辟へき易えきし始めていた。

「これでイケるはずなんだけどな」

　ぼやきつつ、手にした剣──レッドクイーン──のグリップを捻ひねる。それはかつて、このフォルトゥナの地に存在した魔剣教団が開発した機動剣の一種である。グリップを捻る事で内蔵された推進剤噴射機構が働き、剣撃に凄すさまじい加速を与えるという代物だが、ネロのレッドクイーンはそれに改造を施した特注品だった。レッドクイーンという名は、グリップを捻る事で推進剤と共に真っ赤な炎を噴き上げる様からネロが名付けたものだが、

「……これでも駄目かよ」

　幾度グリップを捻ってみてもレッドクイーンは、炎はおろか、推進剤すらも噴き出そうとしなかった。

「最近、使ってやらなかったから拗すねてんのか？　おい？」

　戯れに話しかけてみても、無論、ただの剣であるレッドクイーンがそれに応えるはずはない。溜め息と共に、ネロはレッドクイーンを手にしたまましゃがみ込んだ。そしてそのまま周囲を見回す。

「片付けでもするか……」

　ガレージの床には、無数の工具やネジが散乱していた。オイルの缶は蓋ふたを開けっ放したままだし、工具入れと蓋はとんでもなく離れた場所にそれぞれ置かれている。昔から、整理整せい頓とんは得意な方ではないが、それにしたって少し気ままに散らかしすぎたと我が事ながら反省したくなる有様だ。

　レッドクイーンを置き、ネロが腰を浮かした直後、小さな足音がガレージに近付いてくるのが聞こえ、ネロは入り口の方を振り返った。やがて足音の主であるフリオがガレージの中に駆け込んでくる。

　ネロが恋人のキリエと一緒に面倒を見ている孤児の一人だ。

「ネロ！　大変だよ！　変な女がいた！」

　フリオのその言葉に、ネロは肩を竦すくめた。

「変な女？　どこが変なんだ？　目が三つあったか？　それとも鼻がなかった？」

　フリオは面倒を見ている子供達の中でも、特にイタズラ好きな少年だった。突拍子もない噓をついては大人達を慌てさせ、それを見て笑っている。今回もそんな事だろうと思い、ネロはフリオの言葉を信じる気にもならなかった。

「噓じゃないんだって！」

　しかしフリオはあくまで必死の形相でそう主張する。

「じゃあ、何が変なんだ？」

　尋ねながら、ネロは散らばっている工具を拾い集め、工具入れに放り投げていった。フリオの噓にそこまで真剣に付き合ってなどいられない。

「見た目は、別に……普通だよ。ただ、ネロの事を探してるって……」

　しかし、フリオがそこまで言ったのを聞いて、ネロはスパナを拾おうとしていた手を止め、フリオを振り返った。

「俺を探してる？」

　フリオが頷く。

「なんか、いきなり話しかけてきて……ネロって男を知ってるか、って。俺、知らないって答えたんだ。いつも、ネロが言ってるだろ。見知らぬヤツに何か聞かれたら、とりあえず知らないって言っとけって」

　確かに、それはネロがフリオや他の子供達に言い聞かせている事であった。

　フォルトゥナは元々、外部の人間との交流がほとんどない。近隣の街や村から訪ねてくるのだって、何時間もかかるような田舎なのだ。だが、五年前、大きな事件があって以来、その事件の詳細を突き止めようとする得体の知れない連中が、街を訪ねてくるようになった。オカルト雑誌の記者や、地方のテレビ局のレポーター、自称小説家なんて男もいた。

　だがそんな人間達に真実を話せるわけもない。

　仮に話したとしても、この街に大量の悪魔が現れ街を破壊したなんて、どれだけの人間が信じるか怪しいものだし、逆に信じられても面倒な騒ぎになるのがオチだ。

　それ故に、ネロは街の住民や子供達に箝かん口こう令れいを敷いていたのだ。

「……どんな女だった？」

　口ぶりからして、どうやら今回は噓ではないようだと思い、ネロはフリオに尋ねた。

「えっと……肌の色が濃くて、眼鏡かけてた」

　フリオの言った特徴に、ネロは眉まゆを顰ひそめる。ネロの事を探してくるような女で、心当たりがあるのは一人だけだ。彼女なら、確かに肌の色は濃い。が、眼鏡はかけていないはずだった。

「髪の毛は？　白くなかったか？」

　ネロがさらに問うと、フリオが首を横に振って答える。

「ううん、黒かったよ。なんか、チリチリした髪」

　どうやら、ネロが思い描いていた女ではないらしい。そもそもネロが思い描いていたのも、とある女が変装した姿だ。今更その格好でこの街を訪れてくるとも思えない。

「誰がチリチリした髪だ、クソガキめ」

　突然の言葉に、ネロが顔を上げると、ガレージの入り口に見慣れぬ女が立っていた。まさしくフリオの言った、色の濃い肌、黒い髪、そして眼鏡の女だ。

「こ、この女だよ！」

　フリオが女を指差して叫ぶ。女は煙草を咥くわえながら、

「人を指差すな。失礼だぞ、ガキ」

　と、吐き捨てるように言った。

「フリオ、キリエのとこに行ってろ」

　フリオを手で下がらせながら、ネロはフリオにそう告げる。普段ならば口答えしてくるフリオも、ネロの真剣な顔つきに何かを察したのか、ガレージと繫つながっている屋敷の方に駆けていった。

　それを見届けてから、ネロは改めて女の方に視線を向けた。

　女は、ガレージの入り口で悠然と煙草をふかしている。

「俺に何か用か？」

　女に向けてそう言葉を発しながら、ネロは女の視線から隠している右腕に、ちらりと視線を向けた。

　その右腕は、人の右腕それではない。数年前、突如として変化したのだ。悪魔のような禍まが々まがしい様相に。

　変わったのは、見た目だけではない。

　その悪魔のような右腕は、ネロに大きな力を与えた。研ぎ澄まされた剣さえ阻む硬度、自分より遥はるかに巨大な悪魔を摑つかみ、投げ飛ばす膂りよ力りよく。

　図らずも、大切な人を守るために力が欲しいと願っていたネロにとって、それはまさに悪魔の力をもたらす物デビルブリンガーだった。その醜悪な見た目に、うんざりしていた頃もあったが、今となってはその腕に感謝すらしている。その力は、ネロにとって大切な人を守るための力となったからだ。

　そして、デビルブリンガーは悪魔の力に反応し、脈動する性質を持つ。

　ネロが見知らぬ女に対しながら右腕を気にかけたのは、女が悪魔かどうかを判断するためだった。悪魔ならば、必ず右腕に何らかの反応が現れる。

　女はネロの問いに答えないまま、まだ煙草を吸い続けている。

　ネロの右腕には、何の反応もなかった。おそらく、女は悪魔ではない。或あるいは悪魔だとしても、微々たる力しか持っていない。

「あんたがネロか？」

　ようやく、女が口を開く。言葉と共に、唇から漏れた紫煙がガレージに流れ込んでくるのを見て、ネロは微かすかに顔をしかめた。

「おい、人に何か尋ねる前にその煙草を止めろ」

　敢あえて女を指差し、ネロはそう伝える。昔から、煙草の煙は嫌いだった。それだけでなく、ガレージの中には可燃性の薬品や油の類も置かれているのだ。火の気を避けたいと考えるのは当然の事だ。

「さっきのガキが私を指差したのはお前の教育の賜物か？」

　女は、首を傾げながらそんな事を言う。まるで人の話に聞く耳を持たないその態度が、ネロの癇かんに障った。

「いいか、今すぐそのクソ煙草の火を消せ。そうじゃなきゃ帰れ。俺が怒らないうちにな」

　女を指差したままネロが声を荒げると、女はゆっくりと咥えていた煙草を摘まみ上げ、それを足元に落とした。そして、そのまま吸い殻をブーツで踏みにじる。

「これでいいか、嫌煙家の坊や？」

　ネロは思わず舌打ちをせずにはいられなかった。

　不愉快な女だ。年の頃は、自分と同じか、少し下というところだろうに、まるで何十年も先輩のような態度をしている。

「煙草を吸ってなけりゃいいんだろ？　入るぞ」

　ネロの了承も待たず、一方的にそう言って、女がガレージに踏み入ってくる。呆あきれたネロが女を押し返そうと近付いていくと、女は急に両の手を上げ、降参のようなポーズを取った。

「お？　殴るのか？　か弱い女を？　その恐ろしい形の腕で!?」

　突如として大声でそんな事を言われ、ネロは顔を微かにしかめた。

　女の目に届かぬよう隠していたはずの右腕は、既に見られてしまっていたのだ。だとすると、面倒な事になるかもしれない。

　だがネロのそんな不安をよそに、女は何の断りもないままガレージの片隅にある木箱におもむろに腰を下ろし、そして当然のように言った。

「コンプレックスか？　気にするな、それも個性だ」

　そのまま脚を組みながら、女は言葉を続ける。

「まだ名乗ってなかったな。私はニコレッタ・ゴールドスタイン。あんたに少しばかり頼みがあってここに来た」

「頼み……？」

　ネロの腕を見た上でのその態度は、ネロに幾ばくかの興味を抱かせていた。

　ニコレッタと名乗るこの女は、真っ当な人間ではない。つまり、悪魔など見た事もない信じようともしない真っ当な人間ではなく、悪魔の存在を受け容いれている類の人間だと。

「ちょいと調べ物をしててね。魔剣教団が悪魔を研究していた資料を探してる。だが、教団はもうなくなったと聞いた。となると、教団関係者の生き残りに頼むしかないわけだ」

　説明しながら、ニコレッタは何かを期待するような視線をネロに向けている。その目に邪気はなく、むしろ欲しかった玩具おもちやを目の前にした時の子供のような、あどけなさが感じられた。

「……どこで教団が悪魔を研究してる事を聞いた？」

　ネロはすぐにその疑問を口にしていた。確かに、教団が悪魔を研究していたのは事実だ。だが、その事は世間には知られていない。仮にネロの与あずかり知らぬところでそれが世間に露呈していたとすれば、もっと大きな騒ぎになっているはずだ。それこそ、悪魔狩りの軍隊がフォルトゥナの街に送られてきたっておかしくはない。

　ネロの問いかけに、ニコレッタは左右に首を揺らしながら、

「さて、それを話してくれたのは誰だったかな？　私の情報源は色々だ。オカルト雑誌に、噂好きの煙草屋のババア、悪魔狩りが趣味の業突く張り女に、酒場の飲んだくれ……あれこれ聞いて回ったからな。忘れちまったよ」

　そう答えたが、それが真実をはぐらかしているのか本気で言っているのか、ネロには判断が付かなかった。だがとにかく、ニコレッタが「悪魔狩り」という単語を口にした事は、彼女が真っ当な人間ではない事の証明にはなっていた。

「悪魔絡みそっちの人間が来るのは初めてだな」

　言いながら、ネロは数歩後ずさり、壁に背を預けた。相手がそういう人間なのだと分かれば、ネロとしてもそれなりの態度がある。

「だったら簡潔に言うぜ。答えはＮＯだ。教団の研究は誰にも見せる気はねえ、帰りな」

　ネロの頭に、微かな後悔の念が過よぎっていた。いずれこんな人間が訪ねてくるであろう事を、もっと真剣に考慮しておくべきだったのかもしれない。

　街の崩壊と共に教団が消失した後も、教団が秘密裏に有していた研究施設は残されていた。目に付く危険そうな物は処分したが、資料や施設そのものは今もまだ生きている。いつかは施設を破壊し、人目に付かないようにしなくてはならないと考えてはいたが、市民の生活に直結する市街の復興を優先的に手掛けてきた結果、五年が経った今なお、研究施設は手付かずのままだ。

　ニコレッタの要求を突っぱねはしたものの、彼女がこれで引き下がるとも思えない。最悪の場合、ネロの目を盗んで研究施設に忍び込んだりする可能性もある。いつだったか、街を取材に訪れた記者には、それとなく脅しをかけてそんな真似をせぬように阻止したが、果たして目の前にいるこのニコレッタという女に同じ手が通用するかどうか。通じないのであれば、気は進まないが手荒な真似をしてでも街から追い出すより他ない。

　だが、ニコレッタが次に口から発したのは、実に意外な言葉だった。

「アグナスという男は今、どうしてる？」

　ネロがその名を耳にしたのは実に久しぶりの事だったが、ネロはすぐに一人の男の顔を思い描いていた。ネロにとって、忘れようにも忘れ難い名である。

　アグナスは、魔剣教団の幹部であり、悪魔の研究を一手に担っていた科学者だった。ある意味では、教団が良からぬ企てを抱くに至った諸悪の根源とも言えるかもしれない。アグナスこそが、人を悪魔に変え、魔界から悪魔を呼び出し、フォルトゥナを危機的状況に陥れた人物なのだ。そこに教皇の意思が働いていたとは言え、その意思を実現せしめたという意味ではアグナスの罪は重い。

「死んだよ」

　だが、ネロの言葉通り、アグナスはもうこの世にはいない。

　殺されたのだ。

　フォルトゥナの事件の最中、とある男によって。その時、ネロは身動きひとつできぬ状況にあったから、アグナスが殺される現場を見たわけではない。だが後になって、ネロはアグナスを殺した男から、その事実を聞かされていた。

「……そうか」

　アグナスの死を耳にしたニコレッタは、何故かほんの少し寂しげにそう呟つぶやいた。しかしすぐに気を取り直したように面を上げ、

「まあ、そんな気はしてた。正直そういう噂も耳にしてたしな」

　と、そんな事を言う。

「お前、あのクソ野郎の知り合いか？」

　気になってネロはそう尋ねた。

「まあ、知ってると言えば知ってる。生物学的には父親だからな」

　ネロは一瞬、我が耳を疑い、

「は？」

　その上で、一歩ニコレッタに詰め寄りながら、再び尋ねた。

「今、何だって？」

　ニコレッタは心外そうな表情で肩を竦すくめる。

「父親なんだよ、私の。すまんな、クソ野郎の娘で」

　父親。娘。ニコレッタが早口で発した単語が、うまくネロの頭の中でひとつにまとまらない。

「父親？　誰が？」

「だから、アグナスだよ。お前がさっきくたばったって言った男が、私の父親だ」

　早口でそう捲まくし立てた後、ニコレッタは小さく「残念ながらな」と呟く。ネロは思わず彼女を指差していた。

「アグナスの、娘？　お前が？」

「気安く人を指差すな。マナーがなってないヤツだ。それとも、この街じゃ人を指差す事が敬意の念を抱いてる証あかしなのか？」

　そうぼやいた後、ニコレッタは唐突に目を見開いた。そして跳ぶように木箱から降り立つと、一心にそちらに向けて歩を進めていく。

「おい！　おいおい……な、何だ、そいつは！」

　その様子にネロが戸惑っていると、ニコレッタは断りもなく床に置かれていたレッドクイーンを拾い上げ、まじまじと観察を始めていた。

「おい！　勝手に触るな！」

　ネロは慌ててニコレッタの手からレッドクイーンを奪い返そうとしたが、彼女は身を捩よじってそのネロの手から逃れる。

「なるほど。形状からして推進剤を噴射するのか？　い、いかすな！　単純な機構だがこういうのは、わ、うん……悪くない！」

　言葉を詰まらせながら、ニコレッタはレッドクイーンのグリップを捻ひねってみせる。しかしネロがそうした時と同様、レッドクイーンは物音ひとつ立てようとはしない。

「ん？　故障か？　配線切れ？　それとも、フン詰まりでも起こしたか？」

　そのニコレッタの背後から、ネロは再びレッドクイーンを奪おうと手を伸ばしたが、ニコレッタはさっと身を躱かわしながらネロを振り返る。

「こ、工具はどこだ!?」

　出し抜けのセリフに、ネロは顔をしかめる。

「はあ？」

「コイツを直してやるって言ってるんだ。故障したままの機械を放っておくなんぞ、職人としてあるまじき行為だからな」

　反論をする暇もなく、ニコレッタは周囲を見回すとネロが片付けたばかりの工具箱を見付けそちらの方に歩いていく。

「あれこれ苦心して、弄いじくり回したようだが、これだから素人しろうとは困る！　下手にバラせば機械の寿命が縮むって事も知らないとはな！」

　その頃にはもうネロは呆ぼう然ぜんと立ち尽くし、ただ彼女を見守っているしかなかった。ニコレッタはその場にしゃがみ込み、手にした工具でレッドクイーンを解体していく。初めて目にしたはずの機械を前に、しかし、ニコの手並みは実に鮮やかなものだった。

「ＯＫ、ＯＫ……予想通りの内部機構だ。故障箇所もな。バカが弄り回したせいでちょいと傷付いてるが……うん、この程度なら問題ないだろう」

　ものの数十秒でレッドクイーンを完全にバラし終えたニコレッタは、推進剤の噴射口を覗のぞき見ながらブツブツと呟き続けている。

「そもそも普段のメンテナンスがなってないから、こんな事になるんだ。メーカー保証期間ってのは最低限のメンテナンスをした上でのものだって知ってるか？　知らないなら憶おぼえとけ、マヌケ！」

　罵ば倒とうを受けながら、ネロはその事を不快に思うよりも先に、こんな事を思っていた。

　──こいつは本当にアグナスの娘かもしれない。

　確かに、二人はよく似ていた。

　アグナスも、研究しか頭にないような男だったし、興奮した際に言葉を詰まらせるという癖があった。考えてみれば、肌の色も同じである。アグナスもニコレッタ同様、褐色の色濃い肌をしていたのだ。

「マジかよ……」

　呟きと共に胸を押さえたのは、かつてネロがアグナスにその胸を刺された事があるからだった。もしもネロが普通の人間だったなら、確実にその時に絶命していただろう。だが幸い──或あるいは不幸にも──ネロは普通の人間ではなく、今もこうして生き永らえている。

「よし、これでいい」

　ネロが我に返ると、ニコレッタは解体したレッドクイーンを再び元の形状に戻していた。

「ベイビー、ご機嫌はどうだ？」

　切っ先を床に宛あてがい、ニコレッタがレッドクイーンのグリップを捻る。直後、噴射口から炎が巻き上がり、

「うわああああッ!?」

　その勢いのままに、ニコレッタは体をレッドクイーンに振り回され、みっともなく床に転がっていた。だがその事に怒るでもなく、むしろ笑みさえ浮かべて、ニコレッタはショートパンツに付いた埃ほこりを手で叩はたきながら、体を起こした。

「なかなかの暴れん坊だ。だが、そこがキュートだな」

　ニコレッタの言葉に、ネロは溜ため息をつく。

　これでひとつ、この女に借りができてしまった。よそ者とは言え、このまま追い返すのはさすがに気が引ける。

「……分かった。特別に教団の資料、見せてやるよ」

　ネロのその言葉に、ニコレッタはニヤリと笑った。

「じゃあ、私も特別にニコと呼ばせてやる。感謝しろよ、ネロ」

　その唇から覗く白い歯を見ながら、ネロはニコの父、アグナスを殺した男──ダンテの事を思い返さずにはいられなかった。
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　デュマーリ島を訪れるのは何年振りの事か。

　ダンテはもう、以前にこの島を訪れた時期など忘れてしまっていた。

「久しぶりだね、坊や」

　港に降り立つなり、そんな言葉と共にダンテを迎えてくれたのは小柄な老婆である。

「元気だったかい？」

　老婆はダンテを見て首を傾げる。

「おかげさまでね。婆さんの方も、相変わらず元気そうだな」

　ダンテが老婆にそう言うと、老婆は口から空気を漏らすように、ふぇっ、ふぇっ、と笑ってみせた。

「そんな事を言って、どうせ私の名前すら憶えてないんじゃないのかい」

　言われて、ダンテはこめかみを指で突つきながら、

「憶えてるさ。確か……マティア？」

　辛うじて老婆の名前の記憶を脳から絞り出し、そう答えた。

「マティエだよ、坊や。どうせそんな事だろうと思った」

　苦笑しながら、老婆──マティエはダンテに背を向けると、そのまま歩き始めた。ダンテもその後を追うように足を踏み出す。

「ほとんど正解だ。気を悪くするなよ、婆さん」

「気にしちゃいないよ。スパーダも私の名前をよく間違えたもんさ……他の女とね」

　マティエの言葉に、ダンテはやり辛づらそうに頭を搔かいた。

　ダンテは、伝説の魔剣士スパーダの息子である。

　世間ではおとぎ話のように語られる悪魔と人間の戦いは、二千年前、実際に起こった出来事だ。魔界の帝王の右腕であった魔剣士スパーダは、人間を憐あわれみ、悪魔を裏切って人間のために戦った。そして魔界と人間の世界を繫つなげる門を塞ふさぎ、以降は人間界で暮らしたのだ。

　そしてマティエは、そのスパーダと実際に面識を持つという人物だった。

「婆さん、いくつになった？」

　黙って歩き続けるマティエの背に向けて、ダンテは尋ねた。スパーダはダンテの母エヴァと出会う前、世界の各地を転々としていたらしいから、マティエがスパーダと出会ったのはその頃に違いない。だが、それが具体的にいつ頃なのかは息子であるダンテにさえ、よく分からない事だった。

「さあね、百から先は数えちゃいないよ」

　マティエはダンテの方を振り向かないままそう答える。ダンテは小さく肩を竦すくめた。

　そもそもダンテは、父であるスパーダの事を殆ほとんど知らない。幼い頃、双子の兄と一緒に剣術を習っていたという微かすかな記憶はあるものの、その頃のダンテは、よもや父が悪魔だなどとは思ってもいなかった。スパーダのおとぎ話すら知らなかった頃の話である。

「しかし、あんたも薄情な男だ。働いてくれたらスパーダの昔話でもしてやろうって話だったのに、結局あれから一度たりともこの島に戻ってきやしなかったねえ」

　背を向けたままのマティエから、そんな恨み言が飛んでくる。それはかつて──もう十年以上も前の事だが──このデュマーリ島で、マティエから依頼を受けた時の話だ。島でよからぬ企たくらみを実行しようとしている男を止めて欲しい、と。

「仕方ないだろ。こっちもゴミ溜めみてェな場所に閉じ込められて大変だったんだ」

　ダンテはそう答える。

　デュマーリ島の事件を解決する過程で、ダンテは図らずも魔界に閉じ込められる事となってしまった。かつては人間界と繫がっていたとはいえ、今は魔界と人間界を行き来するのは容易な事ではない。

「そのへんの話は聞いてるよ。どうやって出てきたのかまでは知らないがね」

「たまたま穴が開いてたんで、そっから出てきただけさ」

　ダンテはそう答えた。

　魔界と人間界の繫がりが閉ざされた今でも時折、悪魔が人間界に出現する事がある。魔界へと繫がる穴は、ふとした「はずみ」で開いてしまうのだ。

　そして世の中には、そうした「はずみ」が起きやすい土地というものが存在する。

　例えばこのデュマーリ島がそうだ。

　古くから、デュマーリ島には定期的に悪魔が出没していたという。だからこそ、人々はこの島に「護まもり手」と呼ばれる存在を置き、悪魔を退ける必要があったのだ。

「出てくるんなら、てっきりこの島だと思ってたけどね……そうじゃなかったんだろう？」

　そう尋ねてきたマティエもそれを知っているからだろう、そんな言葉を口にする。彼女こそ、この島を悪魔の手から護り続けてきた護り手の一族である。

「そうだな、別の場所だった」

　と、ダンテは頷うなずく。

　あの時、ダンテが魔界から脱して降り立ったのは、デュマーリ島とは何の関係もない場所だった。悪魔の存在などとは無縁であろう、小さな港町である。

「妙な話だね、そいつは」

　あくまでダンテに背を向けたまま、マティエは小さく唸うなる。

「偶然に開く程度の穴じゃ、悪魔自身が出てくるには不安定すぎる。だから悪魔どもは依より代しろを使ってしか、人間界にはいられない……あんたも分かるだろう？」

　その言葉に、ダンテは小さく頷いてみせた。

　確かに、「はずみ」が起きやすい土地というものは存在する。デュマーリ島や、或いはフォルトゥナという地がそうであったように。だが、そんな「はずみ」で人間界に現れる悪魔は、実は本当の悪魔ではない。悪魔が意識のみを移し、人間界にある物質を操っているだけだ。肉体を魔界から人間界に移すためには、極めて巨大な安定した穴でなくてはならない。虫けらのような小さな悪魔なら実体を伴って現れる例もあるが、いずれにせよ、ダンテ自身が通り抜けられる程の穴は、偶然に開くものではない。

「そのへんの理由にはなんとなく察しが付いてる。安心しな」

　老婆の不安を取り除くべく、ダンテはそう答えていた。

　魔界から辛うじて脱出した当時は、ダンテもマティエ同様の疑念を抱いていた。だがその後に、ダンテはフォルトゥナという地を訪れた事で、魔界に穴が開いた理由に思い当たったのだ。

　鍵かぎとなったのは、おそらく閻魔刀ヤマトと呼ばれる魔具だ。

　ダンテの父スパーダの形見であり、ダンテの兄バージルの愛刀でもあった魔剣。

　閻魔刀には、魔界と人間界の境界を断ち切る力がある。

　おそらくは、その破片でも。

「……正直言うとね」

　ダンテの思索を、そんな言葉が遮った。立ち止まり、声の主であるマティエの方に目を向けると、マティエもまたいつの間にか立ち止まり、ダンテを見つめている。

「ルシアは反対したんだよ。あんたをまたこの島に呼ぶ事をね」

　マティエの口から出たルシアという名に、ダンテは微かに目を細めた。ルシアは、かつてダンテをこのデュマーリ島に誘いざなった女性であり、そしてこの島で共に悪魔と戦った仲間である。

　あれからもう何年経ったろうか。

　過ぎ去った年月にダンテが思いを馳はせていると、マティエは小さな溜め息をつき、そしてさらに言葉を続けた。

「だけど、不ふ憫びんじゃないか。私の跡を継いで、ずっとこの島に住み続けるなんて。この島には若い男もロクにいないってのに」

「俺も、もう若くはないさ」

　そう言って、ダンテは無精で伸ばしたままの顎あご髭ひげを撫なでる。

　ダンテの父であるスパーダは少なく見積もっても二千年は生きていたはずだ。だが、その息子であるダンテの寿命が果たしてどの程度あるのか。自分と同じような半魔の存在を知らぬダンテには、それは想像も付かない事だった。ただ、普通の人間と同じようにとまではいかないにせよ、ダンテは自身でもそう口にしたように、少なくとも年を取っているようには見える。であれば、ダンテにもいつか「老い」の時は来るのかもしれない。

　マティエは、ダンテの言葉に微かな苦笑いを浮かべ、

「そうだね。だけど──」

　そう前置きしてからきっとダンテを睨にらみ付けた。

「私が言いたいのはそんな事じゃないんだよ、坊や。あんたが魔界から戻ってこなかった後、ルシアはずっとあんたを待ってた。それは、あんただって知ってるだろう？　私を気遣って、この島とあんたの事務所を何度も往復してさ……それが何だい、あんたは戻ってくるなりまたふらりとどこかに消えちまったってね」

「……そうだったかな」

　ダンテは頭を搔きつつそう誤魔化したものの、実際のところ、その事に関してはよく覚えていた。

　魔界から辛うじて戻った後、自身が経営する便利屋「Devil May Cry」の事務所にようやく辿たどり着いたダンテは、そこでルシアと再会を果たした。ルシアはダンテを抱擁し、ダンテが帰還した歓よろこびに涙してくれたが、たまたまそこに一本の電話が入ったのだ。

　合言葉ありの。

　表向きはただの便利屋という事になっているダンテの事務所には、時折、合言葉を伴った電話がかかってくる。それは即ち、その仕事が悪魔絡みのものである証あかしだった。

　そんな依頼が舞い込んできた以上、仕事に向かわないわけにはいかない。

　たとえ、どんな場所でも。どんな相手でも。報酬があろうと、なかろうと。

　人に仇あだなす悪魔を討つ事が使命だと考えているダンテの、それが唯一にして絶対のルールなのだ。

「まったく、呆あきれたよ……ルシアと添い遂げてくれなんて言うつもりはないけどね、せめて思い出のひとつもくれてやるのが男ってもんじゃないのかい」

　マティエは凄すごみながら、手にしている杖つえの先をダンテに向けてくる。

「何か言ってご覧よ、坊や。あんたは私の前だと無口になっちまうようだがね」

　下手な事を言うと殴られかねない。ダンテは深々と溜ため息をついてから口を開いた。

「……悪かったよ。だが、俺にも俺の事情があってね」

「安い謝罪だね。スパーダならもっと気の利いたセリフを吐いたよ」

「よしてくれ。親父よりは俺の方がいい男だ」

　ダンテの言葉に、マティエは杖をダンテに突き付けたまま、小さく唇を歪ゆがめる。笑っているのか、怒っているのか、皺しわだらけのその表情は、感情を読み取りにくい。

「……ま、ここに来た事で、ルシアへの非礼は帳消しにしてやろうじゃないか」

　杖を引きながら、マティエはそう呟つぶやいた。ダンテはほっと安あん堵どの息を漏らす。まるで口うるさい親しん戚せきを相手にしているかのような気分だった。

「それで？　俺にブチ殺して欲しい悪魔は誰だ？」

　話題を変えるべく、ダンテは歩き出しながらマティエにそう尋ねる。そもそもダンテがデュマーリ島を再訪したのも、それが理由なのだ。マティエからの合言葉ありの電話によって。

「あんたがこの島で倒した悪魔は憶おぼえてるね？」

　ダンテの隣を歩くマティエに問いを返され、ダンテは首を傾げる。

「どれの事だ？　デカい猿と、牛みたいなヤツはなんとなく憶えてるが」

　そこまで言ってダンテがマティエに視線を向けると、マティエはやり切れないという様子で首を何度か小刻みに振ってみせた。

「アルゴサクスだよ。そもそもヤツを倒すために魔界にまで入る羽目になったんだろう？」

「そんな名前だったかな？　人の名前ならまだしも、悪魔どもの名前なんぞいちいち憶える気もねェよ。どうせブチ殺すんだ。脳の無駄遣いだろ」

　事実、ダンテがはっきりと名前を記憶した悪魔は、たった一匹しかいない。母の仇かたきである魔界の帝王ムンドゥス、それだけだ。

「まあ、いいさ。とにかく、今回この島に現れたのはそのアルゴサクスの右腕と言われていた悪魔だよ」

　マティエの説明に、ダンテは小さく鼻で笑った。

「つまり、前にやったのがナンバーワンで、今回はナンバーツーか」

　うっすらとではあるが、ダンテの脳裏にアルゴサクスと呼ばれた悪魔の記憶が蘇よみがえりつつあった。魔界の帝王ムンドゥスに対し、魔界を二分して争っていたという、魔界の覇王。確かそんな大層な肩書きの悪魔だった気がする。

　だがムンドゥスすら凌駕したダンテの力の前には、そのアルゴサクスもまた、敵ではなかった。

「あれから何年経ってると思ってるんだい、坊や」

　楽な仕事だとタカを括くくっていたダンテの思考を、そんなマティエの言葉が遮る。

「アルゴサクスが消え、魔界の半分はその悪魔の物になっちまったんだよ。十年以上の歳月の中で、ヤツは途方もなく力を蓄えてる。そしてそいつが、あろう事か人間界こちらがわに出てきちまった」

　そう言って、マティエは目を細め、

「……どういうわけか、ね」

　と、付け加えた。

　いかに「はずみ」の起きやすい土地であろうと、それ程の悪魔が人間界に現れるなどという事は、そうそうある話ではない。考えられるのは、人間界から何者かが儀式などによって魔界への穴を開けてしまう事だが、マティエやルシアのいるこの島でそんな真似が易々とできるはずはなかった。

「心当たりは？」

　ダンテはマティエに尋ねる。マティエは、首を横に振って答えた。

「あったら、あんたを呼んじゃいないよ。私も、最初は誰かがまた良からぬ事を企たくらんだのかと思ったさ。だが、いくら調べてもそんな気配はまるでない。アリウスもウロボロス社も、もう存在はしていないしね」

　マティエが口にしたふたつの名は、辛うじてダンテの記憶の片隅に残っていた。

　ウロボロス社。

　かつてこのデュマーリ島を開発し、その陰で魔界への穴を開こうとしていた企業の名である。表向きには健全な複合企業を装っていたはずだが、社長であるアリウスという男は悪魔などの神秘に傾倒し、アルゴサクスという強大な悪魔の力を己の物にしようとしていたのだ。

　だがマティエの言う通り、アリウスはダンテとルシアによって討ち果たされ、もうこの世にはいない。だとすれば何故、この島に再び悪魔が現れたのか。

「ま、理由を気にしてもしょうがねェな」

　ダンテはそう呟いてから、マティエを見やった。

「一応、聞いとくが……出てきたのはなんて悪魔だ、婆さん？」

　ダンテのその問いに、マティエは小さく笑った。

「どうせ明日には忘れちまう名前だろう？　だが教えてあげるよ。悪魔の名はバルログ。伝承によれば、炎を操る凶暴なヤツだ。せいぜい気を付ける事だね」

　マティエの忠告を受け、ダンテもまた、微かすかな笑みを顔に浮かべた。
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　フォルトゥナ城の地下は、長らく人が訪れていないせいで随分とカビ臭かった。

　かつては、時折やって来る観光客のため門戸が開かれていたフォルトゥナ城だったが、今はフォルトゥナ市民ですらも、立ち入る事は許されていない。

　そう決めたのは、他ならぬネロだった。

　理由は無論、そこにアグナスの研究施設が存在するからである。

　古びた外観にはそぐわぬ、近代的な設備を備えた研究室に入るや、ニコは興奮した様子であちこちを歩き回り、目に付く物を手に取っては眺めていた。

「面白いか、そんなもん見て？」

　ネロの問いかけに、ニコはかつて悪魔が収められていた巨大な円筒状の水槽を撫で回しながら、

「面白いなんてもんじゃない……す、素晴らしい逸品の数々だ！」

　と、言葉を詰まらせつつ感嘆の声を上げる。壁にもたれ、腕組みをしていたネロはニコのその言葉を聞きながら、密ひそかにジャケットの懐に手を差し入れ、愛銃ブルーローズのグリップに手をかけていた。

「ひとつ聞きたいんだが……研究資料が必要なのは何の目的だ？」

　ニコがアグナスの娘である事が真実なのであれば、父の遺志を継ぎ、悪魔を再び世に解き放つ事を画策しているという可能性もある。レッドクイーンを修理して貰もらった返礼にアグナスの資料を見せてやる事はしても、そんな目的のためであれば、ネロはニコをこの場で殺さなくてはならない。その覚悟をしていたからこそニコをこの場まで案内したのだ。

　ニコは水槽を撫なで回す手を止め、ゆっくりとネロを振り返った。

「私は、芸術家アーテイストを目指している」

　その突然の告白に、ネロは危うくブルーローズの引き鉄がねを引きかけた。慌てて指を引き鉄から外しながら、ニコに問う。

「アーティスト？　悪魔の絵でも描くってのか？」

　ニコはネロのその発言に鼻で笑いながら、チチチ、と小刻みな舌打ちを繰り返した。

「絵画なんぞに興味はない。無論、彫刻にもな」

「じゃあ何だよ？」

「武器さArms。私は一流の武器職人を目指している」

「武器？」

　言葉をオウム返しにしながら、ネロはニコがレッドクイーンを手て馴なれた様子で解体する様を思い出していた。

「私の祖母もそうだった。〝四十五口径の芸術家〟という呼び名に聞き覚えは？」

　ニコの問いかけに、ネロは黙ったまま首を横に振る。それを見て、ニコは唾つばを吐くような仕草をしながら顔を背けた。

「何も知らないんだな、坊やは！」

　普段のネロならカチンとくるようなセリフだが、思いの外、平静でいられたのはどう考えてもニコの方が年下だからだった。日頃から孤児の世話をしているせいか、年下の人間に舐なめたような口を利かれる事にはいくらか耐性ができている。

「四十五口径ってんだから、銃職人か何かなんだろうが……生憎あいにく、この街じゃ銃はあんまり好まれてなくてね。昔は、俺が銃を持ってる事もよく馬鹿にされてたよ」

　ネロがそう説明すると、ニコは首を傾げる。

「銃？　お前、銃も持ってるのか？」

　興味を示してきたニコに対し、ネロは逡しゆん巡じゆんした後に、手にかけていたブルーローズを引き抜いてみせた。すかさず、ニコがネロの方に駆け寄ってくる。

「おいおいおい……し、正気か、お前!?」

　まるでオヤツを与えられる直前の犬のように、ニコは物欲しそうな目でネロの瞳ひとみをじっと見つめてくる。その様子がまた、かつてのアグナスによく似ていた。

「ち、ちょっと触らせてくれよ。な？　いいだろ？」

　ひょっとすれば殺さなくてはならないかもしれない、そう思っていた相手に銃を渡すなど、普通ならば考えられない事だ。だがネロは何故か、素直にニコにブルーローズを手渡していた。それが何故なのかは、自分でもよく分からないまま。

「ハッハー！　バレルが二本!?　ま、まさか、二発同時に発射するのか？」

　ブルーローズを弄いじくり回しながら、ニコが感嘆の声を上げる。

　ブルーローズは、ネロが既製の拳けん銃じゆうを改造して作り上げた、六連装のリボルバーだ。だが度が過ぎた改造の結果、もはや原形は髪の毛一本程も留とどめてはいない。ニコの言う通り、上下二連の銃身からワンショットで二発の弾丸をほぼ同時に発射する仕組みになっている。

　完全に同時ではないのは、撃鉄ハンマーがシリンダー内の雷管を叩たたく過程で上下の弾丸に僅わずかな時間差ラグが生まれてしまうからだ。だがその、時間にすればコンマ数秒の差こそが、ブルーローズという銃の要でもある。

「なるほどなるほど……違う弾丸を二発撃つ仕様なんだな」

　ニコはネロに断りもなく、シリンダーをスイングアウトさせ、装そう塡てんされている弾丸の検分を行っている。

「よく分かるな、見ただけで」

　怒るよりも先に、そんな感想がネロの口を衝つく。

　ニコの指摘通り、ブルーローズに装塡されている弾丸は二種類ある。僅かに先に着弾する一発目は悪魔の堅い外装を破壊するために面の破壊力に優れた弾丸を、遅れて着弾する二発目は破損した外装から内部にダメージを与えるために貫通力の高い弾丸を、それぞれ装塡してあるのだ。

　だが、その事を弾丸を見ただけで言い当てた人間など今まで一人もいない。異なる種の弾丸とは言え、外観はほとんど似たようなものだ。

「私を誰だと思ってる？」

　ニコは言いながらスイングアウトさせていたシリンダーを元に戻し、グリップの方をネロに向けてブルーローズを返してくる。ネロがそれを受け取ると、ニコは肩を竦すくめた。

「しかし、こんなアイデア、思い付いても普通は実行しない。造ったヤツはなかなかイカしたアホだな」

　ネロは銃を懐にしまいながら、

「そりゃどうも」

　と、唇を尖とがらせた。

　まったく、やり辛づらい事この上ない。アグナスもそうだったが、こういうどこかイカれたタイプを相手にする時、ネロはどう対処していいか分からなくなってしまう。ネロ自身はおよそ品行方正とは言い難い人間だが、ネロが育ってきた環境は、実に清廉で潔白な家庭だった。自分を我が子と分け隔てなく育ててくれた養父母にしても、兄のように慕っていたクレドにしても、そして今はネロの恋人であるキリエにしても、だ。

「私の祖母の造った銃はもっとシンプルだ。だが、それ故に純粋な美しさを備えている。特に、祖母が最後に設計したという一対の銃は、それはそれは見事な物だった。と言っても、私は写真でしか見た事ないんだがな」

「……へえ」

　聞いてもいないのにさして興味もない話題を早口で捲まくし立てるニコに対しネロは生返事をしてみせたが、ニコはそんな事を気にする様子もなく楽しげに言葉を続けていた。

「名前もいい。エボニーとアイボリーというんだ。その名の通り、黒と白で一対の銃でな。あれこそ芸術と呼ぶに相応ふさわしい出来だ」

　その言葉にネロは一瞬、眉まゆを顰ひそめた。だがニコはそれにも気付く様子はない。

「お前の銃とは設計思想が違うが、似ているところも多々ある。一丁は速射性を重視した弾丸で、もう一丁は破壊力を追求した弾丸を使用するらしい。そんな工夫が必要となるって事は、その銃も悪魔を相手にする事を想定して設計されたのかもしれん。後で知ったんだが、実際、今の持ち主も悪魔狩りを生業なりわいにしてるそうだ。何だったかな、名前は……」

　ニコがそこまで口にした時、

「ダンテ」

　ネロは思わずそう呟つぶやいていた。

「そう！　それ！」

　ニコがネロを嬉うれしそうに指差してくる。

「よく知ってたな。やっぱり有名人なのか？　私は悪魔関係の知識を得たのは最近だから、業界の有名人なんてのはとんと縁がないんだが……」

　ネロの顔を覗のぞき込んできたニコに、ネロは何と声をかけて良いのか分からずにいた。

　──ニコは、アグナスの娘。

　そして頭の中で、今置かれているこの状況を整理する。

　──ニコの祖母は、どうやら銃職人で、その祖母がダンテの銃を設計した。

　思いもよらず、ニコという人間が、自分と繫つながってしまった。

「……マジかよ」

　ニコがアグナスの娘だと分かった時と同じ言葉が口を衝いて出てくる。

「おい、答えろよ。私としても、祖母の傑作を使っているヤツがどんなヤツか知りたいんだ。まさかとんだクソ野郎とかじゃないだろ？」

　ネロは混乱のままに、髪を搔かきむしった。

「ちょっと待て……情報量が多すぎる」

　ダンテは、ネロにとって恩人だった。魔剣教団の陰謀をいち早く察してフォルトゥナを訪れ、窮地に陥ったネロを救ってくれた。その過程で、アグナスを殺あやめたのだ。

　そのアグナスの娘が今、目の前にいる。それだけでなく、その娘がダンテの事を興味本位で知りたがっている。

「どう説明すりゃいいんだよ……クソ」

　ぼやいたネロを見て、ニコは不思議そうに眉を顰めた。
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　魔界から現れたという悪魔、バルログの居場所に向かう道中は他の悪魔であふれ返っていた。おそらくバルログと共に湧き出してきたのだろう。

「どっかで見たお猿さんだな」

　言いながら、ダンテは腰のホルスターから愛銃、エボニーとアイボリーを引き抜いた。何年も共に悪魔と戦ってきたその二丁は、もはやダンテにとってなくてはならない、誰よりも信頼を置いている相棒と言えた。

「山に帰りな。こんな辺へん鄙ぴな島じゃエサもねェぜ」

　呟きと共に、ダンテは二丁の引き鉄を引く。世界広しといえども、マシンガンすら凌りよう駕がする連射に耐え得る拳銃は、この二丁以外には存在しない。名工、ニール・ゴールドスタインの最高傑作であり、最後の「作品」。それがエボニーとアイボリーだった。

　銃弾の嵐を受け、道を塞ふさいでいた猿のような悪魔達が次々に木っ端微み塵じんとなって吹き飛んでいく。ダンテは銃以外にもリベリオンという大剣を背負っていたが、この程度の悪魔が相手なら、剣を使うまでもない。

「……相変わらず凄すごい銃ね」

　瞬く間に悪魔を一掃しダンテが銃を納めるのを見計らっていたかのように、背後からそんな声が掛けられた。フランス訛なまりの強いその独特の英語に、ダンテは声の主が誰なのかをすぐに察する事ができた。

「久しぶりだな、ルシア」

　振り返りながら、ダンテは声の主にそう告げていた。そこに立っていたのは、果たしてダンテの予想通り、燃えるような赤い髪に褐色の肌をした若い女──ルシアである。

「……そうね。少し老けた？」

　ルシアのその問いに、ダンテは苦笑しつつ顎あごを撫なでた。

「気のせいだろ。俺は何も変わってないさ。お前だってあの頃と変わってないように見えるぜ」

　ルシアはダンテから視線を逸そらし、遠い空を見つめた。

「私は変われないだけよ……いくら時が経とうと、このままでいるしかないの」

　思いもよらぬ深刻な言葉に、ダンテは湛たたえていた笑みを消し、肩を竦める。

「結構じゃないか。大金を払ってでも若さを買いたいって女は大勢いるぜ」

　慰めのつもりの言葉は、しかし、ルシアには届いていないようだった。

　確かに、ルシアは出会った頃から何ひとつ変わってはいない。その理由はダンテにも分かっている。彼女もまた、人ではないのだ。

　ホムンクルス。

　かつてこのデュマーリ島で悪魔を呼び出そうとしていたウロボロス社が生み出した人造悪魔。それが、ルシアの正体だった。だが彼女は失敗作として廃棄され、その彼女をこの島の住人であったマティエが拾い、娘として育てたのだ。その事は、ダンテもルシアから聞かされていた。

　ルシアはまだ、寂しげな顔でダンテを見つめている。ダンテはそんなルシアに向けて、苦笑交じりに再び口を開いた。

「それに、そんな事を言い出したら婆さんだって何も変わっちゃいなかったぜ。あっちはむしろホラーだ。俺はまた、間違えて天国にでも来ちまったのかと思ったよ」

　ダンテのその言葉に、ルシアはようやく、その顔に微かすかな笑みを浮かべた。

「あれでも老けたのよ。昔より食も細くなったし」

　そう言ってから、ルシアは一歩ダンテに歩み寄ると右手を差し出した。

「……来てくれてありがとう、ダンテ」

　その手を取りつつも、ダンテは小さく首を傾げる。

「お前は反対したって聞いたぜ」

「そりゃ、するわよ。この島の護まもり手は私だもの。この島に異変が起きた時、それを解決するのは私の仕事だわ」

　でも、とルシアは言葉を繫げた。

「バルログは手て強ごわい……私一人じゃ、少し手こずったでしょうね。貴方が来てくれれば早く片付くから、助かるわ」

　暗に自分一人で勝てないわけではないと言っているルシアのセリフを聞き、ダンテは微笑んだ。昔に比べ、その表情は一層の自信に満ちている。

「ご期待に添えるよう努力しよう。じゃ、行くか」

　そう言って歩き出したダンテの後を追うように、ルシアもまた歩き出した。二人が肩を並べて歩くのは、随分と久しぶりの事だった。しかしおそらく、二人の並び歩く姿を目にした人間は皆、二人を長年の相棒のように捉とらえただろう。ダンテはルシアに、ルシアはダンテに、お互い絶対の信頼を置いていた。

　時に道を阻んでくる悪魔など、二人の相手となるはずもない。

　ダンテの双銃から放たれた弾丸は一瞬のうちに悪魔どもを砕き、それでも辛うじて生き延びた悪魔の全身には、ルシアが投げるナイフが幾つも突き刺さっていた。

　さして時間も経たぬうちに、二人を目にした悪魔達は二人を恐れるように逃げ出し始めていた。そして悪魔達が逃げていく先に、バルログはいた。

「あれよ」

　ルシアが顎で示した先には、紅ぐ蓮れんの炎に身を包んだ巨大な悪魔──バルログが立っている。バルログはダンテとルシアの姿を目にしても、身動きひとつしようとはせず、じっと二人に視線を向けているだけだった。

「好き勝手に暴れ回ってるのかと思えば……おとなしいな。人見知りか？」

　近付きながらダンテがそう言うと、バルログは悪魔特有のくぐもった声でそれに応こたえた。

「ようやく来たか」

　ルシアが微かに眉を顰める。

「私達が来るのを待っていたと言いたいの？」

「そうだ……待っていれば、いずれ来るだろうと思っていた。俺を狩るために、力を持った者がな」

　言いながら、バルログは一歩、ダンテ達の方へと歩を進める。その巨体が生み出す地響きにルシアは腰を落として身構えたが、ダンテはそれすらせずに、ただバルログに視線を注ぎ続けていた。

　ダンテは、ある気配を感じていた。

　自分に近しい存在の気配を。

　バルログは一歩、また一歩と二人に近付いてきながら、言葉を続けている。

「アルゴサクスが消え、俺は戦うべき相手を失った。いつかヤツを越える……それだけを胸に力を付けてきたものを」

　そう言って、バルログは巨大な右手を掲げる。

「だが、退屈に喘あえいでいた俺を……新たな力が導いてくれた」

　ダンテは、バルログの拳こぶしに煌きらめく「それ」を見て、目を細めた。ダンテが感じていた気配は、まさにその煌めきから発せられていた。そして、得心する。その煌めく物こそが、このバルログを魔界から人間界へと誘いざなったのだと。

「閻魔刀か……」

　ダンテの呟きに、ルシアが不思議そうに視線を向けてくる。

　ルシアは、閻魔刀の存在を知らないのだ。

　スパーダの遺産であり、ダンテの兄バージルの愛刀である閻魔刀。魔界に散らばっていたその破片の一部が、まだ魔界に残されていたのだろう。そしてバルログは、その力を使い、人間界へと現れたのだ。

　かつて魔界に閉じ込められたダンテもまた、その力で魔界を脱出した。

　それは、あくまで推論ではある。

　だがそう考えれば全ての辻つじ褄つまが合うのは事実なのだ。閻魔刀の破片が偶然に人間界への穴を開け、それによってダンテは人間界へと出る事ができた。それは即ち、閻魔刀の破片も人間界へと渡った事を意味する。

　その閻魔刀の破片を回収したのが、魔剣教団だった。

　そして閻魔刀の存在が彼らの野望を増幅させ、フォルトゥナの事件は起こったのだ。

「困ったもんだ。いちいち俺の前に現れやがる」

　その言葉と共に、ようやくダンテは背負っている大剣リベリオンの柄つかに手をかけ、身構えていた。

「ことごとく破壊しなきゃな、ああいう危ないもんは」

　そのダンテを見て、バルログは大きく体を仰のけ反らせ、咆ほう哮こうした。空気が震え、ダンテのコートが大きくなびく。しかし、常人ならば耳を塞ぎたくなるようなそんな音量にも動じず、ダンテは柄に手をかけたままの体勢でバルログを見つめていた。

「ルシア……悪いがそこで見てろ。どうやらこれは俺の仕事だったらしい」

　ダンテのその言葉にルシアが反論するよりも先に、ダンテはバルログに向かって跳躍していた。

「来い、人間！　そして俺を愉たのしませろッ！」

　迎え撃つバルログの体を包む炎が一際、大きくなる。

　ダンテのリベリオンとバルログの拳が激突した刹せつ那な、凄すさまじい勢いで熱風が周囲へと広がっていった。
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　ニコは、人を美しいと思う事があまりない。

　ニコにとって美しいと思える物は大抵、銃や剣などの無機物であった。特に名工が手掛けた逸品などを目にすると、思わず言葉を詰まらせてしまう程に──ニコ自身はその癖をあまり好ましいものとは思っていないが──興奮を覚える。

　だが今、ニコの目の前に座っている女性は、そんなニコの目から見ても素直に「美しい」と思える稀け有うな存在だった。

「離れの部屋がひとつ空いてただろ？　だからそこに住めないかって……」

　ニコの隣に座っているネロが、申し訳なさそうに目の前の女性にそう伝える。

「いや、キリエが駄目なら、いいんだ。俺だってそこまでする義理もないし……」

　弁解するようにそう付け加えたネロに対し、キリエと呼ばれた女性は静かにニコの方に目を向ける。その眼まな差ざしは、ニコが幼い時に亡くなった母アリッサを想起させた。

「私も、ニコって呼んでもいい？」

　キリエに問われ、ニコは即座に頷うなずく。

「ああ。あんたになら何て呼ばれようと納得だ。ニコでもニコレッタでも、〝クソ女〟でも」

　そこまで口にした途端、ニコは足に痛みを覚えて顔をしかめた。思わず下を見ると、テーブルの下でネロがニコの足を踏み付けている。

「おい！　お前──」

　腰を浮かしてネロを怒鳴り付けようとした瞬間、ネロはニコの鼻先に右手の指を突き付けて、ニコを睨にらみ付けてきた。

「キリエの前で汚い言葉を使うな」

　言われて、ニコは再び顔をしかめた。他の人間に言われるならまだしも、ネロにそんな事を言われるとは思ってもいなかった。会って間もない間柄ではあるが、ネロが品行方正とは言い難い人間である事ぐらいは雰囲気で察している。

「いや、お前……お前がそれ言うか？」

　おそらくはテーブルの向こうに座るキリエに聞こえぬ程度の音量で、ネロが舌打ちする。

「あー……」

　その様子に、ニコはネロとキリエを見比べるように視線をさ迷わせた。

　そして内心、なるほど、と呟つぶやく。

　恋人とは聞いていたが、ネロにとってキリエという女性は自分が想像する以上に大切な存在なのだろう。

「ああ、そうだな。すまん、ちょっと口が悪くてな。父に似て」

　空笑いと共にそう言ったニコを見て、ネロが小さな溜ため息をつく。

　そんなニコとネロを、キリエはまるで微笑ましい子供同士の喧けん嘩かを見守るような、優しい表情で見つめていた。

　この様子なら、問題なさそうだ。

　ニコは一人、安あん堵どの息を漏らす。

　実父アグナスの研究資料はあまりに膨大な量であり、それらを調べ尽くすためにニコはしばらくの間フォルトゥナに逗とう留りゆうし続けなくてはならなかった。資料を持ち出せればそんな真似をする必要もないのだが、それだけは絶対にネロが認めようとはしなかったのだ。

　ニコ本人としては雨風が凌しのげればどこに住まおうと問題なかったが、他のフォルトゥナ市民への「悪影響」を考慮したネロにより、ネロと、その恋人のキリエが住む家の敷地内に住まわせる事になり、その承諾を得るためにキリエに会っているのが、今である。

「何も問題はないわ。でも、ご飯は一緒に食べましょう？　うちはたくさん作るから」

　キリエの言葉に、ニコは思わず頰が緩むのを感じる。

　美しい物は、奏でる音色も美しい。それが銃であろうと剣であろうと、そして女性だろうと。

「ありがとう、キリエ。実に助かる。電気製品が壊れたらいつでも言ってくれ。五分で修理してやる」

　ネロを考慮し、なるべく丁寧な口調でニコはキリエにそう告げた。

　キリエは微笑みでそれに応え、それから壁に掛けている時計に目を向ける。

「そろそろご飯、作らなきゃ。ニコは嫌いな食べ物ある？」

　キリエの問いに、ニコは首を振る。

「キリエが作る物ならタイヤでも食うさ」

　キリエは、その言葉にくすりと笑い声を残して部屋を出ていった。

「ったく……」

　キリエの姿が消えると同時に、隣のネロが深々と首を垂らし、うなだれる。

「いい女だ。お前にゃ勿もつ体たいない」

　ネロにそんな言葉をかけてみると、予想に反し、ネロは反論ではなく、

「俺もそう思ってる」

　と、同意してみせた。そしてすぐに面を上げニコを指差す。

「だからだ！　だから、お前みたいなヤツでもあっさり受け入れてくれる。いいか、キリエに余計な事は吹き込むなよ？　特にお前がアグナスの娘だってのはナシだ。キリエもアイツには酷ひどい目に遭わされてる」

　幼い頃に自分や母を捨てた存在とは言え、自分の父親がそんな風に言われているのは何とも複雑な気持ちではあった。

「分かったから、人を指差すのをやめろ」

　ネロの指を手で払いながら、ニコは煙草の箱を取り出した。と、ネロにすぐさまその箱を奪われてしまう。

「それから、うちは禁煙だ。煙草は外で吸え」

「おい、せめてガレージでは吸わせろよ。煙草もナシに作業したんじゃ、私の全てを発揮できない。お前もそれじゃ困るだろ？」

　ネロは渋々認めてやる、と言わんばかりに肩を竦めた。

「安心しろ、ガキどもの前で吸ったりはしない。まだここを追い出されたくないからな」

　そう、今さらアグナスの研究資料を手放すわけにはいかないのだ。

　祖母ニール・ゴールドスタインを越える芸術家となるためには、あの資料が確実に必要となるであろう事を、ニコは肌で感じていた。それ程までに、ニコにとって祖母は偉大な存在だった。

　かつては、ニコも祖母と同じ銃工を目指していたのである。

　だが、銃工としての修業と経験を積めば積む程、ただの銃工を続けていては永遠に祖母を越える事はできないだろうという予感が大きくなるばかりだった。

　ならば、どうするか。

　祖母とは異なる道を歩むよりない。

　そう考えていた頃に、ふとフォルトゥナの事を思い出したのだ。

　フォルトゥナという街が実父アグナスの故郷である事を、ニコは子供の頃に母から聞かされていた。そしてフォルトゥナは、自分が愛読する「フォークロア・タイムズ」で怪しげな特集を組まれている街でもあった。

　──これは、使えるかもしれない。

　この世の物ではない存在の力を「作品」に利用する事で、祖母の芸術を越える可能性が生まれる。ニコはそう考え、フォルトゥナと悪魔に関する知識をあらゆる手段を使って貪むさぼるように集めた。その努力の甲か斐いがあって、ようやくここまで漕こぎ着けたのだ。

　それを、たかが喫煙の問題でふいにするわけにはいかない。

「……俺もどうかしてるよ。お前みたいな不審者を家に入れるなんてな」

　ネロの命令通り外で煙草を吸おうと立ち上がったニコに、ネロが天井を仰ぎながら呟く。

「だが、今後のために私の技術が欲しい……そうだろう？」

　ネロは頷きもしなかったが、反論しようともしない。それが暗にニコの言葉を肯定している事は、ニコにも分かった。

「いいじゃないか、ギブアンドテイクさ。私は私の芸術のため。お前は悪魔どもを退治するため。ビジネスみたいなもんだ」

「まあな」

　今度は、ネロも頷いた。

「だけど、本当にいいのか？　俺はお前の親父殺しの片棒を担いでんだぜ？」

　その言葉に、ニコは研究所でネロに聞かされた話を回想する。

　実父アグナスを殺したのが、ダンテという男であるらしい。

　ニコの祖母ニール・ゴールドスタインの最後の傑作を持つ男が、自分の父親を殺した犯人であろうとは。夢想家であるニコにも想像すらし得ない真実であった。

　だが正直、ニコはアグナスという人間に何の思い入れもない。

　彼が母を捨てたのは、ニコが二歳か三歳だかの時で、もはや記憶の片隅にも残っていない存在だ。それでもアグナスが父である事をネロに伝えたのは、それが自分とフォルトゥナが無縁ではない事の証明になるからに過ぎなかった。

「終わった事をグチグチ言うのは趣味じゃないんだ」

　微笑みと共にそう返し、ニコは火を点つけていない煙草を咥くわえ、

「ところで、電話あるか？　煙草を吸い終わったら使いたいんだが」

　ネロにそう尋ねた。ネロは不思議そうにニコを見つめる。

「電話？　誰にかけるんだ？」

「父だ。荷物を送って貰もらう」

　口にしてから、ニコは自分の言葉の紛らわしさに気付く。

「ああ……アグナスじゃない。今の父だ。血縁的には伯父おじなんだが──」

　ニコのその説明を、ネロはぽかんと口を開けたままで聞いていた。
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　一口に悪魔と言っても、様々な種が存在する。

　何かに擬態する事を得意とするもの、魔術の類を操るもの、高い再生能力を持つものや、体内に毒を持つもの。その多様性は人間の比ではない。そして、人間が個々で異なる性格を持つように、悪魔の性質というのもまた、一様ではない。

　だが、敢あえて言うなら多くの悪魔は狡こう猾かつだ。そして、人間をただの食料や、或あるいは路傍の石ほどにしか思っていない。

　ルシアは少なくともそう思っていた。そんな悪魔達しか、相手にしてこなかった。

　だがそんなルシアでさえ、バルログという悪魔とダンテの戦いを見ながら、バルログにある種の武人のような気高さを感じていた。

　何ひとつ小細工なく、バルログは己の体にまとう炎と、そして四肢のみを頼りにダンテに攻撃を続けている。

「いいぞ、いいぞ、人間ッ！　よもや魔界の悪魔どもよりも俺を滾たぎらせる存在に、こんなにも早く出会えようとはな！」

　華麗にバルログの攻撃を躱かわし続けるダンテに対し、バルログは臆おくする事も苛いら立だつ事もなく、そんな歓喜の声を上げた。

「悪魔なんぞに褒めて貰っても嬉うれしかねェな」

　リベリオンを構えながら、ダンテは微笑みを湛たたえたままそう呟つぶやく。バルログの怒ど涛とうのような連撃を躱し続けていながら、その呼吸には一糸ほどの乱れもない。

　確かに、これでは自分が出る幕はなさそうだ。

　そう思いながら、ルシアは拳こぶしを固く握った。

　ダンテと出会って以来、ルシアは自分なりに研けん鑽さんを積んできたつもりだった。二度とダンテに頼らなくてもいいように。護まもり手たる自分一人で、このデュマーリ島を守れるように。そうする事が、自分を拾い育ててくれたマティエへの恩返しになると信じて。

　だが今、ダンテの戦いを目にして、ルシアは己の無力さを感じずにはいられなかった。ダンテは、ルシアの成長を遥はるかに超えるレベルで力を付けているのが分かる。

　一体、どれ程の戦いを経れば、それだけの力を身に付ける事ができるのか。それとも、その力はダンテの体を流れるスパーダの血によるものなのか。

「こうなれば、力を抑えているわけにもいくまい……！」

　ダンテと睨にらみ合っていたバルログが、その言葉と共に大きく前方に身を屈かがめる。それと同時に、ビリビリと大気が震えるのをルシアは感じた。

「何をする気……？」

　呟き、ルシアは身構える。注意を促そうとダンテに目を向けると、ダンテはバルログの挙動を咎とがめようとする様子もなく、バルログを眺めているばかりだった。

「最初から本気でやれよ。俺も舐なめられたもんだ」

「フン、どこまでその軽口が叩たたけるか……見み物ものだなッ！」

　そう言って、バルログが大きく反り返る。同時に、バルログの巨体を包む炎がさらに大きく、激しく燃え盛っていく。飛び散った炎は周囲の木々、廃屋をも巻き込み、一瞬にして一帯が炎の海と化していた。

　だがダンテはそれを見ても、特に狼ろう狽ばいする様子はなかった。

「なんでお前ら悪魔どもは炎が好きなんだ？　大抵どこに行っても一匹はいるんだよな、嬉しげに炎を撒まき散らすヤツが」

　顔を手で扇あおぎながら、吞のん気きにそんな事を言っている。

「確かに、炎を操る者は多い。だが俺をそんな連中と同じとは思わぬ事だ」

　バルログはそう言って、握り固めた拳を眼前に掲げた。

「この灼しやく熱ねつの拳、受けられるか……！」
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　どっ、と地を蹴けった音がした時には既に、バルログはダンテの目の前でその拳を振り上げていた。先程とは比べ物にならない速度。

「死ねィ！」

　雄お叫たけびと共に振り下ろされた拳が、ダンテに命中する。その衝撃で舞い上がった砂さ塵じんが、ルシアの視線からダンテを覆い隠した。

「ダンテ!?」

　思わずダンテの名を呼ぶルシアだったが、そんな行動は無意味であった事を、すぐに悟る事となった。

　砂塵が晴れてルシアが目にしたのは、命中したかのように思えたバルログの拳が、ダンテの寸前で止まっている光景である。さらに目を凝らすと、ダンテの目の前に透明な壁のような物が出現しているのが分かった。

「貴様……！」

　拳を震えさせながら、バルログがダンテを睨み付ける。ダンテはいつの間にか、奇妙な三さん叉さの鎖を手にしていた。

「久しぶりに引っ張り出してみて正解だった。暑苦しいのは苦手でね」

　ダンテがそう告げたのと同時に、ダンテの目の前の壁が澄んだ音を上げて四散する。その飛び散った破片の一部は、ルシアの足元にまで転がってきた。思わずルシアが拾い上げると、それはひんやりとした氷片である。

「ふん……氷を生み出す魔具か！　小こ癪しやくな真似を！」

　氷壁の四散の衝撃で微かすかによろめいたバルログだったが、すぐに体勢を立て直し、再び拳を握り固める。一方のダンテは、器用に三叉の鎖を振り回し、カンフー映画の主人公のように大おお袈げ裟さな構えを取ってみせた。

　それに呼応するように、三叉の鎖が霧のような冷気を発し始める。

「たまに使ってやらねェと拗すねやがる。ったく、気を遣うぜ」

　ダンテの持つそれが魔具と呼ばれる存在であろう事は、ルシアにも分かった。マティエから話だけは聞いた事がある。世の中には魔具と呼ばれる、魔力を持った武器が存在するのだと。

「その形状、そしてその能力……ケルベロス族を服従させたか」

　ダンテとの間合いを計りながら、バルログが口を開く。

「あんな犬コロごときの力で、俺の炎に勝てると思うのか？」

　そのバルログの言葉に、ルシアはマティエからの教えを反はん芻すうしていた。魔具の中には、悪魔がその姿を変えたものが存在する、と。圧倒的な力で悪魔をねじ伏せ服従させた時、或いは悪魔との間に強い絆きずなが生まれた時、悪魔はその身を武器に変える。

「そう捨てたもんじゃねェぜ？　なあ、ワンちゃんよ！」

　微笑んで、ダンテはバルログに向かって跳躍していた。そのまま空中で体を回転させながら、三叉の鎖をバルログの体に叩き付ける。

「ぬうッ！」

　ダンテの攻撃を受けながらもバルログは拳を突き出すが、その反撃はダンテには当たらない。翼でも生えているかのように、ダンテは空中を華麗に飛んでいた。そして、そんなダンテの動きに合わせるように、三叉の鎖は生き物のようにうねりながら、バルログにさらなる追撃を繰り出していく。

　ルシアは、それをただじっと見つめていた。

　もしかしたら、とルシアは思う。

　もしかしたら、ダンテは自分のためにあの魔具を使っているのかもしれない。

　マティエから魔具の存在を聞いた時、ルシアはマティエにぼやいた事があった。

「魔具なんて……私には必要ないわ。悪魔の力を利用するなんて、気が進まないし」

　ルシアは、悪魔という存在を憎んでいる。自分が人ではない、造られし魔だからこそ、悪魔を憎む気持ちを失ってはならないと。だから、悪魔の力を持った武器になど、触れたくもないという思いがあった。

　だがマティエは、そんなルシアに言った。

「よくお聞き、ルシア。ひょっとすればこの先、あんたの力だけじゃ太刀打ちできないような悪魔が、この世に現れるかもしれない。そうなった時どうするか、さ。いくら修練を積もうと、肉体の力には限界がある。だが、あんたが魔具を使いこなせれば、そんな悪魔どもとだって対等以上に戦えるんだ」

　マティエのその言葉を、ルシアは真面目に受け止めはしなかった。そもそも魔具など目にした事もないし、これからも目にする機会があるとは思えない。

　そう思っていたルシアの前で、ダンテは氷の魔具を用いて圧倒的な力でバルログに攻撃を浴びせ続けていた。

「おの、れッ！」

　苦く悶もんの声を上げるバルログを包む炎の勢いが、目に見えて衰えていく。

「あら、よ……っと！」

　そんな拍子抜けするようなかけ声と共に、ダンテはバルログに強烈なスイングを見舞い、その反動を利用して、華麗に着地してみせた。

「まだだァッ！」

　ダンテの一撃で仰のけ反っていたバルログは、どうにか体勢を立て直し、すぐさま燃え盛る右拳をダンテに向かって振り下ろしていた。

「そうだ。それを待ってた」

　呟きと共に、ダンテはケルベロスと呼ばれていた魔具を素早く回転させてから構え、突進していた。そしてそのまま、氷を纏わせたケルベロスを、迫りくるバルログの拳に叩き付ける。

　激しい炸さく裂れつ音と共に、先に砕けたのは、あろう事かダンテが手にしていたケルベロスだった。しかし、ダンテはそれを分かっていたかのように、静かに微笑む。

「それを壊すのは俺でも簡単じゃない。だから相討ちにするしかなかった」

　ダンテのその言葉の意味を、ルシアは瞬時には理解できなかった。だがよく目を凝らしてみると、バルログの右拳の先端に、微かに煌きらめく「何か」が埋まっている。

「あれは……？」

　ルシアの呟きと共に、バルログの右拳の先でその「何か」が粉々に弾はじけた。それと同時に、先に砕けていたケルベロスの破片と「何か」の破片が呼応するように輝き始める。直後、双方の破片は塵とも呼べぬ微小な粒となり、そしてまるで役割を終えたかのように、静かに消滅していた。

「これは……ッ!?」

　バルログは己の右拳を呆ぼう然ぜんと見つめる。ダンテは背負っていたリベリオンを手に、

「さて……面倒なもんもなくなったし、続きといくか」

　と、腰を落とした。だがバルログは戦闘態勢を取らず、ただダンテに視線を向ける。

「貴様は……スパーダの息子か？」

　バルログのその問いに、ダンテは首を傾げた。

「だったらどうする？」

「貴様の噂は聞いていた。魔帝ムンドゥスを打ち倒し、そして覇王アルゴサクスを葬ったのはその男だと……だが、ここまでの力とはな……」

　バルログの体を覆っていた炎からは、既に先程までの勢いが失われ始めていた。戦意を消失したのか、或あるいは力を使い果たしたのか。いずれにせよ、もはや戦う意思がない事は、ルシアの目にも明らかだった。

　ダンテは担いでいたリベリオンを下ろしながら、鼻で笑う。

「褒めるから勘弁して下さいってんじゃないだろうな？」

「そうだ」

　バルログの予想外の反応に、ルシアは眉まゆを顰ひそめた。ダンテもまた、訝いぶかしげにバルログを見つめている。悪魔がそこまであっさりと負けを認めるなど、少なくともルシアは目にした事がなかった。

「力の差は分かった。残念だが今の俺では貴様には勝てまい。だが……ッ！」

　直後、消えかけていたバルログの炎が、一気に燃え盛った。

「ダンテ！」

　死に際に強大な一撃を放つのだと感じ、ルシアはダンテに向かって叫ぶ。だがダンテは身動きひとつせず、バルログを見つめている。バルログの体を覆う炎は勢いのままに渦を巻き、同時にバルログの体は崩壊していった。

「俺はまだ戦いたいのだ！　強き者と！　もっともっと多くの者達と！　貴様に殺されてはそれが叶かなわぬ！」

　己の体を塵ちりに変えながら、バルログが叫ぶ。やがて灰と塵をも巻き込んだ巨大な炎渦となったバルログは、そのままダンテの体を包み込んだ。

「俺を使え、スパーダの息子！　魔具となった俺をッ！　そうすれば俺はまだ戦える！　その戦いの中で、俺は力を蓄えよう！　そして俺が貴様を屠ほふれるだけの力を得た時！　貴様は再びこの俺と戦うのだッ！」

　その言葉と共に、ダンテを覆っていた炎の渦が消えていく。ダンテに駆け寄っていたルシアは、思わず足を止めていた。いつの間にか、ダンテの四肢に、見慣れぬ魔具が装着されている。

「やれやれ……自分勝手な野郎だ。返事も待たずに魔具になっちまいやがった」

　ダンテはその魔具──バルログを眺めながら溜ため息を漏らした。

「ダンテ……大丈夫なの？」

　近付きながらルシアが問うと、ダンテは肩を竦すくめる。

「よくある事さ」

　その言葉に同調するように、ダンテが右腕にまとっているバルログが低い笑い声を上げた。

「そうだ……問題はない、何もな」

　そのバルログの言葉に、ダンテはすぐさま右腕を睨にらみ付ける。

「おい、俺に使われたいんなら黙ってろ。ノッてる時ならともかく、普段からお喋しやべりされたんじゃ気が滅め入いる」

　まるでペットを躾しつけるかのようなその振る舞いに、ルシアは苦笑を禁じ得なかった。ダンテはなおもバルログに睨みを利かせ、命令を忠実に守るかどうかを見守っている。

「……よし」

　沈黙を保ったバルログにそう声をかけ、ダンテはそのまま歩き出す。帰るつもりなのだろう、自分の居場所へ。ルシアはその事に、一抹の寂しさを感じていた。

　だから、嫌だったのだ。

　ダンテを呼ぶとマティエが言った時、だから、ルシアは反対したのだ。再会したところで、どうせその先にはまた別れが待っている。そんなのは、ただ辛つらいだけだ。

　──でも、

　だからこそマティエはダンテを呼んだのだろうという事も、ルシアには分かっていた。ルシアがずっと心のどこかでダンテを求めていた事など、マティエにはお見通しだったに違いない。

「お節介ね、マティエは」

　先を歩くダンテの背中に向けて、ルシアはそう口にしていた。

「……そうか？」

　ダンテは惚とぼけたようにそう答える。

「いい母親だ。血は繫つながってないかもしれないが……そんな事は関係ないしな」

　ダンテはどこまで分かっているのだろう。自分の気持ち、マティエの思い、それら全てを理解した上でこの島まで足を運んできたのか。それとも、何も考えずにただ仕事と聞いてやって来ただけなのか。

「ルシア」

　不意に名を呼ばれ、ルシアは瞬間、体を硬直させていた。

「……何？」

「あのバルログってヤツの右手に刺さってたモノに気付いたか？」

　予想に反し、ダンテが口にしたのは「仕事」に関する事だった。ルシアは一瞬といえど緊張した自分に苦笑しつつ、

「なんとなくはね。アレは何だったの？」

　そう問いを返す。

「魔具の破片だ。あの魔具には、魔界と人間界の境界を断ち切る力がある。今回、悪魔どもが出てきたのも、そのせいだろう。魔具ひとつと引き換えに消滅させてやったからもう心配はないと思うが……ひょっとすると、また似たような事が起きるかもしれねェ」

　そうしてダンテは立ち止まると、ルシアを振り返り、言葉を続けた。

「その時は俺を呼べ」

　ルシアは敢あえて深い追及をする事なく、無言のまま小さく頷うなずくだけに止とどめた。ダンテが粉々にしたあの魔具──の破片──は、ダンテにとって何か特別な意味合いがあるものらしい。それはダンテの表情からも読み取る事ができる。だがそこにルシアが付け入る隙などない。自分を呼べと言ったダンテが言いたいのは、つまりそういう事だろう。

「ねえ、ダンテ。前から思ってたんだけど」

　再び歩き出そうとしたダンテを呼び止め、ルシアは口を開く。

「残酷な男よね、貴方あなたは」

　ダンテは心外そうな表情と共に目を見開く。

　この島を守るルシアにとって、また似たような事件が起こるなど、あってはならぬ出来事だった。だがそれが起こる事でダンテが来てくれるというのなら、ルシアは、心のどこかで願ってしまうかもしれない。再び事件が起きるように、と。

「そういうところ、直した方がいいと思うわよ。手遅れかもしれないけど」

　立ち止まったまま呆ほうけているダンテをよそに、ルシアは歩き出した。

「帰り道は、自分で分かるでしょう？　ここでお別れにしましょう」

「ああ……風邪引くなよ、ルシア」

　ダンテのそんな言葉にも、ルシアは振り返りはしなかった。振り返れば別れが辛くなるだけだ。自分は、この島で護り手として生きていくと決めた。その決意を揺るがせぬためにも、振り返る事があってはならない。

　──さよなら、ダンテ。

　口に出す事もなく、ただ心の中でそう呟つぶやく。そんなルシアに応こたえるように、緩い風がルシアの赤い髪を揺らした。
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　夜も更け、周囲の建物の多くは明かりが落ちているにも拘かかわらず、街の片隅にある銃砲店「Rock's Guns & Ammo」のネオンサインだけは、まだ煌こう々こうとしていた。

　だが、営業をしているというわけではない。ネオンを消し忘れている、ただそれだけの話だ。そして消し忘れた理由は、閉店間際の時間帯になって、店主の元に愛まな娘むすめからの電話がかかってきたからである。

「で、後は何だ？　早く言え、国際電話なんだぞ！　ったく、コレクトコールでかけてきやがって！　来月の電話代の請求書を見るのが今から怖くて堪たまらんよ！」

　店の奥に位置する工房でそう叫ぶ店主──ロック・ゴールドスタインの表情は、言葉の内容とは裏腹に、どこかにこやかにも見える。加齢と共に色素の薄くなったブロンドのボサボサ髪を指先で弄いじっていたロックは、電話先の声に眉を顰め、指の動きを止めた。

「ああん？　フォークロア・タイムズってアレか？　あの三流オカルト雑誌──」

　ロックが最後まで言い切らぬうちに、電話先の愛娘の叫び声が、ロックの顔をしかめさせた。

「分かった……分かったよ。送りゃいいんだろ。怒鳴るなよ、もう切るぞ」

　受話器を置き、ロックはボサボサの髪を搔かき上げた。普段は前髪に隠されている右目が露あらわになると、そこは黒い眼帯で覆われている。それは幼い頃、銃の暴発事故で視力を失った結果だった。

「しょうがねえ、チャッチャと送ってやるか」

　ぼやきつつ、愛娘ニコレッタの頼みを聞き届けるべく二階にある彼女の部屋へと足を向ける。踏みしめる度にギシギシと軋きしむ階段を昇りながら、ロックは脳内に、これまでの自分の半生を思い描いていた。

　あの日も、こんな風に軋む階段を昇ったんだった。

　あの日──母、ニール・ゴールドスタインとの別れの日だ。




　　　　＊




　ロックは、資産家であった父ロイ・マーティンと、銃工を営む母ニール・ゴールドスタインとの間に生まれた。二人の馴なれ初そめがどんなものであったのかをロックは知らないが、父は狩猟を趣味にしていたから、その縁で母と出会ったのかもしれない。

　そんな二人の間に生まれたロックが、銃という存在に興味を抱くようになるのは当然の事だと言えた。そして、家を留守にしがちだった父ロイよりも、母ニールに懐く事もまた、自明の理だっただろう。

　五歳の時には、ロックはもう銃を撃つ事を憶えていた。勿もち論ろん、母ニールの監督の元で、である。ニールはロックが一人で銃を触る事を決して許しはしなかったし、ニールの許可なしにニールの工房に足を踏み入れる事さえ、許してはいなかった。

　だから、全てはロック自身のせいなのだ。ロックが、母を失う事になったのは。

　七歳の時、母の留守中に、ロックは母の工房に忍び込んだ。幼い少年の、精一杯の冒険心で。

　母と共にならば立ち入った事のある工房が、一人で忍び込むとまるで別空間のように思え、ロックは高まる興奮を抑えながらあれこれと散策し、そして母が造りかけていた銃を見付けてしまった。

　ロックにとって不運だったのは、その銃がまさに完成間近の状態にあった事、そして、母の工房のどこに弾丸が保管されているかを──金庫の鍵かぎの在りかも含めて──知っていた事だった。

　母が造り上げた銃の素晴らしさを、ロックは幼いながらに理解していた。

　この銃を、撃ってみたい。

　だから、そう思ってしまったのだ。幼いロックには、その銃があくまで完成間近の、未完成な代物である事など分かりようもなかった。

　母の新作──五連装のリボルバーだった──に弾丸を装そう塡てんしたロックは、いそいそと工房の片隅にある試射場に向かった。

　そして、事故は起きたのだ。

　試射場に到着し、ロックがイヤープロテクターを付けるために銃を傍らのテーブルに置いた直後、銃が暴発した。

　発射された弾丸は不幸中の幸いでロックの体に命中する事はなかったものの、銃口から漏れ出した火が、ロックの小さな右目を焼いていた。

　母ニールが帰宅し、泣きじゃくるロックを発見したのは、その直後である。

　その事故で、ロックは右目の視力をほとんど失った。

　客観的に考えれば、事故の内容からしてその程度の傷で済んだ事は、むしろ喜ばしい事だと言える。だがロックの父ロイは、そう考えはしなかった。彼は、全ては母ニールの監督責任にあると断じたのだ。

　事故をきっかけにロックの両親の間に諍いさかいが増え、やがて父は、母に銃に関わる仕事を辞めろとまで要求する結果となったのである。

　若くして「四十五口径の芸術家」とまで謳うたわれた天才的銃工に銃を捨てさせるなど、死を選ばせるに等しい行為だ。母の銃のせいで右目を失って尚なお、幼いロックはそう思った。それ程に、ロックにとって母は偉大な存在だった。

　母が銃を捨てる事を要求された夜、ロックは母の工房を訪れた。二度とそこには近寄るなと父に厳命されていたが、それでも、母に伝えたい事があった。

「ロック……駄目だよ、ここに来ちゃ」

　ロックの姿を見るなり、母はロックを追い返そうと近付いてきた。

「マミィ、ごめんね。僕のせいで」

　その言葉に、母は涙ぐみ、ロックを抱き締めてくれた。

「あんたが謝る事じゃないよ、悪いのは私なんだから」

　しばしの抱擁の後、ロックから体を離した母はロックの頭を撫なでて言った。

「さ、ベッドに戻って。パパに見付からないうちに」

　ロックは頷いたものの、すぐにその場を動こうとはせず、隠し持っていたそれを、母に手渡した。

「何だい、これ？」

　母が目を見開く。それはロックが作った、小さな紙製の勲章だった。拙い造りではあったが、ロックなりに一所懸命に仕上げた、偉大なる母への勲章。

　──.45 ART WARKS

　ロックの幼さ故に「四十五口径の芸術家」を意味するそのスペルは間違っていた。

「スペルが間違ってるよ……ロック」

　それを指摘しながら、母は嗚お咽えつと共に再びロックを強く抱き締め、そして何度も「ごめんね」と「ありがとう」の言葉を繰り返した。

「マミィ……銃を捨てたりしないで。僕は、大丈夫だから」

　きつくきつく抱き締められたまま、震える声でロックは母にそう告げた。ロックは幼いながらに知っていたのだ。母にとって、銃という存在が、いかに大事なものであるかを。

　ロックのその言葉もあってか、或あるいは他に理由があるのか、母は結局、父の要求を拒み、銃を捨てぬ道を選んだ。結果、父と別れる事になっても。

　ロックは母についていく事を強く望んだが、天涯孤独の母の境遇と、父の持つ裕福な資産が、それを許してはくれなかった。

　そして、母が家を出る日が訪れた。

　ロックはその日の事を、今でもはっきりと憶おぼえている。

　父の言い付けで、ロックは母を直接見送る事を禁じられていた。ロックに余計な未練を与えぬための、父なりの親心だったのかもしれない。だが母を愛して止まないロックにとって、それはあまりに残酷な仕打ちだった。

　母を見送らせて欲しいと、何度も父に詰め寄ったがその度に強く拒まれ、結局ロックは泣きながら、二階の自室へと向かった。軋む階段をゆっくりと昇って。

　そして自室の窓から、去っていく母を眺める事しかできなかった。

　家を出た後の母は、一度も後ろを振り返りはしなかった。けれどロックは、そんな母を冷たい人だとは思わなかった。振り返らぬまま、母が一度、手を掲げたのが見えたからだ。

　その手には、ロックが作った勲章が握られていた──
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「年食ったもんだな、我ながら」

　階段を昇っただけで息が切れ始めている自分に苦笑しながら、ロックは独り言ごちる。

　あれからもう何十年経ったのか。あの頃の母より、今の自分の方が年上になっているとは、今でも信じ難い。その間に、自分は何を為なしたと言えるのだろう。

　二階の端にあるニコレッタの部屋の前までようやく辿たどり着くと、ロックはドアノブに手をかける。が、鍵が掛かっていてドアが開かない。

「生意気に鍵なんか掛けやがって」

　風ふ呂ろ上がりに下着姿で部屋をうろつくようなガサツな性格のくせに、こういう時だけは几き帳ちよう面めんな行動を取る愛娘に、ロックは少なからず苛いら立だちを覚えた。しかも、肝心の部屋の鍵が、どこにあるのかロックにはまるで見当が付かないのだ。

「……工房の方か？　まさか向こうに持って行っちまってるんじゃないだろうな」

　ぼやきながら、ロックは来た道を戻り、軋む階段を下りていく羽目になった。

　そしてその時間は、ロックに再び過去を回想させるには十分なものだった。
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　父ロイは母ニールと離婚した後、あまり間を空けず別の女性と再婚した。ひょっとすると、離婚の前から交流を持っていたのかもしれないが、そのあたりの事はロックにとってどうでも良い事だった。ロックにとって、母はニールただ一人であり、新しい母はハウスキーパー程度の認識でしかなかった。

　新しい母は母で、最初からロックにはあまり関心を抱いていないようだったが、しばらくしてロックの腹違いの妹となるアリッサが生まれると、いよいよその無関心さは顕著なものとなった。父も、何かと反抗的なロックよりアリッサの事ばかりを気遣うようになり、ロックが家族と疎遠になるのに、そう時間はかからなかった。

　その頃から、ロックは実母ニールに会うために彼女の居場所を探し始めていたが、幼いロックには天涯孤独の身の上であった彼女の足取りを追う術すべなどなく、ただ母に焦がれるだけの日々が続く事となった。

　ようやくニールの居場所を突き止める事ができたのは、両親の離婚から実に十数年が経過してからの事だ。

　その頃、ロックは既に実家を出ており、ウロボロスという企業に勤めていた。

　電気機器や軍事兵器の開発から、不動産業、果ては飲食産業まで様々な事業を手掛けていた複合企業である。ロックはその中にあって、兵器開発などを中心に行う開発部の技術者を務めていたが、人遣いの荒い社風のせいでなかなか休みを取る事ができず、母の居場所を知ってからも、母を訪ねるまでに一年近くの時間を要してしまった。

　そしてやっとの思いでねじ込んだ休日に母を訪ね、母が半年前に亡くなっていた事を知ったのである。

　営んでいた店が火事になり、店の中にいたニールは店と運命を共にしたようだと周囲の住民に聞かされ、ロックは半年経ってなお焼け跡のままだったニールの店の前で号泣するよりなかった。

　ロックがそれまで名乗っていた父の姓マーティンを捨て、ロック・ゴールドスタインと名乗るようになったのは、その日からである。そして同時にウロボロス社を辞め、ロックは地元から少し離れた片田舎に、小さなガンショップを開いた。

　それが、今も細々と経営を続ける「Rock's Guns & Ammo」である。

　母の思いを、継がねばならない。

　本音を言えばもっと若い頃から銃工となるべく修行を積みたいとは思っていたのだ。だが厳格な父は、それを許してはくれなかった。父の庇ひ護ごなしに生きていくには当時のロックはまだ幼く、自立できるまでは父の言うなりになるしかなかった。勤めていた企業も、結局は父の紹介で入社しただけの話に過ぎない。

　紹介を受けた企業を勝手に辞した事で、ロックは父から激しく批難され、縁を切るとまで言われたが、それに動じる事はなかった。

「あんたが何と思おうと、俺はニール・ゴールドスタインの息子だ。そして俺はその事を、誰よりも誇りにしている」

　ロックがそう反論すると、父はもう、何も言おうとはしなかった。
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　工房に戻ってきたロックは、あちこちの引き出しや工具入れなどを探り、ニコレッタの部屋の鍵かぎを探し始めていた。

　だが、どこにもそれらしい物は見当たらない。出てくるのは、ニコレッタが作ったよく分からない機械や、その設計図、或いはロックが手掛けて途中で放棄してしまった銃のパーツ、そんなものばかりだった。

「改めて見ると、嫌になるな……」

　自分の「失敗作」を手に取り、ロックは呟つぶやく。

　母の思いを継ぐなどという大層な決意で銃工となったものの、ロックは明らかに母ニールの才能を受け継いではいなかった。

　世間的には、それなりに腕がいいと言われてはいる。だが不幸な事に、年季や知識、そんなものでは凌りよう駕ができない圧倒的な才能の差が母ニールとの間に存在している。その事を、ロックは誰よりもよく分かっていた。ある意味、最も不幸なのは、その差を感じ得るセンスだけはロックに備わっていた事かもしれない。

　作業机の上に置いているフォトスタンドに、ロックは目を向ける。普段は伏せているそれを起こすと、そこには幼い頃のロックと、母の写真が飾られていた。

「マミィ……」

　母を思う時、ロックは無意識のうちにそう呟いてしまう事がある。それは年齢を重ねても治らない癖だった。その事を、一夜を共にした女に馬鹿にされた事もある。

「あなたってタフなイイ男だと思ってたけど、マザコンなのね。寝言で何回もマミィ、マミィって言ってたわよ」

　その頃は必死で否定していたが、近頃ロックはその事を内心、認めている。

　──俺は確かにマザコンだろうな。

　幼くして離れ、二度と会う事ができなかった母を求める気持ちは、今なお強くロックの中に残されている。息子として、そして一介の銃工として。

　母から教えを受ける事ができていたなら、自分はもっと高みに昇れたかもしれない。

　溜ため息と共にロックはフォトスタンドを元通りに伏せ、再びニコレッタの部屋の鍵を探し始めた。
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　ロックの父と継母が亡くなったのは、ロックが工房を開いてから間もなくの事だった。

　事故死という事になってはいたが、ひょっとすると自殺だったのかもしれないとロックは思っている。資産家だった父は、死の数ヵ月前に大きな事業で失敗し、かなりの額の借金を抱えていたと人ひと伝づてに聞いたからだ。

　だが、その死の理由が何であれ、父と袂たもとを分かっていたロックには関わり合いのない話ではあった。ただひとつの問題は、一人残された妹のアリッサだ。屋敷を借金の形に奪われ、受け継ぐべき遺産もなく、彼女は唐突に一人、野に投げ出される形になってしまったのである。

　何年も交流がなかったとは言え、血の繫つながった妹を路頭に迷わせるわけにもいかず、ロックはアリッサを店舗兼自宅に呼び寄せ、共に暮らす事となった。

　とは言え当時、ロックの工房の経営はお世辞にもうまくいっているとは言えなかった。ロック一人ならともかく、それなりの年齢の二人が生活をしていくには、かなり苦しい経済状況だったのは事実である。

「私も働こうと思うの」

　だがある日、アリッサの方からそんな事を言い出した。

「兄妹きようだいだからって、何もしないで食べさせてもらうつもりはないわ」

　元々、それほど仲が良い兄妹とは言えなかったからこそ、アリッサはロックを気遣ってそう言ったのかもしれない。

　やがてアリッサは仕事を見付けてきたが、それは奇くしくも、かつてロックが勤めていた企業ウロボロスの事務職だった。アリッサもまたロックがそうであったように、父と縁故のある人間を通じて、その仕事を紹介して貰もらったようだった。

　それからしばらくの間、兄と妹、二人だけの生活が続いた。

　アリッサの給金のおかげで二人は十分な暮らしを送る事ができ、またロックの店の経営も、ロックの経験が積まれていくのに比例して徐々に上向きになり始めていた。

「あのね、ロック。明日、人を連れて来たいんだけど、いい？」

　二人の生活が一年目を迎えたある日、アリッサが唐突にそんな事を言った。

「人？　誰だ？」

　料理上手のアリッサが作ったミネストローネをスプーンで掬すくいながらロックが尋ねると、アリッサは顔を赤らめて俯うつむいた。それで、ロックはすぐにアリッサの言葉の真意を察する事ができた。

「ははァ、恋人か？　どこで見付けた？」

　共に暮らして以来、まるで男っ気のなかったアリッサを多少案じていただけに、ロックにとってそれは喜ばしいニュースであった。

「会社の人、なんだけど……」

　アリッサの答えに、ロックはスープを啜すすりつつ、頷うなずく。

「まあ、そうか。お前の出会いの場なんて、限られてるもんな。それで、役職は？　まさか研究者じゃないだろ？　ウロボロスあそこの研究者はおかしなヤツばっかりだからな」

　かつて知ったる企業だけに、その社員の人となりはよく知っている。ロックはあり得ない冗談のつもりでそんな事を言ったのだったが、アリッサは咳せき払ばらいをひとつしてから居住まいを正し、

「そのおかしな研究者よ」

　と、微笑んだ。
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　鍵が見付からないまま、ロックはニコレッタの手による謎の「設計図」を手に取って見つめていた。かつて研究者として企業で働き、銃以外の機械類にもそれなりに明るいロックが見ても、それが何のための機械なのかは、さっぱり分からない。

　ニコレッタは、昔からそんなおかしな機械を設計しては、実際にそれを作り、ロックを困惑させていた。

「これも血かね……」

　呟きながら、ロックはニコレッタの本当の父親の事を思い出す。

　今でもロックには分からない。アリッサは、あんな男のどこが良かったのだろう。何度聞いたところで、アリッサはいつだって、

「彼、可愛いのよ。この間もね──」

　と、ロックにはどこが可愛いのか理解しがたい、恋人の素すっ頓とん狂きようなエピソードを嬉うれしそうに話すばかりだった。

「そうか、フォルトゥナはアイツの……」

　はたとその事を思い出し、ロックは思わず呟く。

「ロックか？　これからしばらくフォルトゥナに住む事になったから、荷物を送ってくれ。服とか工具とか、分かるだろ？」

　小一時間前に電話をかけてきたニコレッタが、開口一番に言ったのがそれだ。

　長らく耳にしていなかったせいで忘れていたが、よくよく考えればロックはその街の名を遥はるか以前から知っていた。

　フォルトゥナ。

　ニコレッタの父である男──アグナスが故郷だと言っていた街だ。

　ロックは髪を搔かきむしりながら、呟く。

「やれやれ……」

　どれだけ離れても、子は親を求めてしまうのだろうか。ロックはニコレッタの「設計図」を放り投げ、小さな溜め息をついた。
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　その男は、およそ研究者という職には似つかわしくない、大柄で逞たくましい体付きをしていた。てっきり、瘦やせ細った貧相な男が来るとばかり思っていたロックは、彼を見ていささかの驚きを隠せなかった。

「……どうも」

　会うなり、してきた挨あい拶さつはそれだけである。自ら名乗ろうともしない。

「アグナスよ」

　代わりにアリッサがロックに向かって彼の名を伝え、

「アグナス、こっちが私の兄のロック」

　と、今度はロックの事をアグナスにそう紹介してくれた。そこでようやく、アグナスという青年は浅黒い手を無言でロックの方に突き出してくる。

「やあ、アグナス。アリッサが世話になってるってな」

　アグナスの手を取りロックがそう言っても、アグナスはロックの顔を見つめるばかりで何も言葉を発しなかった。

　──なるほど、確かにおかしなヤツだ。

　しかしアリッサから事前に研究者と聞かされていたおかげで、ロックがアグナスに必要以上の不快感を抱く事はなかった。ロックが勤めていた企業の研究者達には、変わった人間が多かったのだ。挨拶ができない、そもそもろくに喋しやべらない、そんな人間には慣れっこなのである。

「イカした片眼鏡モノクルだ……少し時代錯誤だが」

　アグナスがしていた片眼鏡を指してそう言ってみると、アグナスはニヤリと笑いながら、片眼鏡を指で押し上げた。

「と、特注品でね」

　ロックとしては嫌味のつもりだったのだが、素直に「褒められた」と勘違いしたものらしい。ロックは苦笑いするしかなかった。

　それが、ロックとアグナスとの出会いである。

　そこからさして時間も経たぬうちに、アグナスはロックの家で暮らすようになっていた。アリッサの妊娠が判明したのだ。

　アリッサは勤めていたウロボロス社を辞める事となったが、その頃にはロックの工房の経営だけで生活費を賄えるくらいにはなっていたし、アグナスにいくらかの生活費を──本人は渋っていたが──出させてもいたので、暮らしに心配はなかった。

　そして生まれたのがニコレッタだ。

　そこからのおよそ二年は、ひょっとするとロックがこれまで過ごしてきた中で、最も幸せな時間だったかもしれない。

　日に日に大きくなるニコレッタの成長を見届けながら、アリッサが作るうまい料理を食べ、アグナスが気まぐれに作り出す奇妙な発明に大笑いしたり、アグナスの愛読書であるオカルト雑誌の内容について白熱した議論を交わしたりしながら、ロックは日々を過ごした。時にアグナスやアリッサと議論を越えた口論になる事もあったが、それさえ少し時が経てば、楽しい時間だったと思う事ができた。

　だが、そんな幸せの時は、たった二年で破は綻たんした。

　原因は、アグナスの突然の失しつ踪そうである。

　正直を言えば、アグナスがどこに消えたかは、ロックもアリッサも分かっていた。

　失踪の数日前に、アリッサがアグナスと口論をしていたからだ。そして、その口論の様子を、ロックも目にしている。

「なんで？　どうして急に帰るなんて言い出すの!?」

　アリッサはアグナスをそう詰なじった。当然の話だ。アグナスが、故郷フォルトゥナに帰ると言い出したからである。それも、一人で。家族を捨てて、だ。

「ど、怒鳴るな！　仕方がないんだ、き、教皇様のご命令だ！」

　言葉を閊つかえさせながら──それは興奮すると発露するアグナスの癖であった──アグナスはそう反論した。アグナスが「魔剣教団」という得体の知れぬ宗教団体に属している事は世間話の中で何度か耳にしていたが、ロックもアリッサもそれを然さ程ほどには問題視していなかった。アグナスがその教義をロック達に押し付けてくる事など一度もなかったし、唐突におかしな儀式──例えば豚の生き血を啜るとか、鶏の生首を部屋に飾るとか──を始めたりする事もなかったからだ。

「だったら私も一緒でいいじゃない！」

　アリッサは声を荒げてそう言ったが、アグナスはその願いを頑として受け入れなかった。

「だ、だ駄目だ！　駄目だ駄目だ！　フォルトゥナでは教徒以外は、く、暮らせない！」

「じゃあ、私も教徒になればいいの？」

　アリッサの問いに、アグナスは一度、押し黙った。だがすぐに首を横に振り、

「む、無理だ……君に教義を理解できる、は、はずがない……」

　魔剣教という宗教の事をろくに知らないだけに、アグナスがそこまで拒む理由がロックには、おそらくアリッサにも、分からなかった。その口論はそこで有う耶や無む耶やになり、そしてその数日後、アグナスは逃げるように姿を消した。

　無論、アリッサはすぐにその後を追ってフォルトゥナに向かおうとしたが、その準備を進める途中、倒れて病院に運ばれてしまった。

　彼女の体が病に──それも根治不可能な病に──冒されていると判明したのは、それからしばらく経ってからである。

　フォルトゥナなどという遠方に向かう事など正気の沙さ汰たではない、と医者は言った。

　それでもフォルトゥナに向かおうとするアリッサを、ロックはその度に宥なだめなくてはならなかった。

「まずは体を治せよ。それからだって遅くないさ。ニコだって、もう少し大きくなった方が連れていくのも楽だしな」

　入院したアリッサに会う度にロックはそう告げた。それでもアリッサは、どうにかしてフォルトゥナに行こうと、長らく画策していたようだった。それ程までにアグナスという男を愛していたのか、それともある種の意地のせいだったのか、今となってはロックには分からない。

　病が発覚してから数年後、アリッサはフォルトゥナ行きの願いを叶かなえる事なく、天に召された。
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　結局、ロックがどれだけ探しても、ニコレッタの部屋の鍵かぎが見付かる事はなかった。

「……しょうがねェな」

　舌打ち混じりの溜ため息をつきながら、ロックは工具箱を手に再び階段を昇り、ニコレッタの部屋へと向かった。気は進まないが、鍵を開ける事を諦あきらめてドアを外してしまうしかない。普段なら面倒だと投げ出してしまいかねない事態だったが、これから離れて暮らす愛まな娘むすめニコレッタの、それが最後の頼みかもしれないと思うと、そうする事もできなかった。

　蝶ちよう番つがいのネジをひとつひとつ外しながら、ロックは考えていた。

　──まったく、俺にはでき過ぎた娘だ。

　アリッサの死後、ロックはニコレッタを養子として迎える事となった。幼いニコレッタを独り身だったロックが育てるには、形式上そうしておく必要があったのだ。

　不慣れな家事やガンショップの経営難など苦労は絶えなかったが、それでもニコレッタを成人まで育てられた事を、ロックは誇りに思っている。

　そして何より、ニコレッタが自分と、そして母ニールと同じ道を歩んでくれた事を。

　だが元々、ニコレッタはニールの存在を知らなかった。

　ロックもその事を別段、ニコレッタに語ろうとはしなかった。ニコレッタを銃工として育てるつもりもなかったのだ。ひょっとすると、ニコレッタ自身、その日までは自分の将来について何も考えていなかったかもしれない。

　ドアの蝶番のネジを外しながら、ロックはニコレッタが銃工を目指す事を高らかに決意表明した日の事を思い返していた。
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　その日、ロックが工房内で依頼された銃のアキュライズを行っていると、片隅で妙な機械を作っていたニコレッタが何かに気付き声を上げた。

「こ、こ、これ！　何だ、これ!?　う、美し過ぎる！」

　アグナス同様、興奮と共に言葉を閊えさせるニコレッタが手にしていたのは、一葉の写真──数ヵ月前、ふらりと訪れてきた客が持ち込んできた二丁の拳けん銃じゆうを収めたもの──である。

「ああ、マ……」

　マミィ、と言いかけ、ロックは慌てて口を噤つぐんだ。一度、ニコレッタにその事を馬鹿にされた経験があったのだ。

「俺の母の作品だ。こないだ持ち込んできた客がいてな。記念に写真を撮らせてもらった」

　咳せき払ばらいをしてから、ロックはニコレッタにそう説明してやった。

「ロ、ロックの、母親？　つまり私のば、祖母ばあちゃんか！　そりゃ凄すごい！」

　ニコレッタは叫びながら工房に寝転がり、さっきまで没頭していた自分の作品の事などすっかり忘れたように写真に見入っていた。

「母の銃はいくつも見たが、その中でもそいつは特に芸術的だ。エボニーとアイボリーというらしい」

　黒と白、対照的なカラーリングが施されたその二丁の銃の名は、それを持ち込んだ客が教えてくれたものだった。

　その男は、ダンテと名乗った。

「ダンテ？　トニー・レッドグレイブじゃなくてか？」

　メンテナンスの依頼を受けた時にロックがそう問い返したのは、その二丁の銃に為なされている刻印のせいだった。

　──FOR TONY REDGRAVE

　銃身にはそう刻まれていたのである。

「婆さんと会った頃は、そう名乗ってた」

　普通なら、そんな言い訳を怪しむべきかもしれない。名前が刻まれた銃など、余程の事情でなければ売りに出される事はない。となれば何か剣けん吞のんな理由──強盗だの殺人だの──によって、他人からその銃を奪い手にした可能性がある。

「……なるほど」

　だがロックは、目の前のダンテという男を怪しんだりはしなかった。

　それ程に、その二丁の銃はダンテという男に馴な染じんでいたのだ。加えて、ロックはひと目でその二丁の銃の異様さに気付いてもいた。

　こんな銃を使うべき相手がいるとしたら、獣でも人間でもない。もっと凶悪で、もっと凶暴な「何か」だろう、と。

　ロック自身は、そんなオカルトめいた存在を信じているわけではなかったが、母が無意味にそんな銃を設計するとは思えない。それに、目の前のダンテという男が発する空気も、明らかに普通ではない。

　──この銃は、確かにこの男のために造られた物だ。

　銃を点検すればする程、ロックのその思いは強くなった。しかし一方で、ひとつの疑念が頭を過よぎってもいた。

「メンテナンスをしてくれって事だが、見たところガタが来てるわけでもねェ。こっちも仕事だから、頼まれりゃやるけどな」

　使い込まれてはいるが、整備不良の感はない。むしろ日頃からこまめにメンテナンスをしていなければ、この状態を保つ事はできないだろう。そう感じてのロックの発言に、ダンテは銃身の刻印の部分を指差していた。

「コレを直して欲しいんだ」

　ダンテが指し示したのは、「FOR TONY REDGRAVE」という刻印の隣。

　──BY .45 ART WARKS

　の文字である。一見ではその事に気付かなかったロックは、そこで息を吞のんだ。

「マミィ……」

　思わずそんな呟つぶやきが漏れる。母に贈った、小さな勲章。紙製の拙いその勲章に、母を称たたえて書き込んだ文字。幼さ故に犯したスペルミス。それを母が、自分と離れた母が、使ってくれていたのだと。

「婆さんの遺作だからな……ずっとそのままにしてた」

　震え、涙を堪こらえていたロックに、ダンテは独り言のように言った。

「だが、そろそろ直してもいいかと思ったのさ。いい加減、指摘してきたヤツに説明するのも面倒になってきたしな。だが、そのへんのゴミみたいなガンスミスにこいつを弄いじらせたくなかった」

　と、ダンテはロックの顔を覗のぞき込み、小さく微笑む。

「これを直せる人間がいるとしたら、あんただけだ。そう思わないか、ロック・ゴールドスタイン？」

　目頭を押さえ、ロックは洟はなをすする。そうして震える唇から、か細い声を発した。

「だせえスペルミスだ。確かにこんな美しい銃には、似合わんな……」

　ダンテという男がどこまで事情を知っているのか、ロックには分からなかった。だが、そんな事はどうでもいい。

　ダンテの言う通り、このスペルミスを直せるのは──直していいのは──確かにロックだけだ。自分はニール・ゴールドスタインの息子であり、そのスペルミスを犯した張本人なのだから。

　そしてその銃に手を入れた事で、自分はようやく母の「呪縛」から逃れ、一人のガンスミスとして「独立」する事ができたのかもしれないと、ロックは思う。

　ダンテというあの男は、ひょっとしてそこまで考えて自分にあのスペルを直させたのだろうか？　たった一度きりの対面にも拘かかわらず、ロックはそんな事を考えてしまう程度にはダンテという男に好意を抱いてしまっていた。

　けれど、あの男とは二度と会う事はないのだろう。何故か、そんな気もしていた。
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　ニコレッタの部屋のドアを外し、ようやく彼女の部屋へと足を踏み入れ、ロックは彼女の衣類や写真、そして雑誌の類を乱雑に箱に詰め込んでいった。

「やっぱり、あんな父親でも恋しいのかね……」

　詰め込んだオカルト雑誌の表紙に記された「フォルトゥナ」の文字を見ながらそう呟き、ロックはニコレッタがフォルトゥナに住む事を決めた理由について考える。アグナスが今、何をしているかはロックには分からない。だがニコレッタがフォルトゥナという街を選んだ事は、アグナスと無縁の理由ではないだろう。

「ロック、私はガンスミスになるのは諦めるよ」

　出立前、ニコレッタはロックにそう言った。

「銃だけを造っていても、祖母ばあちゃんを越えられる気がしない」

　唐突な言葉だったが、その気持ちはロックにも分かり過ぎる程に理解できた。ロック自身、母ニールを越えられぬ事について長い間、悩み続けていたのだ。

「じゃあ何を造る？　ワケの分からん発明でもするのか？」

　ロックがそう問うと、ニコレッタは首を傾げる。

「さあ……まだ決めてない。だが何でも造ってみようとは思うよ。武器と名の付く物は何でも。それが芸術と呼ばれるようになるまでな」

「そうか……」

　ニコレッタのその言葉を、ロックは嬉うれしく思った。

　もう若くはない自分が、母ニールを越えられる事はおそらくないだろう。だがそんな自分の思いを受け継ぎ、ニコレッタはニールの境地に達しようとしている。

　ロックとニコレッタは妹アリッサを通じて血で繫つながっているが、ニコレッタとニールとの間には血の繫がりはない。それでもニコレッタはニールの事を「祖母ばあちゃん」と呼ぶ。ロックの事はいまだに面と向かって「パパ」や「ダディ」などとは呼ぼうとしないくせに。

「せいぜい頑張りな、ニコ。俺は、お前ならマ……母さんを越えられる気がするよ」

　やれる事は何でもやればいい。ロックがニコレッタに教えられる事はもうない。アグナスの持つ知識や技術を学ぶのもいいだろう。アグナスは人格的な問題はさておいて、技術者としては優秀な男だった。

　純粋なガンスミスでなくとも、もしニコレッタが「芸術家」と呼ばれるような職人になる日が来たら、その時は自分も力強くガッツポーズをするだろう。

「俺の娘が、やってくれた！」

　そう叫んで。

　そんな自分を想像しながらロックは苦笑し、ニコレッタに送る荷物を詰め込めるだけ詰め込んだ段ボール箱を抱え上げた。
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「しかし本当に……何だってこんな名前にしたんだろうな？」

　ニコは、目の前のバンの車体に取り付けられた「Devil May Cry」というネオンサインを見ながら、そう呟いた。

「知らねえよ、ダンテが送ってきたんだ」

「それは前に聞いた。だから別に、今のはお前に聞いたわけじゃない。ダンテはなんだってこんな名前にしたんだろうなっていう独り言さ」

　そのネオンサインは、ネロがフォルトゥナで起きた事件──魔剣教団の壊滅の原因ともなった事件だ──を解決した後、しばらくしてからダンテが送り付けてきたという。その頃には、ネロはダンテが「Devil May Cry」という名の便利屋を営んでいる事を知っていたから、そのネオンサインに戸惑う事もなく、自分は「二号店」を任されたのだと解釈したらしい。

「そんなに変か？　悪魔も泣き出すDevil May Cry、って」

　作業の手を止める事もなく、ネロはそう言って小さく首を傾げた。

「悪魔どもを相手にするんだろ？　だったら〝Devils〟にするべきだ」

　ニコが気になっている点を指摘すると、ネロは鼻で笑ってそれに答えた。

「俺も思ったけど、ダサいだろ。デビルズメイクライ？　しっくりこねェ。だからいいんだよ、それで。それより、さっさと働け。いつまで休憩する気だ」

　そうなじられ、ニコは深々と溜ため息をつく。

「こんな事なら、お前の意見に賛同するんじゃなかった……」

　ぼやきつつ、ニコは火を点したばかりの煙草を咥えながら、ネロがエンジンを整備しているバンの下へと潜り込んだ。

「車を調達しよう」

　ネロがそんな事を言い出したのは、ニコがフォルトゥナに住むようになってから一年程経ったある日の事だった。

　それまでにも、ネロは「Devil May Cry」の看板を掲げて表向きには「便利屋」を営んでいた。が、そもそも顔見知りしかいないようなフォルトゥナの街で、そんな仕事の需要がそうそうあるはずもない。仮に何か仕事を頼まれたところで、キリエが「なんとかしてあげて、ネロ」「手伝ってあげて、ネロ」と言えば、ネロはたとえ無給でも働いてしまう。仮に依頼者の方が謝礼を渡してこようとしたところで、キリエは大抵それを断るし、受け取る事があるとしても、それはせいぜい野菜や肉などの「現物」だけだった。

「車をさ、事務所にするんだ。つまり、移動式便利屋だな。それなら街の外からの依頼も受けられる」

　ネロがそのアイデアを思い付いたのは、日頃からキリエに苦労をかけている事を申し訳なく思っているからだという事を、ニコは理解していた。キリエは自分ではいつも同じ服ばかり着て、そのくせ面倒を見ている孤児達には新しい服を何着も作ってやっている。

　ネロの服にしてもそうだ。キリエはネロの服が傷んでいる事に気付くと、知らぬうちに新しい服を用意している。しかもきちんとネロのセンスに合わせた、それなりの物をだ。

「絶滅危き惧ぐ種しゆだぞ、あんな女。悪魔よりレアだ」

　ニコはネロにそう言った事があるが、ネロはそれに対して黙って頷うなずくばかりだった。

　そんなキリエにネロが少しでも楽をさせてやりたいと思うのは、当然の事だろう。ネロの言う通り、「Devil May Cry」二号店が移動式事務所となれば、活動の範囲は大きく広がり、これまで以上の収益が見込めるのは間違いない。だからこそ、ニコもネロの意見に賛同したわけだが、問題はその車を調達する資金をどうするか、という点だった。

　新車など当然、買えるはずもない。

　あちこちを回り、ようやくネロとニコが手に入れたのは、廃車寸前の大型バンだった。そして今、まともに走る事すらできないそのバンを、どうにか二人で修理、改修しようと悪戦苦闘しているわけである。

「それにしても、だ」

　使い物にならないパーツを工具で器用に外していきながら、ニコは口を開いた。

「こりゃ整備工の仕事だぞ……人遣いが荒すぎるんだよ、お前は」

　ネロやキリエに世話になっているのは事実だが、それにしてもネロは自分を便利に使い過ぎるとニコは感じていた。何かにつけて、「あれを直しといてくれ」「これ頼む」などと、古びた機械の修理、メンテナンスを頼まれるが無論、報酬などない。

「教団の資料を見せてやったろ、ギブアンドテイクってやつだ」

　ネロのその言い分に、ニコは閉口してしまう。確かに魔剣教団の研究資料は価値のある品だ。ニコはそもそもそれを見るためにフォルトゥナまで足を運んだわけだし、通常なら人に見せる事はないのであろう資料を見せてくれた事については感謝もしている。

　だがニコはネロに出会った時に、故障したレッドクイーンを修理するという「対価」を先にネロに与えているのだ。しかもニコがレッドクイーンを修理したのはその一回だけに止とどまらない。ニコがフォルトゥナに逗とう留りゆうして一年の間に、ネロは二度ほどレッドクイーンの「機嫌」を悪くさせ、ニコがそれを「宥なだめて」いるのだ。

　その上で車の修理までやらされている事は、正直あまり割に合っているという気がしない。おかげで自分の研究の方はさっぱり進まないままだ。

　そろそろ文句のひとつも言ってやろうか、あまり調子に乗せても良くない。そんな事を考えながらニコが口を開きかけた直後、

「二人とも、夕食の時間よ！」

　というキリエの声が、ニコの口を即座に閉じさせた。

「すぐ行く」

　ニコと話す時とは比べ物にならない優しさを伴ったネロの声を聞きながら、ニコは車の下から這はい出す。

「先に行けよ。俺はこれだけ仕上げとく」

　言われて、ニコは小さく頷くと、

「安心しろ。お前の分はちゃんと……食っといてやる」

　ネロにそんな冗談を告げてから、キリエと夕食とが待つ二階の住居へと向かった。
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「フリオ、手て摑づかみで食べるのはやめて。カイルはニンジンを残さないの。隠したってちゃんと見えてるのよ」

　キリエとネロが面倒を見ている孤児達は、一番年上のフリオで十二歳、一番幼いカルロはまだ二歳だ。元々フォルトゥナに存在していたという孤児院は以前の「事件」で崩壊し、その後も再建の目め途どは立っていない。最初は「事件」によって親を失った子供や、元から孤児院にいた子供達の面倒だけを見ていた二人だったが、次第に周囲の住民達から一時的に子供を預かったりする事まで始めるようになった。

　おかげで食事の時間は、いつも戦争のような有様だ。

　早い者勝ちと言わんばかりに食べ物を口に詰め込む子供、好き嫌いが多過ぎてあれこれ残す子供、自分一人ではまだ食べる事もままならない子供、早々と食べ終えて周囲を走り回る子供、キリエはそんな何人もの子供達全てに目配りしながら、

「ニコ、このキッシュも食べて？　おいしくできたから」

　と、ニコにまで気を遣ってくれる。

「今、食おうと思ってたとこだ。それに、味の心配なんかしてない。お前の作る料理がマズかった例ためしはないからな」

「ありがとう」

　キリエのその微笑みを見ながら、ニコは、まったくどういう理屈であのネロとこの女神が恋人になり得たのだろうかという、幾度となく頭に浮かべている疑問をどうにか解明できぬものか思案していた。

「ネロ、まだかしら？」

　膝ひざの上に乗せているカルロの口にシチューを運びながら、キリエはガレージの方へと続く扉に目を向ける。

「ニコ、ちょっとだけカルロを見てて貰もらえる？」

　キッシュを口に頰張ったままのニコが頷くと、キリエはカルロをニコの膝に乗せてくる。いつもキリエの膝の上にしか座っていないカルロがむずがるのを見ながら、ニコはキッシュを飲み込んで、

「おい、失礼だぞ。私の方がキリエより若いんだ、ほんのちょっとだがな。それとも女は年を取ってる方が好きなタイプか、お前？」

　などとからかいながら、カルロの髪をくしゃくしゃと指で搔かき回した。それで観念したのか、カルロも溜め息のような吐息と共におとなしくなる。

「ネロ？　ご飯が冷めちゃうわよ？」

　背後から、キリエの声が聞こえた。その直後、

「キリエ！　来るな！」

　というネロの叫び声がガレージの方から響き、ニコは思わず腰を浮かしていた。危うくカルロを膝から落としそうになり、慌ててその体を抱き止める。その体勢のままキリエに目を向けると、キリエはガレージに通じる扉に手をかけたまま、不安げな顔で静止していた。

　それは、今までにない事だった。

　フォルトゥナの地には、今でも時折、悪魔が出没する。だがそれは街の外れのミティスの森や、ラーミナ山の奥深い場所での話だ。こんな街中に悪魔が出現した事など、少なくともニコの知る限りでは、一度たりともない。

　だが、先程のネロの叫びは明らかにキリエに「危険」を訴えていた。そんな「危険」があるとすれば、この街では悪魔以外にはあり得ない。

「……フリオ、ちょっとカルロを持ってろ」

　キリエはこの場に留とどまらせ、自分が様子を見てきた方が良さそうだ。そう感じたニコがカルロをフリオに預けた直後、ガレージの方から再び聞こえてきたのはネロの悲痛な叫び声だった。それを聞いた途端、不安げに固まっていたキリエが意を決したように扉の向こうに駆け出していく。

「ネロ！」

「バカ！　キリエ、待て！」

　舌打ちと共にそう叫び、ニコも転びそうになりながら身を起こして走り出した。

「お前ら、絶対にここから出るなよ！　いいな！」

　呆ぼう然ぜんとする子供達にそう言い残し、ニコは急ぎガレージへと向かう。

　そこで目にした信じがたい光景に、ニコは背中に冷たい汗が伝うのを感じた。

　ガレージを汚す大量の血。

　倒れているネロ。

　それを抱きかかえ、ネロの名を叫ぶキリエ。

　それだけでも、ニコを混乱させるには十分な出来事だった。だが、ニコが「信じがたい」と感じたのは、そのいずれの光景でもない。

　あるべきはずの物が、失われていたのだ。

　ネロの、右腕が。

　悪魔の力を宿すというあの禍まが々まがしい右腕が、肘ひじから先がすっぽりと抜け落ちたように、消え失うせていた。

「おい……何があったんだ!?　たかだか数分目を離してる間に！」

　ネロに駆け寄りながら、ニコはそう呼びかけた。しかしネロの返事はない。いつもなら憎まれ口のひとつも返してくる男が、虚ろな目をしたまま呆然としている。

「ネロ！　ネロ……ッ！」

　悲痛な表情で、キリエがネロの名を呼び続けている。そのキリエの声にさえ、ネロの反応はない。

「キリエ！　医者に電話しろ！」

　ニコの言葉に、キリエは頷きガレージの二階の方に駆け戻っていく。実際、医者は必要だろう。だがそれよりも重要なのは、キリエをこの場から遠ざけておく事だ。ネロの身に何が起こったのかは分からないが、少なくとも何者かにやられた事はまず間違いない。だとしたらガレージの外や、或あるいは中に、まだその何者かが潜んでいる可能性もある。

「クソッタレ……誰だ？　誰がこんな真似を……！」

　呟つぶやきながら、ニコはネロの懐に手を差し入れ、ブルーローズを引き抜いた。正直、ニコにブルーローズを扱う事は難しいだろう。ただでさえ大口径のリボルバー、しかも同時に二発を発射する機構のせいで発射の際の衝撃は並外れている。撃てたとしても肩が外れ、後方に吹き飛ばされてしまう事は想像に難くなかった。だが、それでも何の武器も持たぬよりはマシだ。

「おい！　いるなら出てこい！　そのド頭タマをクルミの殻みたいにカチ割ってやる！」

　いるかどうかも分からぬ「敵」に対してそう牽けん制せいしながら、ニコはネロの右腕の状態を確かめていた。とにかく、出血が酷ひどい。その血を止めるべく、常に腰から提げている工具入れから取り出した針金でネロの右腕をきつく縛り上げると、ニコはなおも叫んだ。

「さっきは悪かった！　今、名乗り出るなら許してやらん事もないぞ。出てこいよ！」

　だがその叫びに応じる声も気配さえもない。「敵」が悪魔なのであれば、ニコの叫びに対してここまで息を潜めているのは妙な話だ。だとすれば、考えられる可能性はふたつしかなかった。

　１．ネロの右腕を切断した「敵」は悪魔ではなく、今もじっとこのガレージの中で息を潜めている。

　２．「敵」が悪魔かそうでないかに拘かかわらず、既にこのガレージから脱出している。

　そのふたつの可能性について思案しながら、

「……あり得ない」

　そんな結論を呟かずにはおれなかった。

「敵」が悪魔なのではないとしたら、人間という事になる。だが果たして人間の力でネロの右腕を切断してしまうなどという芸当が可能だろうか？　しかもニコがガレージを離れてほんの数分の間に、だ。どれだけ油断していたとしても、ネロがそこまであっさりと相手の攻撃を受ける事など考え難い。

　しかし、だからと言って、「敵」がガレージから脱出しているというのもおかしな話だ。わざわざネロの右腕を切断しておいて、さっさと逃亡する意味が分からない。ここでネロが殺されていたというのならまだ理解できる。だが、腕だけを落として──しかもネロの生死を確かめる事もなく──この場を離れるだろうか？

　そこまで考えたニコの脳裏に、ひとつの記憶が蘇よみがえった。

　それは、ニコが実父アグナスの資料を読んでいる中で目にした、とある「魔具」に関する記述について、ネロに尋ねた時の事だった。




　　　　＊




「このヤマトってのは、何なんだ？　随分、念入りに研究されてたみたいだが……」

　アグナスの記述によれば、アグナスはフォルトゥナ近郊の海岸でその「ヤマト」の破片を回収したらしい。ひと目でそれが強大な力を持つ魔具だと感じたアグナスは、その破片を研究し、そしてそれが「ヤマト」である事を確信したという。

「俺もよく知らねェ……ダンテは兄貴の形見だって言ってたけどな」

　ネロはそう言うと、自分の右腕に目を落とした。その時のニコには、まだその視線の意味は分からなかった。

「兄貴？　ダンテってのは、兄貴がいるのか？　つまりアレだよな？　その兄貴もスパーダの息子って事になるよな？」

　ダンテがスパーダの息子である事もまた、アグナスの研究資料には記されていた。「魔剣教団」はその計画の中でスパーダの血を必要としており、そのためにダンテの存在についてかなり以前から調査していたらしい。

「さあ……？　そのへんは俺もダンテに聞いてないからな。さすがに聞き辛づらいだろ、死んでるっつってんのに。それに、そもそも興味ねェよ、もう死んでるヤツだぜ」

「まあ、それは分かる。私も別にそこに興味はない。で、このヤマトってのは今どこにあるんだ？　破片なんて見付からなかったが……まさか捨てちまったのか？」

　それだけ強大な魔具であれば、たとえ破片だろうとかなりの力を有しているのは間違いない。もしその現物があるのなら、ニコとしては是非とも研究をしてみたい対象だった。

　ニコのその質問に、ネロは小さく微笑み、どういうわけか自分の右の掌てのひらをニコに見せ付けてくる。

「手品、見せてやるよ」

「はぁ？」

　あまりに唐突なネロの言葉にニコが顔をしかめた直後、ネロが掲げている右手の前に一瞬のうちにひと振りの刀が出現していた。

　ニコは思わずたじろぎ、

「な……っ!?　ど、どうやった!?　何だそれ!?　まさかそれが、ヤ、ヤマトか!?」

　と、叫んでいた。

「俺も理屈はよく分からねェけど……なんかこの右腕に入っちまってんだよ」

　事もなげにそう説明するネロを、ニコは啞あ然ぜんとして見つめるよりない。ニコのその驚きに気を良くしたのか、ネロは右手に摑つかんでいる刀で肩を叩たたきながら、

「アグナスも同じ顔してたぜ、俺がコイツを復活させた時に」

　そう言って苦笑してみせる。ニコは舌打ちをしてネロを睨にらみ付けた。

「得意げな顔しやがって……ガキかお前は」

　ネロは微笑み「ヤマト」と思おぼしき刀を消失させる。

「言っとくが、閻魔刀は研究させねえぞ。コイツはちょっとヤバい。お前の遊び半分の興味で弄いじくり回されたくねェ」

　普段なら、反論のひとつも返したかもしれない。だがニコは珍しく、ネロのその言葉に素直に頷うなずいていた。

「うん、もういい。現物を見たらなんかその気が失せた」

　その言葉は、噓ではなかった。おそらく「既に閻魔刀が復活している」という事実に、ニコは気を削そがれてしまったのだ。心のどこかで、アグナスを出し抜いてやろうという思いがあったのかもしれない。あの男が為なし得なかった研究を、自分が簡単にやってのけてやろう、と。母を捨てた男への復ふく讐しゆうのつもりで。

「なんだよ？　素直だな」

　ネロは不思議そうに首を傾げた。




　　　　＊




　正直、ニコはまだネロの右腕の秘密を解明してはいないし、「魔具」という物が通常の物質ではあり得ない変形、転移を行う事についても推論のひとつすら得られてはいない。だが「ネロの右腕には、閻魔刀が収納されていた」。それが疑いようのない事実であることだけは分かっている。

　だとすれば、ネロの右腕を切断した「敵」の狙いは「閻魔刀」であった可能性が高い。それならば腕だけを切断して逃亡したのも頷ける。ネロの死になど興味はない、という事だ。「閻魔刀」さえ手に入れてしまえば。

「ヤバそうだな……どうも」

　何か剣けん吞のんな事態が起ころうとしている事、そしてどうやら自分がそれに巻き込まれた事に対してニコが小さく溜ため息をついたのと、医者が運転する車がガレージの前で急停車したのは、ほぼ同時の出来事だった。

　手当てを受けたネロはどうにか一命を取り留めたものの、それからしばらくの間、目を覚ます事はなかった。
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　繁華街から二本ほど入り込んだ場所にあるフェローム通り。Ｊ・Ｄ・モリソンはそこには不似合いなガーベラの花束を抱え、歩いていた。その場所に足を踏み入れるのは、実に二十年以上ぶりの事である。

　昔は毎日のようにその饐すえた臭いのする路地を通り抜け、突き当たりにある安酒場「ボビーの穴蔵」に通っていたものだ。

　と言っても、ただ酒を飲むためではない。無論、酒場である以上は酒を飲むのだが、わざわざ当時モリソンが住んでいたアパートメントから近いとは言い難い「ボビーの穴蔵」に通い詰めていたのは、そこが「便利屋」と呼ばれる男達の溜まり場だったからだ。そしてモリソンは、その便利屋に仕事を斡あつ旋せんする「仲介屋」と呼ばれる立場だった。

　顧客から受けた依頼を便利屋に斡旋してマージンを得る、そこだけを見ればただの「中抜き」業者のようだが、それに文句を言う便利屋など滅多にいなかった。

　えてして、便利屋という人種は社交性に欠けているきらいがある。折角の「うまい話」を、依頼人を怒らせたばかりにふいにしてしまいかねない便利屋達にしてみれば、モリソンのように社交性に長たけ、かつ身なりの整った人間──便利屋達は薄汚い傾向にもあった──はむしろ有り難い存在だった。

　当時の「ボビーの穴蔵」には、そんな便利屋達がひしめいていた。やたらと前金ばかり求める「一文無しの」サリー、力仕事が得意な「鉄腕」ディエゴ、犬を相棒にしていた「猟犬」ブラッド、そして「落ち穂拾いの」グルー──

「こりゃあ大したもんだ」

　歩みと共に追想を止めたモリソンは、目の前にある酒場を見て、思わずそう呟つぶやいていた。

　まるであの頃にタイムスリップしたようだ。

　遥はるか昔に潰つぶれたはずの「ボビーの穴蔵」が、そこにあった。

　建物は新築だと聞いていたが、わざわざ古びた木材を使ったらしく、当時のうらぶれた感じまで見事に再現されている。

　木製のドアには「さっさと家に帰ってクソして寝ちまいな」という殴り書きまで──ボビーの穴蔵とまったく同じように──されている。

　ただひとつ違っているのは、看板で示されている店名が「グルーの穴蔵」である事だけだった。

　小さく微笑んで、モリソンはドアを引き開ける。来客を示すドアベルがカラコロと乾いた音を立てたが、これは「ボビーの穴蔵」にはなかったものだ。

「いらっしゃーい」

　カウンターの中からそう声をかけてきたのは、旧知とは言え顔を合わせるのは何年かぶりの、ネスティとティキの姉妹である。

「モリソン！　来てくれるって信じてたわ！」

　モリソンの姿に気付くなり、妹のティキがカウンターをひょいと乗り越えて駆け寄ってくる。軽い抱擁とキスを交わしてから、モリソンはティキに花束を差し出した。

「開店祝いだ。小さくてすまんね」

「あら、気にしないで。代わりにうんと飲んで貰もらうだけだから」

　そう言って悪戯いたずらっぽく笑うと、ティキはカウンターの中にいるネスティに向かって叫んだ。

「ネス！　モリソンがシャンパンをボトルで入れてくれるって！」

　そんな手痛い歓迎を受けながらもモリソンが笑みを湛たたえたままでいられたのは、羽振りの良さが理由ではない。自分にとって思い出の店と言える「ボビーの穴蔵」を再現してくれたティキとネスティの気持ちを、ただただ嬉うれしく思っていたからだ。

「モリソン、こっちに来いよ」

　隅のテーブル席から、手を振りながらモリソンの名を呼んだのはサリーだった。十数年ぶりに再会したサリーの頭髪が随分と薄くなっているのを見て、モリソンは苦笑しながらサリーの向かいの席に腰を下ろした。

「なんだ、サリー。一文無しだけじゃ飽き足らず、髪の毛までなくしちまったのか？」

「馬鹿言え。金はあるさ。代わりに毛が抜けちまっただけでな」

　サリーの言葉に、二人は同時に笑っていた。と、カウンターの中からシャンパンのコルクを抜く小気味良い音が聞こえてくる。

「おいおい……乾杯にはまだ早いんじゃないか？」

　いそいそとシャンパングラスを運んできたティキにモリソンがそう告げたのは、モリソンとサリー以外に客らしい人間の姿はなかったからだ。だがティキはグラスをテーブルに並べながら、

「待ってらんないわ、便利屋どもなんて。どうせ遅刻するヤツばっかりなんでしょ？」

　と、笑う。

「仰おつしやる通りだ」

　モリソンの苦笑混じりの返事に肩を竦すくめると、ティキは四つのグラスにシャンパンを注いでいった。そのうち二つをモリソンとサリーに差し出し、ティキは残ったグラスをカウンターの方へ持って帰っていく。

「グルーの穴蔵へようこそ！　乾杯！」

　ムードも何もない乾杯の音頭に、モリソンもサリーも小さく微笑んでグラスを掲げた。

「しかし立派に育ったもんだぜ、あのおチビちゃん二人がよ。今頃グルーのヤツ、天国でツイストでも踊ってんじゃねえか」

　シャンパンで口を湿らせたサリーは、カウンターの中でつまみの準備をしている二人を振り返りながら、しみじみとそう呟いた。

「……そうだな」

　店名の由来でもある「グルー」は、ティキとネスティの父親であり、かつてはこの店の原形たる「ボビーの穴蔵」の常連客だった男だ。

「よくよく考えりゃ、ほとんど同じタイミングなんだよな。グルーが死んじまったのと、ボビーの穴蔵があんな事になっちまったのと……」

　サリーは背後の姉妹を気にしてか、そう声を潜めた。モリソンは静かに頷くより他ない。口にしたシャンパンのせいか、久しぶりの再会による高揚がそうさせたのか、サリーはなおも饒じよう舌ぜつに言葉を続けた。

「お前には感謝してんだぜ、モリソン。あの時、お前があのクソ遠いボロ屋敷にワケわからねえデカ荷物を運ぶなんてゴミみたいな仕事をくれたおかげで、俺は生き延びた」

「そして、お前が長旅は一人じゃ寂しいって駄々こねてくれたおかげで、俺も助かっちまったな」

　モリソンはそう返す。

　本当に、それは偶然によって生まれた幸運だった。たまたま入った遠出の仕事。そのせいで数日の間、モリソンとサリーは「ボビーの穴蔵」を訪ねる事ができなかった。

　その数日の間に、事件は起きた。

　フェローム通りのサバト。「フォークロア・タイムズ」とかいうＢ級オカルト雑誌は、その事件にそんなあだ名を付けていた。

　事件が起きた現場は、今モリソンとサリーがいる、まさにその場所。「ボビーの穴蔵」と呼ばれていた酒場だ。

　その店内で、客と主人合わせて十数名が、一夜のうちに虐殺された。噂では、その死体のどれもが、人の仕業とは思えぬ程に損壊、変形させられていたという。

　昔からギャングやチンピラの出入りするようなうらぶれた町ではあったが、後にも先にも、この町でそれ程までに残虐な事件が起きた例はない。

「あの時ァ、この町全体がどうかしてたな。あちこちで、おかしな事件ばかり起こって、気味が悪いったらなかったぜ……」

「……そうだな。一度に色々な事が起こり過ぎた」

　サリーが言う通り、事件は「ボビーの穴蔵」で起きたものだけに止とどまらない。その数日前には、とある病院から患者や医者がそっくり姿を消していた。さらにその少し前にはチンピラの溜まり場となっていた薄汚い地下街で爆破事件が起き──これはマフィアの抗争の結果と報じられていたが──やはり何人もの人間が死んでいる。

　ニール・ゴールドスタインが亡くなったのも、やはり同じタイミングだったはずだ。腕利きのガンスミスだった彼女は、工房の火災に巻き込まれ天に召されたという。

　そんな度重なる事件の中で、ティキとネスティの父親であるグルーもまた、帰らぬ人となっていた。

　グルーは、仲間内で「落ち穂拾い」と揶や揄ゆされていた便利屋だった。落ち穂拾いとは即ち、人の仕事のおこぼれに与あずかって小銭を稼ぐ事を指す。

　だがモリソンが知る限り、当時の「ボビーの穴蔵」に出入りしていた便利屋達の中で誰よりも高いプロ意識とそれに伴う実力を有していたのはグルーだった。グルーが「落ち穂拾い」などと言われながらも仕事に精を出していたのは、男手ひとつで三人の娘を育てていたからに他ならない。

「金が欲しいだけさ、俺は」

　それが、モリソンが聞いた最後のグルーの言葉だった。「殺し」の仕事を受けたというグルーを思い止まらせようと、モリソンがグルーを呼び出した時の事だ。

　金のためなら大概の事はやってのける便利屋達の間でさえ、「殺し」は「汚れ仕事」と揶揄される。殺しの仕事は見返りこそ大きいが、一度手を染めれば二度と日常には戻れない。ドラッグに嵌はまった人間がそうであるように。

　一人の男としてグルーに敬意を抱いていたモリソンは、グルーが汚れていく様を見たくはなかった。グルー自身、殺しだけはやらないと固く誓っていたはずでもあった。

　だがグルーの一番上の娘のジェシカが重い病に冒された事で──それをモリソンが知ったのはかなり後になってからの事だが──グルーは手を汚す事を余儀なくされたのだ。愛まな娘むすめにかかる莫ばく大だいな治療費を短い期間で捻ねん出しゆつできる仕事など、そうはない。

　そしてグルーはその汚れ仕事に向かい、二度と帰ってはこなかった。現場を目にしたわけではないから定かではないが、噂によるとグルーは町外れの地下街で起きた爆破事件に巻き込まれて死亡したらしい。現場には他にも、ドラッグの売人やその客の死体が無数にあった事から、ドラッグディーラーの縄張りを巡る抗争の結末だろうと世間では言われている。「ボビーの穴蔵」で事件が起きる二週間程前の出来事だ。

　そこから一週間後、グルーの娘ジェシカが入院していた病院でも、患者や医者が忽こつ然ぜんと消える事件が起きた。皮肉な事に、その事件によってグルーの後を追うようにジェシカが消えた。その行方は今も、分からないままだ。

　グルーが死に、ジェシカが消えた後、幼いティキとネスティの二人だけが残された。

　親を失った二人の面倒を見てきたのは、モリソンやサリーのような、幸か不幸か生き延びた便利屋や仲介屋達だった。

　二人は孤児院に入れられたが、その間も便利屋達は皆でなけなしの金を出し合って、二人の将来のために備えた。グルーの人望がそうさせたのだ。加えて、独り身の多かった便利屋達にとって、二人の娘は行き場のない父性の矛先だったのかもしれない。

　そうやって見守ってきた二人が成長した姿を見られる日が来たのは、身寄りのないサリーやモリソンにとって、筆舌に尽くしがたい喜びなのである。

「ねえモリソン」

　男二人の会話が途絶えたのを見計らってか、カウンターの中のネスティがモリソンの名を口にする。

「トニーって人は元気？」

　続けられたその問いに、サリーが微かすかに目を細めたのを、モリソンは見逃さなかった。

「トニーね、トニーか……今、何をしてたっけな」

　そうとぼけたモリソンをよそに、サリーはケッと唾つばを吐くような仕草をしてみせる。

「どうせくたばってるさ、あの野郎……生きてたら俺がケツの穴にショットガンをぶちこんでやる」

　そのサリーの言い様に、ネスティがむっと唇を歪ゆがませる。

「トニーって人はね、私達に何回もお金を振り込んでくれてるの。そんな風に言わないで」

「罪滅ぼしのつもりか？　ケッ！　元はと言えばあいつが疫病神だったんだ！　おかしな野郎だったぜ、でっけえ剣なんぞブラ下げてよ」

　そこまで一気に捲まくし立てると、サリーはちびちび舐なめていただけのシャンパンをぐっと呷あおって飲み干した。

　それを見たティキが、溜ため息混じりにカウンターを乗り越えてくる。

「でもその人が何かしたわけじゃないんでしょ？　パパの相棒だったって……」

　サリーのグラスにシャンパンを注ぎながらティキが言うと、サリーは鼻で笑った。

「相棒ね……そんな時期もあったな。トニーとグルーのコンビは最高にイカしてた。常にクールなグルーと、ちっとばかしイカれたトニーと……そりゃ映画でも見てるみたいにサマになってたよ。俺もいつか誰かとあんなコンビを組んでみてえと思ってたもんさ」

　だけどな。

　サリーはそう前置きしてから注がれたばかりのシャンパンを飲み干す。細長いシャンパングラスをテーブルに叩たたきつけるように置きながら、サリーは再び口を開いた。

「いつしかトニーに関わると死人が出るようになっちまった。俺達は験を担ぐんだ。そんな不吉な野郎とは仕事なんかできねえ。近付きたくもねえ。だがトニーはそ知らぬ顔で穴蔵に入り浸りやがってよ……結果がアレさ。生き残ったのは俺とモリソン、ディエゴにブラッドくらいのもんだ」

　苦い表情と共にモリソンがサリーを一いち瞥べつすると、サリーの顔はさっきまでとは比べ物にならないくらい赤くなっている。

「さてはここに来る前に飲んできたな、お前さん」

　モリソンがそう指摘すると、サリーはあくびを嚙かみ殺しながら、

「ほんの数杯さ……エールとラムと……四、五杯かな。俺ァ、嬉しくってよ。分かるだろ、モリソン？　あのおチビちゃん達が俺達の思い出を蘇よみがえらせてくれたんだ……二度と思い出したくねえと思ってた事もあったが、年を取るとよォ……そんな思い出だって愛いとしくて堪たまらねェ……」

　体を揺らしながらそう言って、サリーはテーブルに突っ伏した。昔から、さして酒が強い男でもない。加えて年月が、サリーを酒に弱くさせているのかもしれない。「ボビーの穴蔵」があった頃、せいぜいまだ三十代だったモリソン達も、もう初老と呼んで差し支つかえのない年齢に差し掛かっていた。

「すまんね。年寄りは昔話をしながら眠る生き物なんだ」

　傍にいるティキにモリソンがそう告げると、ティキは肩を竦めた。

「パーティが始まる前に寝ちゃうなんて、どうかしてるわ」

「なに、ほんの三十分も寝りゃ起きるさ。昔からそういうヤツだ」

　モリソンがそう口にした直後、カラコロとドアベルの音が聞こえ、皆がそちらの方を振り返った。

　また誰か便利屋が来たのだと、モリソンのみならず二人の姉妹もそう思っていたに違いない。

「あー……えっと……」

　ティキがそう言葉を詰まらせるのも無理はない。扉の前に立っていたのは、見慣れぬ若い男だったからだ。しかも瘦やせた体のあちこちに、刺青いれずみが入っている。生気のない青白い顔をして杖つえを突いており、正直なところ、どう見ても真っ当な人間ではない。

「悪いが今日は貸し切りでね」

　ティキに相手をさせて何かあってはマズいと思い、モリソンは席を立って男の方に近付いていきつつ、ティキには下がるように手で示した。

「いい店だから吸い寄せられちまったのは分かるが、今日は勘弁してくれ。古い仲間で飲み明かす予定なんだ」

　そこまで言ってからモリソンは男を見て、同意を求めるように首を傾げつつ頷うなずく。男は黙ったままじっとモリソンを見つめていた。

　男の反応を待つ素振りをしながらも、モリソンは男の姿を注意深く観察していた。何か危険な物は持っていないか、或あるいは「人間ではない」可能性はないか。

　男は杖を持っている手とは反対の手に、一冊の本を抱えていた。何の本か分からない程にその表紙は変色していたが、まるで子供の落書きのように大きく「Ｖ」という文字が記されているように見えた。或いはそういう模様なのかもしれないが、モリソンのいる場所からはそれ以上の事は分からない。

「……あんたがモリソンか」

　長い沈黙の後、ようやく男は口を開いた。よもや名を呼ばれるとも思っておらず、モリソンは戸惑いつつも小さく頷く。

「そうだが……何か用かね」

「あんたを探していた……仕事を頼みたくてな」

「どんな仕事だ？」

　モリソンはあくまで男への警戒を解かぬまま男に尋ねた。男は沈黙したまま小さな溜め息をつき、それから気だるげに口を開く。

「ダンテに……会わせてくれ」

　モリソンは息を吞のんだ。同時になるほどと思いもした。言われてみれば確かに、目の前にいるいかにも胡う散さん臭くさいこの男は、「そういう」雰囲気を醸し出している。

「特別な依頼かね」

　念のため、男にさらにそう尋ねると、男は小さく頷いた。その問いに疑問を抱いた様子もないのであれば、この「依頼人」がもたらす仕事は間違いなく「悪魔」絡みの仕事であると言えた。

「悪いなお二人さん、少し野暮用が入っちまった」

　財布を取り出しながらモリソンはカウンターに近付いていき、紙幣数枚をカウンターの上に静かに置いてみせた。

「……戻ってこないの？」

　嬉うれしい事に──そう思わせるための絶妙な演技の可能性もあったが──ティキは寂しげに首を傾げる。

「どうかな、立て込んだ話になれば今日の再訪は難しそうだ。だがそうだとしても別の日に必ずまた来るさ。心配なら指切りピンキープロミスでもするか？」

　肩を竦すくめながらモリソンがそう言うと、ティキは拗すねたような顔で首を横に振った。

「そこまで子供じゃないわ」

「そうだったな」

　小さく笑って、モリソンは二人に背を向ける。

「さて、行こうか」

　そう促すと、「依頼人」は黙ったままモリソンに従って歩き出した。

「詳しい事情は歩きながら聞くとして、だ。お前さん、金はあるかね」

　路地を抜けながらモリソンは背後の「依頼人」に尋ねる。もし本当に悪魔絡みの仕事なのであれば、ダンテは何も言わずにこの仕事を請け負うだろう。ダンテは──かつてはトニーと呼ばれていたが──そういう男だ。

　だが金は「ない」よりは「ある」方がいい。まだアイスキャンディくらいにしか興味のない三歳児だって、それぐらいの事は知っている。まして、ここ最近のダンテの羽振りの悪さと言ったら度を越えていた。可能ならば、この仕事でいくらか金を摑つかませてやった方がいいだろう。

　モリソンの問いに、「依頼人」は懐に手を差し入れると数十枚の紙幣を無造作にモリソンに手渡してきた。

「一応、集められるだけはかき集めた」

　モリソンがその金に目をやると、何枚かの紙幣には血けつ痕こんと思おぼしき染みが付いている。それもまだ真新しいものだ。その瞬間、

「う、う……」

　という呻うめき声が聞こえ、モリソンは慌てて背後を振り返った。よく見ると路地の端に男が一人、倒れている。喧けん嘩かでもしたのか、その周囲には血が飛び散っていた。そして、それ以上にモリソンを驚かせたのは、倒れている男の上に、この場にはどう見ても不似合いな、一羽の鳥が止まっていたからであった。目を凝らすと、それは大型の猛もう禽きん類るいのように見える。が、鳥類学者でもないモリソンには、その鳥の種まで判別する事はできなかった。

　たじろぐモリソンをよそに、「依頼人」は前方に右腕を突き出す。と、それを見て鳥は飛び立ち、当然のように「依頼人」の上に止まってみせた。

「……お前さんの鳥か？」

　そのモリソンの問いに答えたのは、「依頼人」ではなく、その腕に止まった鳥の方だった。

「俺は俺さ、オッサン。誰の物でもねェよ」

　それは、オウムが意味も分からず人間の言葉を繰り返すのとは、明らかに違っていた。はっきりとした「言葉」。モリソンを見つめたまま、「鳥」はにたりと嘴くちばしの端を歪ませる。

「……そうかい、そいつは悪かった」

　モリソンはそう呟つぶやきながら、「依頼人」に握らされた金に目を落とす。

「でもって、金は金だ。そうだろ、オッサン。こんなモンは受け取れねェなんて言わねえよな？　潔癖症で人間の血なんか見たくも触りたくもねェってんなら、ハッハー！　しょうがねェから銀行にでも行ってきな。インク臭ェピン札と交換してくれるだろうからよ！」

　そう口にした「鳥」の言葉に、モリソンは再び視線を「依頼人」の方へと向け直す。

「額が不満なら……もう少し集めよう」

「依頼人」は悪びれもせずにそう続けた。モリソンが「グルーの穴蔵」を訪ねた時には、血まみれの男なぞこんな場所に倒れてはいなかった。察するにモリソンが店に入った後、「誰か」が男に暴力を振るい昏こん倒とうさせたのだろう。おそらくは「金」を奪うために。

「いや、金額はこれで十分だ」

　モリソンは染みの付いたクシャクシャの紙幣を上着の内ポケットにねじ込みながらそう答えた。仲介屋たるもの、これ以上、余計な詮せん索さくをするべきではない。仮に目の前の「依頼人」が強盗犯だとしても、今の段階では確たる証拠もない。困窮の友人に迅速に「仕事」を繫つなげるためには、まずこの場を足早に離れる事だ。昏倒している男が「犯人」を見付けて騒ぎ出す前に。

「ダンテの事務所に行く前に、二、三軒、寄りたい場所があるんだが、構わんかね？」

「依頼人」と「鳥」、二人の沈黙を肯定と受け取ったモリソンは、そのまま大通りに向けて歩き始めた。
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　ここ数ヵ月、ろくな仕事がなかったせいでダンテの事務所は完全に機能を失っていた。

　水道もガスも電気も止められ、さらにそのせいで依頼の電話を受ける事さえできないという悪循環。

　いよいよとなったら知り合いの刑事マクレーンに頼み込んで、鉄格子付きの部屋で何泊かさせてもらうかと、デスクに足を投げ出しながらそんな事を考え始めた矢先、モリソンが事務所に現れた。モリソンはそうやって、いつも絶妙なタイミングでダンテに「仕事」をもたらしてくれる。そんな仲介屋だからこそ、ダンテも信頼し、長年に亘わたって付き合いを続けていると言えた。

「いいニュースと悪いニュース……どちらから聞きたい？」

　ノックもせずに事務所に入ってきたモリソンは、出し抜けにダンテにそう尋ねた。

「どっちでも」

　どうせ両方とも聞かされる羽目になる。ダンテの答えに、モリソンは来客用のソファに腰を下ろしながら、

「じゃあ、悪い方から……パティお嬢様が大層ご立腹だ」

　と、ダンテに告げる。モリソンが口にしたパティの名に、ダンテは微かすかに顔をしかめずにはおれなかった。パティ・ローエルとはもうかれこれ十年になろうかという付き合いになる。最初の出会いは、彼女を護衛する便利屋として。そこからどういうわけか、パティはダンテの事務所に勝手に出入りするようになった。何かとダンテの世話を焼きたがり、また良くも悪くも極めて一般的な感性を持つ彼女は、ダンテを、あまり似つかわしくはない「日常」の世界に引き込もうとするきらいがある。

「誕生パーティに誘いたいのに、まるで電話が繫がらないとさ」

　モリソンの言葉の続きに、ダンテは小さく肩を竦めた。

「当然だ。電話どころか電気も水道も止まってる」

　ダンテの即座の答えに、モリソンは芝居がかった仕草で、真っ暗な事務所の中を見回す。

「……だろうな」

「それで？　いいニュースは？」

　パティの事を嫌いなわけではないが、パティ以上に「一般的」な面々が集うであろうパーティなどに、自分が参加している様子を想像しただけで身震いがする。話題を変えるべくダンテが口にしたその問いに、モリソンは小さく微笑んでみせた。

「デカい仕事だ。前金アリのな」

　それは確かに「いいニュース」だった。あまり金に執着がない性格のせいで万年金欠と言ってもいいダンテではあったが、そのダンテでさえ、ここ最近の困窮は改善すべきと感じていたところだ。普段なら報酬の額より先に仕事の内容を尋ねるところだが、今回ばかりはどんな仕事だろうと「前向き」に検討せざるを得ない。

「そりゃいい。俺もさすがに便所も流れねえ生活に飽きてきたとこだ」

　デスクに身を乗り出しながらダンテが呟くと、モリソンはゆっくりと立ち上がった。そしてそのまま近付いてきて、何やら数枚の書類をダンテのデスクに並べていく。

「だと思って、水道代、ガス代、電気代に、電話代……払っといたぞ。前金でな」

　書類に目を向けると、各料金の明細だと分かった。どれもなかなかの金額だ。明細を手にダンテがモリソンを一いち瞥べつすると、モリソンは肩を竦めながら首を横に振る。どうやら前金はそれで完全に帳消しらしい。

　モリソンはできた男だ。「だらしない」ダンテに代わり、大抵の雑事を陰でこっそりと片付けておいてくれる。が、今回のそれはダンテにとって少々行き過ぎた気遣いではあった。水道代やガス代も無論、いずれ払うつもりではいたが、ダンテとしてはひとまずいくらかの金を手にしてフレディの店にでも繰り出し、しばらくご無ぶ沙さ汰ただったストロベリーサンデーでも楽しみたいところだったのだ。

　当てが外れた事にダンテが溜ため息をついているうちに、電気が復旧したらしく、事務所内に明かりが灯ともる。それとほぼ同時に、待ち構えていたようにデスクの上で電話がけたたましく鳴り始めた。

　あまりいい予感はしなかったが、念のために受話器を取りダンテが「デビルメイクライ」と事務所名を告げるや、パティの甲高い声がダンテの耳に飛び込んでくる。

「ダンテ!?　ダンテなの!?　やっと繫がったわ！　何回かけたと思ってるの!?　ちゃんと出なさいよね！　いい？　なんと今夜、私の誕生パーティを開くの！　十八になったんだから！　もうガキんちょなんて呼ばせな──」

　言葉の途中だったが、ダンテは素早く受話器を置いた。付き合いが長いというのに、よくもまあ、物もの怖おじもせずそんな催しに自分を誘うものだと感心さえする。

　その様子をデスクの前でニヤニヤと見つめているモリソンに対し、ダンテが口を開こうとした瞬間、電話は再び鳴り始めていた。それがパティからだという事はすぐに分かった。不思議なものだ。電話の音など誰がかけてきても同じだというのに、自分にとって好ましくない電話の音だけは、どういうわけか不快に聞こえる。

　一向に鳴り止む様子がない電話を見かね、ダンテは電話線を引き抜いた。

「モリソン、仕事の話を頼む。パーティに出るのはごめんだ」

　ダンテの言葉にモリソンは苦笑し、葉巻を咥くわえながら、

「了解だ。残念ながら欠席だとお嬢様にお伝え申し上げよう」

　そう言って、扉の方を指し示した。見ると、いつの間にか一人の男が扉の横の壁にもたれて立っている。

「依頼人だ、話を聞いておけ。俺はレディとトリッシュに話をしに行かにゃならん」

　そのまま扉の方に向かったモリソンに対し、ダンテは思わず腰を浮かしていた。

「おいおい……俺一人で十分だろ」

　相棒のトリッシュ、そして同業者であるレディは、共に信頼のおける存在ではあったが、その二人を呼んでしまえばダンテがやる事などほとんどなくなってしまう。久しぶりの仕事に少しばかりやる気を見せていたダンテは、モリソンの発言に落胆を隠しきれずにいた。

「言っただろ、ダンテ。こいつはデカい仕事なんだ。人手がいるのさ」

　そのまま事務所を出て行ったモリソンを、ダンテは呆ほうけたように見つめるよりない。

　一方、「依頼人」と呼ばれた男は、壁にもたれたまま黙って手にしている本に目を落としている。小脇には杖つえを抱えていたが、その支えなしでも平然と立っているあたり、足が悪いというわけではないのかもしれない。

　妙な男だ。

　ダンテは内心でそう呟きながら、腰を下ろした。

「まず……名前でも聞こうか」

　ダンテがそう口にすると、「依頼人」は、ようやくダンテの方に近付いてくる。あくまで視線は本に向けたまま、

「〝僕には名前がないI have no name〟」

　と、呟いた「依頼人」に、ダンテは眉まゆを顰ひそめた。

「〝生まれてまだ二日目だものI am but two days old〟」

　続けてそう口にして、「依頼人」はぱたりと本を閉じ、立ち止まる。そして薄い微笑みと共に、ようやくダンテの方に視線を向けた。

「……冗談だ。Ｖブイと呼んでくれ」

　あからさまな偽名ではあったが、ダンテはその事に言及しようとは思わなかった。便利屋稼業などやっていれば、裏社会の人間や脛すねに傷持つ人間との出会いは多い。そうした人間が偽名を用いる事など、決して珍しい事ではない。

「Ｖ、ね。それで？　依頼ってのは何だ？」

　ダンテはそう尋ねながらも、なお「Ｖ」への観察を怠ってはいなかった。

　黒い髪、青白い肌。袖そでのないコートから出た腕には奇怪な文様のタトゥーが入っている。近付いてくる時にはちゃんと杖を突いていたし、足をかばっているかのような歩き方をしていたが、これは演技かもしれない。

　いずれにせよ、この「Ｖ」が「まともな人間」ではない事は明らかだった。モリソンのあの様子から見ても、少なくとも「悪魔絡み」の仕事を持ってきただろう事は間違いないだろう。

　ダンテのそんな予想通り、「Ｖ」の口から発せられたのは、

「強大な悪魔が復活しようとしている……力を貸してくれ、ダンテ」

　というものだった。ダンテは思わず鼻で笑っていた。

「Ｖ」が悪魔絡みの仕事を持ってきたという予想は的中していた。だが、よりにもよって「強大な悪魔」とは。

「そういう依頼は珍しくもねえ。最強の悪魔、最後の暴魔、最悪の魔神……だがどいつもこいつも肩透かしの空っぽ野郎ばっかりだった」

　ダンテにとって、「悪魔を狩る」事は使命である。たとえ報酬がなかったとしても、ダンテは悪魔がいると分かればその依頼を引き受け、悪魔を狩ってきた。だが一方で、そんな数々の仕事に辟へき易えきとしているのも事実だ。

　シロアリ駆除の方がまだやりがいがあるかもしれない。悪魔を狩る時、ダンテは時折そんな事を思う。もはやルーチンワークとすら言えない、自分より圧倒的に弱い悪魔を蹂じゆう躙りんするだけの「行為」。そこには何の手て応ごたえも、何の歯応えもない。味のなくなったガムを嚙かみ続けているような、そんな感覚だ。

　それでも悪魔をこの世にのさばらせるわけにはいかない以上、ダンテは悪魔を狩るしかない。だからこそ、「最強の悪魔」、「最後の暴魔」といった肩書きに、一応の期待はするのだ。だが、なまじ期待してしまっただけに、その悪魔を狩った後の落胆は大きい。

「Ｖ」の発言に嫌味のような口を利いたのも、そんな過去があったからだ。

「今回は……違う」

　だが「Ｖ」はあくまで真剣な面持ちで、そんな主張を口にする。

「違う？　何がだ？」

「その悪魔は、お前の理由your reason……お前が戦う理由そのものだからだ」

　その言葉の意味が、瞬時に理解できたわけではなかった。だがダンテは、まるでダンテの事を知っているかのようなその口ぶりに、改めて「Ｖ」を見つめていた。

　この男は、悪魔ではない。

　直観的なものではあったが、ダンテはそう感じている。その一方で、この男が悪魔ではないのなら、何故そんな発言ができるのか。

「……その悪魔の名前は？」

　珍しく、ダンテはそう問うていた。

　戦う理由、と「Ｖ」は言った。それがもしも真実なのであれば、ダンテは既にその悪魔を知っているはずだ。そして、ダンテが名前を憶おぼえている程の──

「Ｖ」は微かに微笑み、ゆっくりとその名を告げた。
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　テレビの中では、真っ青なスーツを着たキャスターが「事件」についての報道を淡々と読み上げていた。

「──に突如として出現した巨大な樹木状の物体についてはまだ何も分かっておらず、現地の警察でもどのように扱うべきかの判断が付かない状態が続いているようです」

　キャスターの背後には、その「現地」の映像が流されている。薄暗い街並みに、異様な「何か」がそそり立っている。キャスターの言葉通り、それは樹木のような形状をしてはいたが、一方で巨大な生物の一部のようにも見えた。

「これを何とかしろってわけね？」

　テレビのボリュームを下げながら、レディは壁にもたれて葉巻をふかしているモリソンにそう尋ねた。

「結果的には、そういう事になるな。中にいる親玉を倒せばあの気味の悪い樹も消えるだろう」

　モリソンの答えに、レディは小さく首を傾げながら、さらにもうひとつの問いをモリソンに投げかけていた。

「……どうして私なの？」

　モリソンは旧知の仲介屋ではあるが、彼がレディに仕事を斡あつ旋せんしてくるのは、そう頻繁にある事ではない。レディはモリソンとは別に複数の仲介屋や情報屋と繫つながっており、普段から仕事に困っていないのを、モリソンはよく知っている。そして何より、モリソンには一押しの便利屋が既に存在しているからだ。

　その便利屋──ダンテが仕事を請け負ってしまえば、レディが関わる余地などろくにありはしないのだ。

「ダンテにはもう頼んださ」

　レディの質問の意図を理解したのか、モリソンは紫煙混じりの言葉でそう返してくる。

「だが、ヤツだけじゃ手が足りなそうでね。お前さんと……後はトリッシュにも声をかけるつもりだ」

　ダンテのみならずトリッシュの名すら出た事に、レディは驚きを隠せなかった。ダンテの相棒であり、レディにとっては腐れ縁の相手である彼女は、ダンテには及ばぬにせよ極めて高い能力を持っている。

「モリソン……あなた、街ひとつ吹っ飛ばそうってつもりなの？　だったら私の出る幕なんかあるかしら？」

　ダンテだけでは手が足りないなど、普通に考えればあり得ない事だ。ましてそこにトリッシュが加われば、たとえ相手が魔界の帝王だろうとひれ伏せさせるだろう。

「気持ちは分かるぜ。ダンテも一人で十分だと言ってた。だがな──」

　言葉の途中でモリソンは葉巻を咥え深々と息を吸い込むと、

「──今回はどうも嫌な予感がするのさ。長年の勘ってやつだ」

　そう言い終えてレディの視界を覆う程の煙を吐き出した。確かに、モリソンの様子がいつもと違う事は、レディも感じていた。そもそもモリソンは、こんな夜更けに、いるかどうかも分からないレディをモーテルの部屋まで訪ねてくるような男ではない。

　レディに会いたいなら事前にアポイントメントを取り、日取りと時間をきっちりと決めるタイプだ。定住せずに各地を転々としているレディと確実にコンタクトを取るためには、そんな方法しかないというのも事実だが。

「何がヤバいって言うの？　自称魔王なんて今までにいくらだっていたわ。私だってそんな連中を何匹も狩ってやったしね」

　モリソンからの依頼は「復活しようとしている魔王を狩る事」だ。それを踏まえて、レディはさらに言葉を続けた。

「仮にそれが本物の魔王だとしても……ダンテは一度そいつに勝っているはずよ」

　それは過去にトリッシュから聞いた話だった。かつて魔界の帝王であったムンドゥスという悪魔に、ダンテは母を殺されている。だが、魔王の追っ手から辛うじて逃れたダンテは、それから二十年程後、ムンドゥスを討って見事に母の仇かたきを討ったのだと。

「俺も似たような話はダンテに聞いた事があるさ。エイプリルフールの夜だったがね」

　モリソンのその態度に、レディは思わず腰を浮かしていた。

「モリソン！　私は……」

「冗談だよ」

　レディの言葉をモリソンが遮る。

「それを知っている俺でも、今回はどうもキナ臭いと感じてるって話さ。だから念には念を入れておきたいんだよ」

「年を取ると臆おく病びようになるって言うけど、老けるにはまだ早いんじゃない？」

　あくまで不安を感じている様子のモリソンにレディが首を傾げると、モリソンは乾いた笑い声を上げた。

「老けたかどうか、今から試してみるかね？　そんなに時間は取らせんよ」

「だったらＮＯよ。私はじっくり時間をかけて欲しいタイプなの」

　そう言い合うと、レディとモリソンは同時に苦笑していた。ようやくいつものモリソンが戻ってきたような、そんな安心感がある。

「とにかく、そういう事だ。明日また迎えに来る。寝坊するなよ」

　言いながら、モリソンは出口の方へと歩き出していた。

「何があなたをそんなに不安にさせるのかしらね」

　レディがモリソンの背に向けて問いかけると、モリソンは一瞬立ち止まり、

「街の名前さ」

　そう言い残して去っていった。

「街の名前……？」

　レディは一人、呟つぶやきながらボリュームを落としたテレビの方に目を向ける。テレビではまだ、同じニュースが続いていた。画面の端には「レッドグレイブ市の怪現象」というテロップが表示されている。

　その名前を見て、レディはハッと息を吞んだ。

　──ダンテの銃だ。

　少し前に、レディはダンテにニール・ゴールドスタインについて尋ねた事がある。

「あんたの銃を造った人って、確かニール・ゴールドスタインだったわよね？」

　レディがそれを尋ねたのは、自分が今、懇意にしている銃工の姓もまた「ゴールドスタイン」だったからだ。

「それがどうした？」

　そう問われ、レディは懇意の銃工であるロック・ゴールドスタインの存在をダンテに教えた。その瞬間、ダンテの顔色が微かに変わったのをレディは憶えている。そしてダンテは珍しく、知人でもないロックについて、レディにあれこれ尋ねてきたのだ。特にロックの腕前については、やたらと詳しく聞きたがった。

「腕は……そうね。悪くはないって感じ。でも一流かと言われれば、違うでしょうね。私はメンテナンスを頼んでるだけだから、それで支障はないけど」

　レディは正直にそう伝えた。それが素直なロック・ゴールドスタインに対する評価だった。むしろ腕前だけならば、その娘のニコの方がいいくらいかもしれない。実際、レディは近頃、ニコに仕事を頼んでばかりいた。

「じゃあ、コイツを直させるか……」

　ダンテはそう言って、愛銃であるエボニーとアイボリーを取り出してみせた。

「直す？　どこかイカれてるの？」

「そういう話じゃねえ。それより、ロックの居場所を教えてくれ」

　ダンテの真意も摑つかめぬまま、レディは何気なくダンテの銃に目を落とした。その銃身に刻まれた名こそ「レッドグレイブ」ではなかったか。

　だが、それは曖あい昧まいな記憶でしかない。

　ダンテの銃に刻まれた名と、テレビで報じられている街の名。そのふたつの一致に果たしてどんな意味があるというのか。ダンテの過去を全て知っているわけでもないレディには、それは想像も付かない事だった。
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　モリソンは実に優秀な男だった。

　得体の知れぬ男でしかないであろう「Ｖ」の依頼に、彼は迅速に対応し、ダンテだけでなくレディとトリッシュの二人まで手配してくれた。加えて、移動のためのヘリコプターまで用意してくれた事は、もはや一刻の猶予もない状況下において、万全の措置であったと言える。

　だからこそ、「Ｖ」はこれでどうにかなるものと安あん堵どしていた。

　そこに辿り着くまでは。

「……嫌な臭いね」

　周囲を見回しながら、レディがそう呟いた。

　レッドグレイブ市の中央に突如として出現した、謎の樹木。「Ｖ」達はその内部へと侵入していた。それもまた、モリソンの迅速な手配のおかげだと言えた。あと少し時が経っていれば、おそらくそこまですんなりと内部に入り込む事はできなかっただろう。

「掃き溜だめのゴミの臭いだな」

　頷うなずきつつそう答えたダンテは、そこが魔界に近い場所だという事を肌で感じているのに違いない。「Ｖ」自身は、謎の樹木が魔界の樹である事も、その内部が魔界へと通じる穴である事も承知しているが、特別その事をダンテに説明はしていない。この場所で、魔王が蘇よみがえろうとしている。ダンテ達が知っているのは、ただそれだけの事実に過ぎない。

　皆が先へ歩を進めようとした瞬間、不気味な唸うなり声と共に、周囲が揺れ始めた。それは明らかに、魔王復活の余波であった。

　まだ完全に目覚めてはいない。その隙にダンテ、トリッシュ、レディ、そして自分の四人で攻撃を仕掛ければ、どうにか魔王を討つ事もできる。その自分の予想が、極めて楽観的な物であった事を、「Ｖ」は痛感せざるを得なかった。

「ここまでの力とは……」

　思わず呟いた「Ｖ」を、ダンテが鼻で笑いながら振り返る。

「Ｖ、逃げたきゃ逃げろ。お前にゃ荷が重い」

　以前の自分なら、そんな言葉に苛いら立だちを覚えたかもしれない。だが「Ｖ」は内心、自分でも驚く程にダンテの言葉に素直に頷いていた。

「悪いがそうさせて貰もらおう」

　その言葉と共に、「Ｖ」は踵きびすを返し、来たばかりの道を引き返し始める。と、傍を飛んでいた「鳥」──「Ｖ」の使い魔とでも呼ぶべき存在──が「Ｖ」の後を追ってきながら、呆あきれたように口を開いた。

「おいおい？　マジで逃げンの？　なあ？」

　使い魔でありながら、必ずしも「Ｖ」の意に沿うばかりではない「鳥」の言葉にも、「Ｖ」は極めて冷静な状態を保てていた。かつて己の中に存在していた過ぎた自信も過度なプライドも、もはや「Ｖ」の中には存在していなかった。

「保険が必要そうだ。あの小僧を連れてくる」

「小僧？　まさかネロってガキか？　そりゃ無茶だ！　ヤツは右腕を持ってかれちまったんだろ？　戦う力なんかねェって！」

　確かに、「鳥」のその言葉は間違ってはいない。今のネロを連れてきたところで、果たしてどこまで戦えるか。だが悲しい事にそんなネロでさえ、力を失ってしまった「Ｖ」よりは遥はるかに戦う事に長たけている。

「それでも、いないよりはマシだ」

　自分がダンテの助力をしたところで、ただ足を引っ張るだけだろう。だがネロなら、スパーダの血を引くというあの青年なら、魔王に勝てる可能性をほんの髪の毛一本程の確率でも上げられるかもしれない。魔王をよく知る「Ｖ」は、それに賭かけるよりなかった。

　魔界へと続く穴から脱出した「Ｖ」は、思うように動かす事もままならない足で必死に急ぎ、モリソンの元へと向かった。帰る時のために、モリソンが少し離れた場所にヘリコプターを待機させている。それを使えば、フォルトゥナとこの場所を往復するのに、そう時間はかからないはずだ。

「ひょっとして……思ったよりヤバい感じ？」

　道中、珍しく不安げに「鳥」が尋ねてきたのを聞き、「Ｖ」は静かに頷くよりなかった。
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　トリッシュは人間ではない。

　魔界の帝王ムンドゥスによって生み出された悪魔だ。

　かつて魔剣士スパーダの裏切りに遭い魔界ごと封印されたムンドゥスは、長い年月の果てに復活を遂げようとしていた。完全ではないものの力を取り戻し、配下の悪魔を再び従える事ができるようになったムンドゥスがまず最初に行おうとしたのは、魔剣士スパーダへの復ふく讐しゆうである。

　ムンドゥスは配下の悪魔達を使ってスパーダの妻と、二人の間にできた双子の息子の居場所を発見した。最も復讐すべき相手であるスパーダの居場所は残念ながら分からなかったが、かと言って、スパーダの血族を許し、のさばらせておくほどムンドゥスは寛大な心の持ち主ではない。

　ムンドゥスの命を受け人間界へと送り込まれた配下の悪魔達は、スパーダの妻エヴァを見事に惨殺してみせた。が、双子の息子を取り逃がしてしまった事がムンドゥスに一抹の不安を与える事となった。

　ダンテとバージル。

　二人の息子はいずれ成長し、スパーダ同様に自分に仇あだなす存在となる事は明らかだったからだ。

　行方をくらませた二人を、ムンドゥスは探らせ続けた。

　最初に見付かったのは、双子の兄バージルである。

　バージルは、素性を偽る事もなく世界を放浪しており、ムンドゥスは彼に向けて幾度となく刺客を放ったものの、それらはみな返り討ちにされた。バージルはスパーダより受け継いだ閻魔刀という魔具を幼いながらに使いこなし、いまだ封印の解けてはいないムンドゥスが送り込める程度の悪魔では、到底、勝ち目などなかったのである。

　一方、弟のダンテは素性を隠し、普通の人間としてどこかで生き延びている事ぐらいしか、分かっていなかった。

　だがスパーダの妻エヴァを殺害してから十数年後、ようやくムンドゥスはダンテと思おぼしき男の存在に辿り着く。

　トニー・レッドグレイブ。

　それがその男の名だった。

　ムンドゥスが配下の脆ぜい弱じやくな悪魔を差し向けてみると、瞬く間にトニーによって蹂じゆう躙りんされたという報告が返ってきた。それは即ち、トニーがダンテである事の証明であったが、同時に、バージル同様、生なま半なかな悪魔ではダンテを討ち取れはしない事を意味してもいた。

　そこでムンドゥスは、既に存在する配下とは異なる「復讐のためだけの」悪魔を作り上げる事を決めたのである。

　ダンテやバージル、そしてスパーダとの戦闘で得られた情報を分析した上で生み出されたその悪魔は、魔界の名工・マキャヴェリが鍛え上げた強靱な鎧を身にまとい、騎士の如き風貌から「黒騎士」と呼ばれるようになった。強力な素体、そして強靱な鎧。そのふたつが合わされば、ダンテなど敵ではない。

　しかし満を持して送り込まれた「黒騎士」は、あと一歩のところまでダンテ──トニー・レッドグレイブ──を追い込んだものの、最終的には敗北を喫してしまう。

　ムンドゥスはその後、何体も「黒騎士」の試作を続けたが、確実にダンテやバージルを殺し得るだけの力を持たせる事はできなかった。

　強い悪魔を生み出すための「素体」の方に、限界があったのだ。

　ムンドゥスの配下達の力では、ダンテを討つには不十分だったのである。

　ダンテとバージルがとある原因で刃やいばを交える事になったのは、ちょうどムンドゥスが新たな素体の必要性を感じ始めていた頃だった。

　世界を放浪し続けていたバージルは、その中で得た知識によって「スパーダの封印」の存在に辿り着いていた。スパーダは、人間界に留とどまるために自らの力を封じていたのである。バージルはその力を自らの物にする事を望んでいた。しかし一方で弟のダンテは、取りつかれたように力を貪むさぼる兄に対し、強い嫌悪感を抱いていた。

　スパーダの封印を解くためには、ダンテとバージルそれぞれに受け渡されたアミュレットを揃えなくてはならない。バージルは当然の如くダンテのアミュレットを奪い取ろうとし、ダンテもまた当然の如く、それを拒んだ。

　配下の悪魔からの報告で双子の争いの事を知らされたムンドゥスは、その戦いを見守る事を決めた。配下を送り込み封印が解ける事を阻止しようとしたところで、ダンテとバージルの返り討ちに遭う事は目に見えている。

　それよりは二人が潰つぶし合う方が、自分にとっては利となるであろう事をムンドゥスは知っていたのだ。

　ムンドゥスの望み通り、双子は刃を交え傷付け合い、そして兄バージルが敗れた。

　本来ならばそれによって、ダンテがスパーダの力を手にするはずだった。

　だがムンドゥスにとって実に都合良く事が運んだのは、双子の最後の戦いが魔界で行われた事、そして兄バージルが敗北した後に、アミュレットと共に魔界に取り残された事だった。

　ダンテはスパーダの力の一部である魔剣「フォースエッジ」を手にしたものの、その力はアミュレットがなければ完全に引き出す事はできない。

　一方で魔界に取り残されたバージルはムンドゥスの存在に気付き、傷付いた体で戦いを挑んできた。それもまた、ムンドゥスにとっては好都合であった。

　バージルは強い。もしも傷付いていない、完全な状態で勝負を挑まれていたら、不完全な復活しか遂げていないムンドゥスは、苦戦を強いられただろう。

　しかし、ダンテとの戦いで立っているのもやっとという有様のバージルを打ち倒し捕らえる事はそう難しい事ではなかった。

　そうして捕らえたバージルを、ムンドゥスは長らく研究を続けていた「黒騎士」の素体として用いた。それにより「黒騎士」は、これまで何体も生み出してきた「量産型」などとは比べ物にならない力を有す事となった。

　ムンドゥスはその悪魔に「ネロ・アンジェロ」と名付けたが、ネロ・アンジェロは強大な力を持つ一方で、ムンドゥスでさえ完全に制御し切れない危うさを持っていた。

　素体となったバージルの肉体に残る微かすかな意思が、完全にムンドゥスに服従する事を拒んでいる──そう感じたムンドゥスは、試みに、バージルから取り上げていたアミュレットをネロ・アンジェロへと与えた。アミュレットは、バージルにとって欲していた「力」の象徴のひとつである。ムンドゥスの手から「それ」を与えられた事で、ネロ・アンジェロはようやく、完全にムンドゥスに対し服従の意を示したのだった。

　ネロ・アンジェロの完成と支配によって、ムンドゥスの復讐の準備は、ようやく成し遂げられたと言っていい。

　だが、ムンドゥスは即座にネロ・アンジェロをダンテの元に送り込んだりはしなかった。悪魔にとって、人間界は存分に力を振るえる場所ではない。万全を期すためには、人間界に攻め込むのではなく、ダンテを魔界へと誘い込んだ方がいい。

　ムンドゥスはそのために、また別の悪魔を生み出した。

　それが、トリッシュである。

　母親への強い思慕を抱えるダンテの気を引くため、トリッシュはダンテの母エヴァに酷似した外見を与えられていた。その結果、トリッシュは見事ダンテを封印の地マレット島へと誘いざなう事に成功し、そして他の悪魔達と連携し、ダンテを討ち取る──はずだった。
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　トリッシュが我に返ったのは、ちょうどダンテと初めて会った瞬間の映像が脳裏に流れ始めた直後だった。

　一体、何秒、或あるいは何分の間、意識を失っていたのか。

　体を起こし、周囲を見回すと、少し離れた場所で膝ひざを突いたレディが息を荒げているのに気付く。

「……やっとお目覚め？」

　トリッシュの覚かく醒せいを見て、レディは掠かすれた声でそう尋ねてくる。

「ごめんなさい……油断してたわ」

　そう口にしつつ立ち上がったトリッシュの脚は、その意思に反して震えていた。

　──ひょっとすると、自分は今、死を意識しているのかもしれない。

　トリッシュは、震える脚に力を込めながら、そんな事を考えた。

　まるで走そう馬ま燈とうのようなあの夢も、死の直前故の事なのか。自分が生み出される前の、しかし様々な悪魔の因子を持つが故に肉体に微かに残された記憶が、ああも克明に思い出された事など、未いまだかつてなかった事だ。

「まだやれる？」

　レディの問いに、トリッシュは頷うなずきながら、その「敵」に目を向ける。

「……どうにかね」

　トリッシュとレディが同時に身構えても、「敵」は身じろぎひとつせず、玉座を思わせるような物体に腰を下ろしたままだ。

　その「敵」はユリゼンというらしい。

　モリソンを経由して受けた依頼によって、トリッシュはレディ、そしてダンテと共に、ユリゼンを狩るはずだった。

　だがダンテを置いて先行したトリッシュとレディは、簡単な依頼という予想に反して、今、ユリゼンに多大な苦戦を強いられている。

「……弾丸代をケチってる場合じゃないわね！」

　言いながら、レディは手にした大型のランチャー──カリーナ・アンから無数のミサイルを、ユリゼンに向けて発射する。それに合わせるように、トリッシュはユリゼンに向けて駆け出していた。

　己に接近するミサイルを見ても、ユリゼンはやはり、動かなかった。

　これまでも、ずっとそうなのだ。

　ユリゼン自身は、ほとんど何もしていない。

　ただ、ユリゼンの傍に浮かぶ奇妙な物体が、レディやトリッシュの攻撃を完全に遮断してしまうのだ。レディが放ったミサイルも、やはりその奇妙な物体が次々に受け止めていく。それを見てトリッシュは、ダンテから託され今は自分の愛剣となっている魔剣スパーダを振り被かぶった。いかにあの奇妙な物体が素早く動けようと、レディの放ったミサイル全てを瞬時に防ぎ切る事はできない。その隙を突いて、どうにか魔剣スパーダの一撃を打ち込む事ができれば、まだ勝算はある。

　しかし、トリッシュが攻撃を繰り出すよりも先に、ユリゼンの体から放たれた波動が、トリッシュを襲っていた。衝撃で、トリッシュも、そしてレディも後方に吹き飛ばされ、壁に激突させられてしまう。

「話にならんな」

　身の毛がよだつような不気味な声で、ユリゼンが呟つぶやく。その呟きを耳にしながら、トリッシュはすぐさま起き上がり、自分の右腕に意識を集中させた。その直後、白い彫像のような物体がトリッシュの右手を覆うようにして現れる。

　それは、かつてダンテが手に入れた魔具のひとつだった。

　魔界の名工、マキャヴェリが作り出した魔銃、アルテミス。無数の光の矢を射出する力を持ったその白く美しい銃身は、黒騎士の鎧と同質の素材で構成されており、いわば黒騎士の「兄弟」と言っても過言ではない。

「これならどう……!?」

　アルテミスが放った光の矢は瞬く間に空中に四散し、多方向からユリゼンに襲いかかった。一方向からの攻撃を防げても、多角的に展開された攻撃に対しては、あの奇妙な物体も無力化するはずだと、トリッシュは考えたのだ。

　だが予想も空しく、その攻撃は再び放たれたユリゼンの波動にかき消され、トリッシュもその波動の衝撃で再度、吹き飛ばされていた。

「あり得ない……こんな力……」

　魔界で生まれたからこそ、多くの悪魔の存在を、トリッシュは知っている。自分を生み出した存在であり、ダンテに封印された「魔帝」、デュマーリ島でダンテに敗れた「覇王」、或いはその部下達。出会った事はない者でも、力を持った悪魔なら噂ぐらいは耳にしている。それが大きな力を持った悪魔なら、尚なお更さらだ。

　だがトリッシュは、ユリゼンという名の悪魔にはまるで聞き覚えがなかった。

　トリッシュさえ知る由もない、生まれて間もない悪魔ならば、トリッシュが知らない事はなんの不思議でもない。しかしそんな悪魔が、ここまでの力を持っているとは考えにくいのだ。

「ダンテ……」

　ユリゼンの正体に思いを馳はせながら、トリッシュはその場に倒れ、そして気を失った。
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　ネロが目覚めると、奇妙な男が傍に立っていた。

　それに気が付いたネロがすぐさま身構えたのは、男が自分の右腕を奪った謎めいた存在なのではないかと疑ったためだ。だが男はベッドの上で身構えたネロを見て、小さく微笑むだけだった。

「……その様子なら、大丈夫そうだな」

　男の言葉を聞きながら、ネロはそれとなく男の様子を窺うかがう。男は全身に刺青いれずみを施し、青白い顔をしていた。手にした杖つえに体重を預け、もう片方の手には古びた本を抱えている。男は窓を背に立っていたが、その窓は開け放たれていた。

「表の入り口は閉まっていたんでな、窓から入らせて貰もらった」

　言いながら、男はネロの許しを得る事もなく、気だるそうにベッドの端に腰掛ける。

「Ｖと呼んでくれ。それが俺の名だ」

　男はそう名乗ったが、ネロはまだベッドの上で身構えたまま、「Ｖ」と名乗る男に対しての警戒を解く事はなかった。同時に無意識のうちに右腕に目を向けていたのは、これまで相手が悪魔かどうかという判断を、悪魔の力を持つ右腕の反応に委ねていたからである。だがネロが視線を向けた先にあったのは悪魔の右腕ではなく、包帯が厳重に巻かれた、肘ひじから先を失った自分の右腕であった。

　ネロは小さく舌打ちをし、自分の右肩を押さえていた。

　右腕を奪われたネロは数日の間、昏こん睡すい状態にあった。そして目覚め、自分が本当に──おぼろげな記憶の片隅に残っていたように──右腕を失っていた事を知ったのだ。だがその翌日となった今でもまだ、自分が右腕を失ったという事実を完全に受け止められてはいない。苛いら立だちを隠せぬまま、ネロは「Ｖ」を睨にらみ付けた。

「……何者だ、お前」

「お前の右腕を奪った悪魔を、俺は知っている」

「Ｖ」はネロの問いには答えず、そんな言葉を口にする。

「……何だと？」

「その悪魔は……お前の右腕に眠っていた閻魔刀を吸収し、強大な力を身に付けた。そして今、その悪魔の元にダンテが向かっている」

「なんでそんな事を知ってやがる？」

　ネロの問いに、「Ｖ」は小さな溜ため息をつき、それから口を開いた。

「俺はダンテと同じデビルハンターだ。お前の右腕を奪った悪魔をずっと……追いかけていた。だからお前が右腕を奪われた事も知っている」

　そこまで言ってから、「Ｖ」はネロに目を向けた。

「ダンテに依頼をしたのは俺だ。俺だけでは到底、その悪魔に勝つ事はできない。ダンテの力を借り、ヤツを倒すつもりだったが……ヤツは俺の想像以上に力を付けていた」

　と、「Ｖ」はネロの右腕の方に向けて小さく顎あごをしゃくる。

「お前も来い、ネロ。ダンテだけでは勝てない相手かもしれん」

　ネロはその言葉に、思わず苦笑していた。

「ダンテじゃ勝てない？　マジで言ってんのか、それ？」

　ダンテはネロにとって命の恩人とも言える存在だ。そしてネロ自身、ダンテと戦った事もある。だからこそダンテの力に対して、ネロは絶対の信頼を置いていた。ダンテが勝てない相手など、どう考えてもこの世には存在しない。

　ネロの問いに対し「Ｖ」は無言のまま、ただゆっくりと右腕を前に突き出した。ネロが目を細め訝いぶかしむと、突如として「Ｖ」の腕に入った刺青が蠢うごめき始める。やがて、信じ難い事に、その刺青が一羽の鳥となって、あたかも最初からそこにいたかのように「Ｖ」の腕の上でネロを見つめていた。

「分かんねえ坊やだな！　とにかくヤベえんだ！　さっさと来い、ノロマが！」

　言葉を発した「鳥」を見て、ネロは思わず「Ｖ」の方に視線を向けていた。

「……あまり猶予はない」

「Ｖ」は「鳥」に関しての説明をする事もなく、ただそう呟くと窓の方に視線を向ける。

「最悪の事態を考えるなら、何も言わず俺に従うべきだ。それとも、自慢の右腕を奪われては、悪魔に勝てる自信がないか？」

　その馬鹿にしたような物言いに、ネロは奥歯を嚙かみしめた。

　見るからに怪しいこの男の言いなりになる事は癪しやくだったが、ネロ自身、右腕を奪ったあの奇妙な男に──「Ｖ」によれば悪魔らしいが──借りを返したいという気持ちは大いにあった。「Ｖ」の言葉が真実であれば、「Ｖ」に従う事は、何の手がかりもなかったその悪魔に辿たどり着ける唯一のチャンスかもしれない。

　右腕を失ったとは言え、勝算はある。かつて悪魔の右腕を人に隠して生活していた頃、ネロは右腕を負傷したふりをして、ずっと左腕だけで悪魔と戦い続けてきたのだ。

　問題があるとすれば、キリエの事だけだった。

　キリエはきっと、ネロがこんな体で悪魔退治に出かける事を許してはくれないだろう。ダンテが既に向かっているとなれば尚更だ。

「武器を取りに行く。少し待てるか？」

　自分を見つめ続けている「Ｖ」に、ネロはそう尋ねた。さすがに得物もなしに徒と手しゆ空くう拳けんでは悪魔と戦う事もできない。キリエやニコにばれぬように、ガレージに置きっぱなしになっているレッドクイーンとブルーローズを持ってくる必要がある。

「急げよ」

　ネロの言葉に、「Ｖ」と「鳥」が同時にそう口にしていた。







[image: ]




　行く手を阻もうとする悪魔を蹴け散ちらして、ダンテはその場に立っていた。

「お前が掃き溜めの王様か？」

　言いながら、ダンテはそれとなく周囲に目を向ける。先行して「魔王」の元に向かったトリッシュとレディの二人は、既に気を失い倒れていた。目の前に座している「魔王」の様子からして、まるで太刀打ちもできぬままやられてしまったらしい。

「驚いたな。その二人は、この世で一番目と二番目に恐ろしい女だぜ」

　それはおそらく、間違いではない。殊こと、悪魔を狩る事に関して、二人以上に長たけている女性はいないだろう。ダンテ自身、何度となく二人に「仕事」を搔かっ攫さらわれた経験がある。

「それを瞬殺って事になりゃ……」

　無言のままの「魔王ユリゼン」を前に、ダンテはホルスターから二丁の愛銃を引き抜き、構えた。

「どうやら大当たりらしいな」

「Ｖ」が「魔王」の名を口にした時から、その事を意識してはいた。しかし心のどこかで、それを否定したい気持ちがあったのは事実だ。

　ヤツはもう二度と復活などするはずがない。できるはずがない、と。

　だがレディとトリッシュが為なす術すべもなく敗れたのであれば、目の前にいる「魔王」の正体がその悪魔である事を認めざるを得ない。

「ダンテ……」

　ずっと無言を保っていた「魔王」がようやく発したのは、そんな言葉だった。

　やはり、「魔王」は自分を知っている。そしてそうである以上、確かに「Ｖ」が言った通り、「魔王」はダンテが戦うべき「理由your reason」に違いなかった。

「憐あわれだな、死に損ない」

「魔王」に向けてダンテはそう呟つぶやく。「魔王」は再び、無言を貫いた。

「反論する気もねェか？　なら、今度こそ地獄へ送ってやる！」

「魔王」に向けて駆け出しながら、ダンテは双銃の引き鉄がねを引いた。常人ならばあり得ない、秒間十数発という凄すさまじい連射に耐えられるのは、世界広しといえどもニール・ゴールドスタインの設計したその二丁の銃だけだろう。

　だが、発射された弾丸はことごとく「魔王」の傍に浮かぶ奇妙な物体に遮られてしまっていた。まるで、それ自身が意思を持つかのように、その奇妙な物体は弾丸を「魔王」の元へ届かせない。

「面倒くせェな……！」

　ぼやき、銃の威力ではその物体を貫けないと判断したダンテは、背負っている大剣リベリオンの柄つかに手をかけた。それは父スパーダから受け継いだ愛剣であり、ダンテが最も長い間信頼を置いている魔具でもある。

　突進の勢いそのままにリベリオンによる突きを敢行したダンテだったが、その突きすらも、奇妙な物体は事もなげに防いでいた。

　普通に考えれば、それはあり得ない事だった。リベリオンの一撃で傷ひとつ付けられない相手など、そう存在するものではない。

「……そんなものか」

　ゆっくりと、「魔王」が言葉を漏らす。そのくぐもった声色からは、「魔王」の正体を窺い知る事はできない。しかしダンテの突きすら防ぎ切る「力」を持った存在など、ダンテが知る限りではたった一人だけだ。

　ダンテを退けるべく放たれたのだろう「魔王」の波動を躱かわし距離を取ったダンテは、再びリベリオンを構えた。

「前よりタフになったか？」

　ダンテの問いに、「魔王」は微かすかな笑い声を漏らした。

「笑ってられるのも今のうちだ。久々に本気で行くぜ」

　そう言って、ダンテは体の奥底に眠る「力」を呼び覚ました。

　それは、幼い頃には扱い切れなかった「力」。一度、死を迎え、それによって目覚めた「力」。体に流れる半分の悪魔の血がもたらす「力」である。

　瞬時に、ダンテの肉体が細胞レベルで変化していく。

　人から、悪魔へ。

　それこそが、普段は人間として日々を送るダンテの、真の姿であった。

　余程の事がない限り、ダンテがその「力」を使う事はない。自分は人間だという思いが、ダンテに悪魔の姿を取る事を躊躇ためらわせるのだ。

　だが「魔王」には、その力を使わねば勝つ事などできはしないだろう。

「さっさと終わらせるぜ。一日遅れだが、誕生日を祝ってやりたいヤツがいるんでな」

　完全に悪魔の姿へと変わり果てたダンテは、そんな呟きと共に再び「魔王」へと突進していた。
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　レッドグレイブ市の中央広場は、野次馬達でごった返していた。

　彼らが戸惑いながら視線を向けているのは、数日前に突如として地中から生えてきた謎の樹木状の物体である。ある者は写真を撮り、ある者は聖書の文言を口にしながら跪ひざまずき祈りを捧ささげ、またある者は恋人と思おぼしき女と、その奇妙な樹の正体について議論を交わしている。

　そこから少し離れた場所で、モリソンは葉巻に火を点つけながら、愛用の懐中時計を見つめていた。ダンテ達があの樹の中に飛び込んでから、既に三時間以上も経過している。引き返してきた「Ｖ」の頼みでネロという若者を連れて戻ってからでさえ、とうに三十分は過ぎていた。

　懐中時計を胸ポケットにしまい、モリソンは数歩前に歩んでから、改めてその奇妙な樹を見上げた。それが本当に樹なのかどうか、モリソンには分からない。だがこれまで幾度となく悪魔絡みの仕事をダンテ達に斡あつ旋せんしてきた経験から、その奇妙な樹がこの世の物ではないという事を、モリソンは感じていた。

「長い付き合いだが……こんなに手こずるのは初めてだな」

　葉巻をふかしてから、モリソンはそう呟いた。

　嫌な予感が当たったのかもしれない。「Ｖ」からこの街の名を聞かされた時から、その予感はずっとモリソンの中に存在し続けていた。

　レッドグレイブ。

　この街が、かつてダンテが名乗っていた偽名──トニー・レッドグレイブ──と同じ名を持つ事は、どう考えても偶然とは思えない。モリソンはダンテの素性の全てを知っているわけではないが、しかし、ダンテが偽名を使って生きていた背景に致し方ない事情が存在したのであろう事は想像できる。

　奇妙な樹を見上げたまま、モリソンはトニーと名乗っていた頃のダンテとの交流に思いを馳はせていた。

　トニーと組めば不幸になる。

　いつ頃からか、トニーにはそんな悪評が付いて回るようになっていた。トニーと組んで仕事をした者が次々に死んでいった事実を考えれば、それが根も葉もない噂とは言い切れなかった。一人でこなせる仕事ならともかく、複数人でやる仕事となれば、誰もトニーとは組みたがらない。モリソンの元に舞い込んでくる仕事は、たった一人でこなせる物はほとんど稀まれで、そのためモリソンは──トニーの悪評を心の底から信じていたわけではなかったが──トニーと距離を置く結果となっていた。

　悪魔などという存在を知らなかった当時のモリソンには想像も付かなかった事だが、おそらくその頃から、トニー──ダンテと悪魔達との戦いは始まったのだろうとモリソンは思う。

　ダンテは、伝説の魔剣士スパーダの息子だという。

　人間の為に剣を振るった悪魔。同胞であった魔王を打ち倒し世界を救った英雄。

　つまり悪魔達にとって、ダンテは憎き仇かたきの血縁者という事だ。それならば、幼い頃から悪魔達に命を狙われていたとしてもなんら不思議はないだろう。ダンテはそんな悪魔達から逃れるために偽名を使い、素性を隠していたのではないか。

　だが、ちょうどトニーに悪評が付きまとい始めたあの頃、とうとうダンテの存在を悪魔達が嗅かぎ付けたのかもしれない。悪魔達は当然、トニーと名乗るダンテを殺そうとしたはずだ。そして、たまたまダンテの近くにいたばかりに、悪魔とダンテの争いに巻き込まれる形で命を落とす羽目になった便利屋達がいたのだとしたら、トニーと組めば不幸になるというあの悪評の原因にも納得がいく。

　無論、全てはモリソンの勝手な想像でしかない。

　しかし、モリソンの中の消えやらぬ不安が、その想像の正しさを証明しているように思えてならない。だとすれば、このレッドグレイブ市で復活しつつあるという「魔王」は、ダンテという一人の男の根幹に関わる存在なのだ。

　かつてマレット島に現れた「魔王」と同じように。

　あの時も、ダンテはなかなか事務所に戻ってはこなかった。

　モリソンが知る限り、ダンテが数時間を要した仕事は、そのマレット島に赴いた時を含めて、数回しかない。悪魔を殺すという仕事に関して──それを生業なりわいとする者などそうはいないが──ダンテの右に出る者などいはしない。大抵の仕事は数分、手こずってもせいぜい一時間で終わらせてしまう男だ。

　そんな男が今、かれこれ三時間もの間、戻ってきていない。

「大丈夫なのか、ダンテ……」

　モリソンは、奇妙な樹を見上げたままで独り呟いた。
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　奇妙な樹の中へ侵入し、しばらく歩いたところで、ネロは足を止めていた。

　進路の遥はるか先の方に、巨大な悪魔と戦うダンテの姿を見付けたからだった。その表情は決して余裕とは言い難いが、しかし圧倒的な苦戦というわけではないように見える。

「……生きてるじゃねェか。来た意味あったか？」

　ネロが独り言のように呟つぶやくと、やや遅れていた「Ｖ」はネロの隣まで歩を進めながら、

「ヤツを甘く見るな」

　と、ネロを窘たしなめるように言った。

「ヤツはお前の右腕を奪い、強大な力を得てるんだぞ」

　そんな「Ｖ」を振り返り、ネロは改めてこの「Ｖ」という男が何者なのかについて考えていた。青白い素肌、全身を覆う刺青いれずみ。杖つえを手にしてはいるが、常にそれに体重を預けているというわけではない。「Ｖ」の傍を飛んでいる「鳥」は、悪魔の一種だろう事は理解できるが、それ以上の事は何も分からない。つまるところ、いまだ謎の多い男なのは確かだった。

「俺が先行する……遅れるなよ」

「……ああ」

「Ｖ」の言葉にネロが小さく頷うなずくと、「Ｖ」は「影」に乗って滑るように先へと進んでいった。それもまた、「Ｖ」の力のひとつなのだろう。お喋しやべりな「鳥」と言い、得体の知れない能力の持ち主だ。

「Ｖ、ね……どう考えても怪しいよな」

　明らかな偽名、胡う散さん臭くさい風体、必要以上の事は何も語ろうとせぬ態度、そして不可思議な能力の数々、そのどれもが「Ｖ」という男が信用に値せぬ存在である事を告げている。しかしその一方で、どういうわけか、「Ｖ」という男を信じたいという自分がいる事も、また事実だった。「Ｖ」の声、「Ｖ」の視線、或いは佇まい、それら全てが理屈抜きにネロの体と心をそう反応させるのだ。そうでなければ、あんな男に従ってこんな場所まで足を運んではいない。

「しょうがねェ、今は従ってやるよ」

　そう呟き、ネロは自分の右肩を撫なでさすった。右腕が失われた体の感覚にも、ようやく慣れつつある。

「クソ野郎に借りを返さなきゃならねェしな」

　ネロの視線の先では、まだダンテが戦いを続けている。相手である巨大な悪魔は、身動きする事もなくただ座してダンテをあしらっているように見えた。「Ｖ」の言う通り、強大な相手なのは間違いない。

　ダンテでさえ倒しあぐねている相手に、右腕を失った自分で勝てるかどうか。

　ネロは一瞬その事について思いを巡らせかけたものの、すぐに頭かぶりを振って前へと歩き出した。仮に、勝てる見込みがないのだとしても、自分が先へと進むのは分かり切っていた。

　自分の右腕を奪った悪魔を、許す事などできない。

　だがそれでも、奪われたのが右腕だけだったなら、ネロも今回の件はダンテに任せて引き下がっていたかもしれなかった。

「……閻魔刀は俺の手で取り戻す」

　自分に言い聞かせるようにそう呟いて、ネロは歩き出す。

　ダンテの兄の形見だというその刀は、フォルトゥナの事件が終しゆう焉えんを迎えた折、ダンテがネロに預けてくれたものだった。まるで駄々をこねる子供に飴あめ玉だまをくれてやるような気軽さで、ダンテはネロに「持ってろ」と告げた。

　本来ならば自分が回収すると言っていた閻魔刀を、ダンテが何故にネロに預けてくれたのか。ダンテはその理由をネロに告げようとはしなかった。ネロが閻魔刀に強い執着を持っていたから、という理由ではないだろう。そんな理由で、兄の形見であり、悪用されれば世界を滅ぼしかねないような魔具を、赤の他人のネロに預けるとは思えない。

　ただ本当の理由はどうあれ、閻魔刀を預けられた事は、ダンテがネロを信用してくれたからであろう事は、疑いようがなかった。

　しかし、ネロはその閻魔刀を奪われてしまったのだ。悪魔の右腕と共に。

　それこそが、今ネロを前へ進ませている何よりの理由であった。

　ダンテの信用を裏切ってしまったという罪悪感。閻魔刀を守り切れなかった事への大きな後悔。

　気が緩んでいたのだ。強大な悪魔など出る事がないフォルトゥナでの生活に、キリエや孤児達との温かな暮らしに、ネロはいつしか自分の身に危機が訪れる事など想像もしなくなっていた。フォルトゥナで起きた事件が、自分にとって生涯最大の事件だろうと、心のどこかで思ってしまっていたのだ。

　そんな事を考えながら歩を進めるうち、ネロの進行を阻むかのように無数の悪魔がどこからともなく出現していた。ハエとカマキリが合わさったような醜悪な見た目のその悪魔を見て、ネロは小さく微笑みを浮かべていた。

「やる気か？　来いよ！」

　こんな所で立ち止まるわけにはいかない。片腕でも十分に戦える事を証明するべく、ネロは背中のレッドクイーンの柄つかに手を伸ばした。
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「Ｖ」が先行したのは、ネロが少しでも楽に先へと進めるようにするためだった。この奇妙な樹、クリフォトの内部は魔界へと通じる穴でもある以上、無数の悪魔が人間の血を求めて徘はい徊かいしているのだ。そんな悪魔をいちいち相手にしていては、時間も体力も浪費してしまう。今のネロが万全な状態ではない以上、なるべくその浪費を抑えさせた上で迅速に「魔王」の元に辿たどり着かせてやらねばならない。

　しかし、「Ｖ」が道を阻む悪魔を退けて待っていても、当のネロは一向に現れる様子がなかった。

「……遅くね？」

　傍で飛ぶ「鳥」がそう呟く。ほぼ同時に、「Ｖ」の足元にいる猫のような形状の「影」も同意するかのように小さく吠ほえた。

「猫ちゃんも遅ェってよ」

「鳥」のその言葉に、「Ｖ」は小さく溜ため息をついた。背後では、まだダンテと「魔王」が戦っている気配が続いている。「魔王」を打ち破るためには、ダンテが無事なうちにネロを送り届けるしかない。仮に「Ｖ」が一人でダンテに加勢したところで、「Ｖ」の力では「魔王」に傷ひとつ付ける事もできないだろう。

「……戻るぞ」

「Ｖ」の呟きに、足元の「影」が形状を変えながら、「Ｖ」の足元にまとわりついてくる。その「影」に乗る事で、「Ｖ」は自分の身体能力を超えた素早い動きが可能となるのだ。それは今や死の淵ふちにあると言っても過言ではない「Ｖ」に残された僅わずかな「力」だった。

「影」の力を借り、来た道を戻った「Ｖ」が目にしたのは、悪魔達と戦っているネロの姿だった。「Ｖ」に気付く様子もなく、ネロは手にした剣と銃とで悪魔を屠ほふっていく。その戦いに、懸念していたような危うさはない。右腕こそ失ったものの、ネロにはまだ十分に戦う力が残っているのは間違いなかった。

「Ｖ」が足を止めたのと同時に、「鳥」がネロの方に向かって飛んでいく。それでようやく「Ｖ」の存在に気付いたらしいネロは、小さな笑みと共に首を傾げた。

「なんだ？　戻ってきたのか？」

　吞のん気きにそんな事を言うネロに、「Ｖ」が舌打ちをしながら近付いていった。

「言ったはずだ……お前なしで勝てる相手じゃない」

　その「Ｖ」の言葉に対しネロが口を開きかけた直後、周囲にまた無数の悪魔が現れていた。即座に、頭上を飛んでいた「鳥」が稲妻を発し、その悪魔達を焼いていく。

「分かってンのか、ヒーロー？　さっさと行けって事だ！　ここは俺達が引き受けてやるからよ！」

　促され、ネロはようやく納得したように先へと進んでいく。

　それを見届けた後で、「Ｖ」は「鳥」が相手をする悪魔に目を向けた。

「おい、Ｖ！　さっさと手伝え！　俺達じゃ殺し切れねェ！」

「鳥」が悪魔達に稲妻を見舞いながら叫んだ。「Ｖ」の足元にいた「影」も、悪魔達の相手をすべく駆け出していく。

「Ｖ」の使い魔とでも言うべきこの二匹は、有象無象の悪魔ならば敵かなうべくもない力を有している。「Ｖ」は何もせずただ見ているだけでも、二匹は悪魔達を圧倒できるだろう。

　しかしそれでも、この二匹に悪魔達を「殺す」事はできない。

　二匹は、あくまで「夢」のようなものだからだ。人は夢の中で苦しむ事はあっても、夢によって殺される事はない。それと同じように、この二匹は悪魔を苦しめる事はできても殺す事まではできないのだ。

「おい、Ｖって！　さっさとヤれよ！」

　ぐったりとしている悪魔の頭上を飛び回りながら、「鳥」が再び叫ぶ。

「急せかすな」

　呟つぶやいて、「Ｖ」は悪魔へと近付くと、手にしていた杖つえをその体に突き立てた。

　ほんの僅かな「力」しか残されていない「Ｖ」にただひとつできるのが、「夢」に苦しめられた悪魔達に死を与える事だ。

「……ゴミめ」

　杖を突き立てた悪魔に「Ｖ」がそう吐き捨てたのと同時に、悪魔の体が砕け散った。

　これで一匹。だがまだ殺さなくてはならない悪魔は無数にいる。

「その調子で頼むぜ、Ｖちゃん！　ハッハー！　さっさと坊やと合流しなきゃな！」

「分かっている」

「鳥」の言葉に応じるように「Ｖ」は次なる標的の悪魔に向けて歩き出した。
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　ネロが病室を抜け出したという報しらせを受け、キリエは酷ひどく狼狽うろたえてしまっていた。

「ニコ……どうしたらいい？」

　震える声で尋ねられ、ニコは思わずキリエを抱き締めたい衝動に駆られたが、後でネロに何を言われるか分からないと思い、どうにかその衝動を抑えた。

「どうするも何も、待つしかないだろ。そのうち帰ってくるさ」

　ニコはそう言ってキリエを宥なだめようとしたが、キリエは不安から抜け切らぬ様子で周囲を見回していた。二人がいるガレージにもネロの姿はなく、それどころか置いてあったはずのレッドクイーンとブルーローズは、忽こつ然ぜんと消え失うせている。

　何処へかは分からないが、ネロが戦いに赴いたのは明らかだった。

　そして、キリエがどう思っているかは定かではないが、今のネロが戦いに向かう理由は、右腕を奪った相手くらいしかいない。

「ネロ……」

　不安混じりの呟きを漏らすキリエから、ニコは目を背けた。

　こうなる事ぐらい、分かっていただろうに。

　常日頃からキリエの事を慮おもんぱかるネロらしくない行動だった。だが、気持ちは理解できる。もしも今のネロが戦いに赴く事をキリエに告げれば、キリエは間違いなく反対しただろう。そしてキリエに強く反対されれば、ネロはそれを思い留とどまるしかないはずだ。

　だからこそ、ネロは黙って出ていったのだろう。

　ニコにとって不可解だったのは、ネロが果たして「どこに」向かったのかという事だった。右腕を奪った相手の元に、という理屈は理解できる。しかしそれが何者でどこにいるのか、意識を取り戻したネロは何も知らない様子だったのだ。

「ねえ、ニコ」

　名を呼ばれ我に返ったニコが声のした方を振り返ると、ガレージの入り口にフリオが不安げな顔をして立っていた。

「なんだ、フリオ？　飯はまだだぞ」

　ニコの言葉に、フリオは首を横に振りながら駆け寄ってくる。

「あのさ、昨日の夜にヘリコプターを見たんだ」

　唐突な情報に、ニコは眉まゆを顰ひそめた。

「今の状況分かってるか、お前？　そんな報告──」

　そこまで言いかけて、ニコはしゃがみ込んでフリオの顔を覗のぞき込んだ。

「ちょっと待て。そのヘリは、ひょっとしてこの街に着陸したか？」

「うん……街の外れの方に降りていった」

　頷うなずいたフリオは心なしか、精気に欠けている。フリオなりに、ネロが消えた事の重大さを理解しているのかもしれない。

「それ、本当なの？」

　ニコとフリオのやり取りに気付いたキリエがフリオに近付き、ニコと同じようにしゃがみ込んでフリオに尋ねる。

「本当だよ。本でしか見た事なかったから、びっくりしたけど……」

　その言葉に、ニコはキリエと顔を見合わせていた。

　こんな田舎町にヘリコプターが着陸する事など、おそらく滅多にある事ではないだろう。そしてその直後にネロが消えたとなれば、そこに因果関係があると考えるのは極めて自然な事だと言える。

「その後、ヘリはどうした？　また飛んでったのか？」

　念のためにニコが確認すると、フリオは頷いてみせた。

「……なるほど」

　立ち上がりながら、ニコは呟いた。

　だとすれば、ネロはそのヘリコプターでどこか遠方まで出かけて行った可能性が高い。そしてそんな「迎え」が来た以上、右腕を奪った存在に関する情報も、「迎え」と共にもたらされたのだろう。

「一体どこに……」

　また不安げにキリエが声を漏らした。いくらなんでも急展開に過ぎる。だがそれだけ急がねばならない事情があったのかもしれない。

「言っただろ、キリエ。待つしかない。大丈夫、アイツはタフだ。そう簡単にくたばったりしないさ」

　さして根拠もないまま、ニコはそう言ってキリエを落ち着かせるしかなかった。

「……そうね」

　キリエも、自分を納得させるように頷く。ネロを捜しに行こうにも、キリエは子供達の面倒を見ている以上、この街を離れるわけにはいかないだろう。動けるとすればニコの方だが、依然どこに向かったとも分からぬネロを捜しに出かけるなど無謀な行為だという事は分かり切っていた。

　やはり、待つしかないのだろう。

　ネロが帰ってくるか、或あるいはネロの居場所についての情報が入ってくるかを。

「キリエ」

　ニコは煙草を咥くわえながら、口を開いていた。

「しばらく飯はいらない。ガレージにガキどもを近付けさせないでくれ」

　唐突なニコの言葉に、キリエは不思議そうにニコを見やった。

「……どうしたの、急に？」

　煙草を吸うため──キリエの傍では煙草は吸わないと決めていた──ガレージの外の方に向かいながら、ニコはその問いに答える。

「これから徹夜で設計をする。ちょっと面倒な作業だからな、できるだけ集中したい」

　キリエはそれ以上追求してくる事はなく、ただ「分かった」と呟くだけだった。

　ガレージの外に出て煙草に火を点ともしたニコは、頭の中で「設計」の事を考え始めていた。それはネロが右腕を失ったあの瞬間から、おぼろげにではあるが、考えていた事だった。

　義手を作る。

　ネロの生活に支障が出てはキリエも困るだろうと思い、いずれそれが必要になるだろう事は感じていたのだ。

　だが、もしネロが何らかのトラブルに巻き込まれているのだとしたら、必要になるのはただの義手ではないのかもしれない。おそらく、必要になるのは「力」だ。失った悪魔の右腕の代わりとなり得る「力」。そのためには、ニコがアグナスの研究を元に独自に造り上げようとしていた「武器」と「義手」とを融合させる他ないだろう。

　仮に、ネロがそんな物を望まなかったとしても、

「……面白い」

　そう思ってしまった以上、ニコは「設計」をせずにはおれないのだ。

「せいぜい無事に戻ってこいよ。とっておきの作品を拝ませてやる」

　どこにいるかも分からないネロにそう呟いて、ニコは上空に向けて煙を吐き出した。
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　ネロが「魔王」の元に辿たどり着いたのと、ダンテが「魔王」の攻撃によって吹き飛ばされるのとは、ほぼ同時の出来事だった。

　地面に打ち付けられたダンテは、ネロが呼びかけるよりも先にぐったりと気を失ってしまい、息はしていたが、そう簡単には目覚めそうもなかった。ネロがそのまま周囲に視線を向けると、かつてフォルトゥナで会ったトリッシュという女と、おそらくはダンテの仲間なのだろう、黒髪の女が同様に倒れている。

　三人がかりで「魔王」にやられてしまったという事なのか。

　思案するネロをよそに、「魔王」が小さく手を突き出し、ダンテに向けて触手のような物体を伸ばしていく。それを見て、ネロはすかさずブルーローズの引き鉄がねを引いていた。弾丸が命中した触手が、怯ひるんだように元の場所に戻っていく。

「……無駄足にならなくて済んだな」

　ダンテでも勝てないかもしれないという「Ｖ」の言葉がようやく真実味を帯びてきた事を感じながら、ネロは小さく微笑んでいた。

　ダンテは、ネロにとって命の恩人と言ってもいい。

　大きな惨事は起きてしまったが、その中で今いるフォルトゥナ市民が生き残る事ができたのも、キリエが無事でいてくれた事も、全てはダンテのおかげだ。

　だからネロは、いつかダンテに恩を返せる日が来る事を心のどこかで願っていた。

　自分がそうされたように、ダンテの危機を救えるような事があれば尚なおいい。そう思っていたのだ。

　今が、まさにその時だ。

　今度は、自分がダンテを救う。

　その決意と共に、ネロは「魔王」を睨にらみ付けた。

「おい、そこのクソ野郎！」

　ネロがそう呼びかけても、「魔王」は座したまま身動きひとつしようとしない。

「人の物は盗むなってママに教わらなかったかよ？」

　この「魔王」こそが自分の右腕を奪った悪魔だという「Ｖ」の言葉を信じ、そう尋ねてみたものの、「魔王」は一言も発する事はなかった。だが、そんな事は別に構いはしなかった。もはやこの「魔王」が敵なのは分かり切っている。自分の右腕を奪った相手だろうと、なかろうと、倒すべき存在なのは間違いない。
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　レッドクイーンの刃やいばを地面に突き立て、ネロは再び微かすかな微笑みを浮かべていた。

「悪いな、ダンテ……」

　呟つぶやきながら、レッドクイーンのグリップを捻ひねる。それと同時に、レッドクイーンは炎を噴き出しながら低く唸うなった。

「この獲物、俺が頂くぜ！」

　依然、言葉を発しようとはしない「魔王」に対し、ネロは一心不乱に駆け出していた。ダンテですら敵かなわなかった相手なのであれば、小細工を弄ろうしたところで無駄だろう。悪魔の右腕も失くしたネロにできる事は、真っ直ぐ近付いて、今の自分が出し得る最大威力の一撃を喰くらわせてやる事だけだ。

「喰らいやがれッ！」

　レッドクイーンを振り被かぶりながら、勢いのままに体を回転させる。その回転を利用して繰り出す横よこ薙なぎの一撃は、しかし、「魔王」の周囲を漂っていた奇妙な物体に阻まれた。

　だが、それはネロにとって予想していた事態だった。そんな一撃が素直に通るのであれば、ダンテが敗れるなどという事態に陥るはずもない。

「まだだ……ッ！」

　レッドクイーンの刃を受け止めた奇妙な物体を睨みながら、ネロはレッドクイーンのグリップを捻る。噴射された推進剤と炎とが、一度は食い止められた剣けん戟げきに再び加速を与えた。だがそれでも、奇妙な物体はその場から動く様子はない。何か魔力の障壁のような物を展開しているのだろう、その周囲はぼんやりと光って見える。

「これでブッ壊れたっていい！　最大出力で押し切るしかねえんだよッ！」

　悲鳴のような駆動音を上げるレッドクイーンに構わず、ネロは二度、三度とグリップを捻り上げた。だがそれでも、並の悪魔なら両断できているはずのその加速でも、奇妙な物体を一ミリたりとも動かす事ができない。

　やがてネロの視界の端で「魔王」が小さく手を掲げると、魔王の座している玉座のような物体から伸びた「触手」がネロを襲ってくる。ダンテを救った時のようにブルーローズでそれを撃ち落とそうにも、いつも銃を扱う左腕がレッドクイーンを手にしている以上、どうにもならない。最大出力で加速しているレッドクイーンから手を離す事は不可能だ。ならばと右腕に意識を向け、ネロは小さく舌打ちをしていた。いつもならばこんな時、右腕で相手の攻撃を受け止めるのがネロの戦い方だった。だが、それを可能とした悪魔の右腕は、もうネロからは失われているのだ。

「……クソッタレ！」

　せめて、あと少し時間があれば。左腕一本での戦いに慣れるだけの時間があれば、こんな単純なミスを犯しはしなかったのに。

　それを悔やみながら、ネロはまともに「触手」の一撃を受けるよりなかった。腹部に鉄塊でもぶつけられたかのような衝撃に、ネロは大きく後方に吹き飛ばされる。そのまま無様に地面を転がったネロが辛うじて身を起こすのと同時に、地面が大きく揺れ始めていた。まるで、何かの予兆のように。

「こりゃダメだ……もうオシマイだ！」

　ネロの背後で「鳥」が叫んでいるのが聞こえてくる。ようやく「Ｖ」が追い着いてきたのだろう。だがそれを振り返って確かめる余裕すらネロにはなかった。早く、次の一撃を繰り出さなければ。今の自分にできる事をやらなくては。攻撃を阻むあの奇妙な物体とて、いつまでも盤石のままではないだろう。攻撃し続ければ、いつかは破壊できるはずだ。

　頭でそう考えてはいたものの、ネロは荒い息を整えるのに必死で、体を動かす事ができなかった。辛うじてネロにできたのは、ただ「魔王」を見つめる事だけだ。

「魔王」がゆっくりと手を掲げた。

　ネロにトドメを刺そうとしているのだと分かる。だがそれでも、ネロの体は動かない。歯は嚙がみしながら、必死でブルーローズを手に取ろうとした瞬間、聞き覚えのある銃声が鳴り響き、「魔王」の手の動きが止まっていた。

　銃声のした方に視線を向けると、いつの間に目を覚ましていたのか、ダンテがエボニーとアイボリーを構えて立っている。

「……ラウンド２だ」

　そう呟くと、ダンテは身構え、瞬時に悪魔の姿へと変身する。

　加勢するべくネロがブルーローズを手に駆け出そうとするよりも早く、変身したダンテが「魔王」に向けて凄すさまじい速度で突進していく。しかしそんなダンテの一撃さえも、「魔王」は容易たやすく受け止めていた。

　衝突した衝撃で、地面が再び大きく揺れる。

「Ｖ！　ネロを連れて行け！　余計な真似しやがって！」

　鍔つば迫ぜり合いのような格好で「魔王」と対たい峙じしているダンテは、背後を振り返りながらそう叫んだ。

「ふざけんな！　俺はまだやれる！」

　不覚を取ったが、致命傷を受けたわけではない。ここで引き返すなら、何のために来たのか分からない。ネロは、おぼつかない足取りでダンテの方に駆け出した。しかしその直後、ダンテがネロに向けて再び叫び声を上げていた。

「下がれ、ネロ！　お前じゃ足手まといなんだよ！」

　その言葉に、ネロは思わず足を止めてしまった。よもやそんな言葉を投げかけられるとは思ってもいなかったのだ。ダンテが強い事は承知している。今の自分では及ぶべくもないだろう事も、認めたくはないが理解している。だが「足手まとい」とまで蔑さげすまれる程だとは思ってはいない。

　自分は、ダンテを助けに来たのだ。

　ダンテだけでは勝てないかもしれない相手だと聞き、少しでも助力となるべく駆け付けたのだ。

　ネロがそんな事を思っているうちに、地面の揺れはどんどん大きくなっていた。明らかに危険そうな雰囲気ではあったが、それでもその場から引き下がる気はネロにはない。

「ネロ、行くぞ！」

　そんなネロを窘たしなめるかのように「Ｖ」がネロの肩を摑つかんだが、ネロはその手を振り払って「魔王」の元に駆け出そうとした。その直後、崩壊した天井の破片が、ネロの頭上から落下してくるのに気付く。

　避よけながら前へ進もうとしたが、同時に足元を襲った大きな揺れに、ネロはよろめいてしまった。そのまま後方に転がり、ネロが元いた場所に次々と「破片」が落ちていく。まるで「魔王」への道が閉ざされようとしているかのように落下する「破片」を見ながら、ネロはどうにか立ち上がった。

　まだ間に合う。

　今ならまだ、あの「破片」を乗り越えてダンテの元に行ける。しかしそんなネロを、背後から「Ｖ」が抱きかかえるようにして押さえ付けていた。

「逃げるんだ！　ヤツの力は想像を遥はるかに超えていた！」

　ネロは、声を荒げる「Ｖ」を振り払おうともがいたが、まだ万全とは言えない体では抗あらがい切る事ができず、次第に「Ｖ」に引きずられるようにして後退させられていた。そうしている間にも「破片」の落下は続いている。積み重なり壁のようになりつつある「破片」の隙間からは、まだダンテの姿が辛うじて見えていた。

「足手まといだと!?　ふざけんじゃねェぞ！」

　目の前に降ってきた「破片」にしがみ付きながら、ネロは叫んだ。

　自分がどんな思いでここまで来たか。自分を認めてくれた男を助けるため、自分の不始末の責任を取るため、たとえ微力でも力になるためだ。それがまさか「微力」にすら値しないゴミのような扱いを受けるとは。

「悔しいなら強くなる方法を考えろ！」

　ネロを「破片」から引き剝はがしながら「Ｖ」が再び声を荒げる。

「ダンテが負ければ、ユリゼンを倒すのはお前の役目なんだぞ！」

　聞き慣れぬ名に、ネロは微かに眉まゆを顰ひそめていた。

「ユリゼン……？　あのクソ悪魔の事か？」

　ネロの呟きに、「Ｖ」は小さく頷うなずく。

「そうだ。魔王ユリゼン……それがお前の右腕を奪った悪魔の名だ」

　それを聞き、ネロはユリゼンの方を振り返ったが、既に積み重なった「破片」は完全にネロとユリゼンとの間を遮断していた。もはやネロが加勢に向かう事もできそうにない。

「急ぐぞ……このままでは脱出も不可能になる」

「Ｖ」がそう言って歩き出す。ネロは、それに従うより他なかった。
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　異変に気付いたのは、野次馬の中にいた一人の男だった。

「おい……なんだ、アレ？」

　上の方を指しながら男がそう言うと、釣られるように周囲の皆もそちらへと視線を向ける。モリソンもまた彼らと同様に上部に視線を向け、そして目を細めた。

　奇妙な樹の一部が、大きく蠢うごめいているのだ。

　ザワつく野次馬達をよそに、蠢いていた部分が一気に崩壊し、奇妙な樹の中から飛び出してきたのは、他ならぬネロと「Ｖ」の二人であった。

　野次馬達は、ある者は悲鳴を上げ、ある者は驚きの叫びを上げたが、広場へと着地したネロと「Ｖ」は、そんな事に構う様子もなく真っ直ぐにモリソンの方へと向かってくる。

「おい……何が起こった？　ダンテはどうした？」

「時間稼ぎをしているが、長くは持たんだろう」

「Ｖ」がそう言ったのを聞き、モリソンは思わず奇妙な樹の方を振り返っていた。と、いつの間にか奇妙な樹の傍に「触手」のような物が蠢いていた。砕けたアスファルトを見る限り、地面から突き出したものらしい。

　野次馬達は呆ほうけたようにその「触手」を見つめていたが、その触手の一本が鋭い先端で野次馬の一人を刺し貫いたのを見て、周囲は即座に悲痛な叫びで溢あふれ返った。人々が逃げ惑う中、無数の「触手」が次々に市民を貫いていく。

「まさか……ダンテが負けたってのか？」

　モリソンが呟つぶやくと、隣のネロが舌打ちをしながら「触手」の方に向かって歩き始める。しかしすぐさま「Ｖ」がその行く手を阻んだ。

「やめておけ。今は撤退するしかない」

「Ｖ」のその言葉に、ネロは歯嚙みしながら、モリソンを押し退けるようにして後方へと歩き始めた。そして「Ｖ」がそれに続く。未いまだ事態を完全には把握できていないモリソンではあったが、「Ｖ」とネロがそうする以上は二人に従うしかない。仲介屋に過ぎないモリソンに、この場でできる事など何もありはしない。

「だが撤退してどうする？　何か策はあるのか？」

　小走りで追い着きながら、モリソンは「Ｖ」に尋ねた。

「策などない。だが必要な物は分かっている。〝力〟だ。ヤツを倒せるだけの」

「力って……そんな簡単にどうにかなるもんか？」

　モリソンの再度の問いに、「Ｖ」は小さな溜ため息をついた。

「どうにかするしかない。おそらく猶予は長く見ても一ヵ月というところだろう。それまでに何とかできなければ……この世界は終わりだ」

　モリソンは息を吞のんだ。これまでにも、世界の終わりや破滅の危険性のある「事件」を扱った事は何度かある。だがその度にダンテがそれを解決してみせた。それだけに、どんな危機であろうとダンテが関われば何とかなると、モリソンは思い込んでいたのだ。

　言うなればモリソンにとって、ダンテは「切り札」だった。

　そしてモリソンは三流のポーカープレイヤーのように「切り札」を出し惜しんで破滅を迎えるようなヘマはしない。いつだって「切り札」を最初に出し、そして勝ってきたのだ。

「おい……本当にダンテは負けちまったのか？」

　そう尋ねた自分の声が震えているのが分かる。

　確かに嫌な予感はしていた。しかしそれでも、万全を期せば最後には笑い話になるだろうという甘い目もく論ろ見みがあったのは事実だ。

「おそらくはな」

「Ｖ」がそう呟く。

「なんてこった……！」

　他に何かできる事はなかったのか？　モリソンが真っ先に考えたのはそれだった。だがレディを呼び、トリッシュを呼び、「Ｖ」の提案を受けてネロという若者まで巻き込んで、それでも駄目だったのだとしたら、どう考えてもモリソンにそれ以上の「手」はない。

「諦あきらめるな……人間は諦めない。それだけが取り柄だろう」

　その言葉は「Ｖ」にはあまり似つかわしくないようにモリソンには思えた。「Ｖ」なりにモリソンを励まそうとしているのか、或あるいは自分自身にそう言い聞かせるための言葉だったのか、モリソンには知る由もない。

「一ヵ月……一ヵ月、時間があるんだな？」

　ずっと黙って歩を進めていたネロが不意に口を開く。

「そうだ。それまでに力を手に入れろ。何をしても構わん。ダンテ以外にヤツを……ユリゼンを止められる可能性があるのは、お前だけだ」

「Ｖ」の言葉に、ネロは立ち止まってモリソンを振り返る。

「モリソン、フォルトゥナに向かってくれ」

「それは構わんが……何かアテがあるのか？」

「ねェよ、そんなもん。だけど俺が戻る場所はあそこしかない。考えるさ、一ヵ月……そしてまたここに戻ってくる」

　その真っ直ぐな瞳ひとみを見て、モリソンは自分の老いを感じずにはいられなかった。ダンテという「切り札」を失い、もはや自分は諦めかけている。けれどネロは、目の前にいるこの若者は、まだ諦める事を拒否している。

　その諦めの悪さは、若さ故のものだろう。だがそんな若さが、時として大きな力を生む事もある。

　ネロという若者の事を、モリソンは詳しくは知らない。

　何年も前にダンテから、フォルトゥナという街に面白い若者がいるという話を聞いたぐらいだ。ダンテと同じように悪魔の力を持つというその若者を、ダンテはどういう気まぐれか気に入ったらしい。「Devil May Cry」のネオンサインを彼に送るようにモリソンに命じた事からも、それは明らかだった。

「分かった……できる限りの事はしよう」

　モリソンが頷くと、今度は「Ｖ」が口を開いた。

「俺はこの街に残ろう」

　モリソンとネロが同時に「Ｖ」の方に視線を向けると、「Ｖ」は既に二人から離れるように進路を取り、歩き始めていた。

「俺には力を得る事はできない。だからこの街の近くで必要な情報を集めておく」

「じゃあ一ヵ月後だ。一ヵ月後にこの街で会おう」

　ネロの言葉に「Ｖ」は静かに頷くと、そのまま二人に背を向けて何処いずこへかと歩き去っていった。
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　ネロの帰還は、キリエにとってはこの上ない歓よろこびであったに違いない。

　ニコだって別にネロの帰還に安あん堵どしなかったわけではないが、それにしても戻るなり、

「ニコ、義手を作ってくれ」

　などとネロの方から言い出してくるとは思ってもいなかった。無論、ニコはネロに言われる前からそのつもりではあったのだが、ネロがどこに向かっていたのか、そして何があって戻ってきたのかという詳細を聞くにつれ、想定していた「設計」ではどう考えても間に合わない事が明らかになってしまった。

　もともとニコが作ろうとしていたのはあくまで「強化した義手」だったのである。アグナスの技術を利用した上で、頑丈な、例えばそれでブン殴ったり攻撃を受け止めたりできるような──それでありながら普通の義手としての性能も備えた──そんな代物を作るつもりだったのだ。それだって「設計」としては高度なもので、並大抵の人間にできる事ではない。

　だがネロが求めているのは、もっとはっきりとした「抗うための超越した力」だった。失われた悪魔の右腕の代替品などではない、新たな「力」。

　しかもあろう事か、完成までの期限は一ヵ月だという。

　最初に想定していた義手でも半年はかかるかと思っていただけに、その短い期限は無茶以外の何物でもなかった。

「作業は進んだか？」

　既に徹夜を始めて二日目、気分転換のためにニコがガレージを出ると、買い物袋を抱えたネロと鉢合わせになり、そう問われた。

「簡単に言うな。プラモデル作るのとはワケが違うんだぞ」

　ぼやきながらニコが煙草を咥くわえると、ネロは顔をしかめる。まったく、度の過ぎた嫌煙家ぶりだ。

「モリソンに頼んで職人でも手配して貰もらうか？　手伝いくらいにゃなるだろ」

　ネロがそう言ったのを聞き、ニコは大おお袈げ裟さに顔をしかめた。

「よせよ。そのへんのボンクラならいない方がマシだ」

　ニコ自身は会っていないのだが、話題に上がったモリソンという男こそ、ネロをヘリコプターで連れ出し、そしてまたこのフォルトゥナへと送り届けた人物らしい。ネロの帰還の際にキリエとは顔を合わせたようだが、ニコはその時ガレージに籠こもってずっと「設計」を行っていたため、ネロが戻ってきた事にさえ気付いていない状態だった。

「しかしすぐに帰っちまうとは、モリソンってのは随分とせっかちだよ。お茶の一杯でも飲んでくれりゃ、私という美人に会えただろうに、運がない男だ」

　美人、というニコの言葉に、ネロが吐くような素振りをしてみせる。それに気付いたニコがネロを睨にらむと、ネロは惚とぼけるように視線を逸そらしながら口を開いた。

「まあ、モリソンが帰っちまったのはしょうがないさ。あのヘリ、借り物だったらしいからな。早く返さねえと破産するって言ってたぜ」

　とは言え、何か必要な事があれば連絡をしろと、連絡先だけは置いていったらしいが、とにかくモリソンと会う事ができなかったのは、ニコにとって少々残念な事ではあった。聞けば、モリソンはダンテに仕事を斡あつ旋せんする情報屋のようなものだという。だとすれば、彼からダンテの話をたっぷり聞く事ができたかもしれない。またひょっとすれば、祖母ニールの話も聞けたかもしれないのだ。

「それで？　どうなんだよ？　できそうなのか？」

　ニコが押し黙っているうちに、ネロは改めて作業の進しん捗ちよく状況を問い質ただしてくる。ニコは煙草に火を点つけ、煙をふかしてからその問いに答えた。

「正直、アイデアが浮かばん」

「なんだそりゃ？　二日も徹夜して？　何もねェのかよ？」

　声を上ずらせたネロに、ニコは舌打ちを禁じ得なかった。

「素人しろうとめ。設計に一番大事なのは根幹のアイデアだ。それが浮かばない以上、どうにもならないんだよ。どこぞの海賊みたいに鉤かぎ爪づめでも付けた義手でも作って欲しいのか？　それともマシンガンでも仕込んだ義手にするか？　そんな程度の物でお前が満足するならいくらでも作ってやるがな」

　ニコが早口で捲まくし立てると、ネロは珍しく申し訳なさそうな表情で俯うつむいた。

「怒鳴るなよ……こっちも焦ってる。時間がないからな」

「それは分かってる。私だってその魔王とやらにやられたダンテを助けてやりたいさ。彼に会って祖母の話を聞きたいし、エボニーとアイボリーだって、まだこの目で見てないんだ。だがそれと私の作品が完成するかどうかはまた別の話なんだよ。妥協してクソみたいな作品を生み出すぐらいならお前がパスタを食いやすくなる義手でも作った方がマシだ」

　いつにも増して饒じよう舌ぜつになっている自分に気付き、ニコは自分が苛いら立だっているのだという事を自覚した。義手の完成をネロが待ち侘わびている事は理解している。ネロが噂の「魔王」を倒せねば、世界が終わってしまうかもしれない。それもネロから聞かされている。

　しかしだからこそ、並大抵のアイデアでは駄目なのだ。

　世界の命運などという極端な重荷を課せられた中で最良のアイデアをぽんぽんと生み出せる程、ニコの脳は都合良くできてはいない。

「分かった。悪かった。もう少し待つさ。まだ二日だからな」

　ネロはそう言って肩を竦すくめたが、ニコの見解では「もう」二日だった。一ヵ月の十五分の一を、既に浪費してしまったという事だ。

「せめて何かきっかけがありゃいいんだが……」

　煙草をふかしながらニコがぼやいた直後、ネロの背後からフリオが駆けてくるのが目に入った。ネロが右腕を失って以来、それまでイタズラばかりしてキリエを困らせていたフリオは目に見えておとなしくなり、暇があると街のあちこちに顔を出しては困っている人間がいないか、変わった事はないかを聞いて回っている。ネロの便利屋の手伝いのつもりなのだろう。

「ネロ！　悪魔が出たって！」

　近くまで駆けてきたフリオは足を止め、息を切らしながらそう叫んだ。ネロは表情を一変させ、跪ひざまずいてフリオの顔を覗のぞき込む。

「……どこだ？」

「ミティスの森……トーアさんが、見たって」

「怪我人は？」

「いないと思う……みんなには、家に隠れてろって言っといた」

「そうか、分かった」

　立ち上がったネロは抱えていた買い物袋をニコに押し付けると、フリオの頭をやや乱暴に撫なで回した。

「よくやった。お前は家に戻って、悪魔の事をキリエにも伝えてくれ」

「うん！」

　フリオが住居の方に向かっていくのを見て、ニコは、

「おい、ちょっと待て！」

　とフリオを呼び止める。立ち止まり振り返ったフリオに、ニコは買い物袋を投げ渡した。

「ついでにこれも持ってけ」

　戸惑うフリオをよそに、ニコはガレージの方に向けて歩き出した。

「よし、行こうか」

　ニコのその言葉に、ネロは戸惑いを隠せない様子で、

「おい、お前も来る気か？」

　と尋ねてくる。

「気分転換だ。悪魔を見りゃアイデアが湧くかもしれん」

　このままガレージに籠って頭を捻ひねり続けているよりは、その方がきっといい。ニコがフォルトゥナに住み着いてからも悪魔は何度か出没したが、ニコはネロの仕事に同行したりはしなかった。それよりもニコは、膨大な量の父アグナスの資料に目を通すのに必死だったのだ。だがひとしきり資料に目を通した今、自分に必要なのは「経験」だとニコは感じている。本物の悪魔を目にし、ネロの戦いを目の当たりにしてこそ、湧いてくるアイデアもあるはずだと。

「言っても聞かなそうだから別に止めやしねえけどな……いいか、邪魔はするなよ？　はしゃいで俺の前に出たりするな。それと無闇に悪魔に近付くな。俺の後ろでおとなしく見てろ」

　指を差しながらネロがそう言い聞かせてくるのを、ニコは煙草を咥えたままで見つめていた。

「正直、悪魔そのものには興味がない。だから、そんな心配は無用だ」

　そう言ってから、ニコは自分を差すネロの指を払い除のけた。

「それと、人を指差すな。何べん言ったら分かるんだ？」

　ニコの言葉にネロは何か言いたげな様子で口をパクパクさせていたが、やがて諦あきらめたかのようにガレージに向けて歩き出した。
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　鬱うつ蒼そうと樹々の生い茂るミティスの森に足を踏み入れるのは、随分と久しぶりの事だった。

　この森には時折、悪魔が出現する。その報を受けて悪魔を退治するためにネロが足を踏み入れたのは、一度や二度の事ではない。だが最近ではめっきり悪魔出現の数も少なくなり、そうなればこの拓ひらかれていない森からはすっかり足が遠のいていた。

「何もいないぞ……熊かなんかと見間違えたんじゃないだろうな？」

　ネロが胸のあたりまで伸びている雑草を搔かき分け前へと進んでいると、背後のニコがそうぼやいた。

「この森に熊なんかいねえ。それに、この街の住人なら悪魔を見間違えたりしない。嫌でも何回か見てるからな」

　ネロがそう告げると、背後のニコがオエッと吐くような声を出したのが聞こえてくる。

「嫌な街だな……」

「うるせえな。それより、あんまり離れるなよ。どこから悪魔が出てくるかも分からねえんだ」

　ミティスの森は、フォルトゥナの住民でもそう頻繁に足を踏み入れる場所ではない。かつては騎士団の修練場や教会があった事で人の出入りもそれなりにあったようだが、それらの場所が放棄されてからは住民の生活は今は跡形もない教団本部とその周辺だけで送られるようになっている。

　それでも木材の調達や食料の確保などで森に入る者も、いないわけではない。

　悪魔を目撃したというトーアは、まさにそうした人間の一人で、木材を扱う商売をしている。伐採が許可されているのは森の入り口付近に限られているから、悪魔が出たのだとすればその周辺だろう。そう思って森に入ったものの、なかなか悪魔らしき存在は見付けられないままだった。

「奥の方に逃げてったのかもな」

　足を止め、ネロは呟つぶやく。気になって背後を振り返ると、ニコも足を止め、苦しそうに肩で息をしていた。

「マジかよ？　もうバテたのか？　貧弱過ぎだろ」

「デスクワーク専門なんだよ。私に体力を求めるな。まして私は徹夜明けだぞ。しかも二日も！　もうちょっと気を遣って速度を緩めろ」

「バテながら偉そうにすんなよ……」

　呆あきれはしたものの、ここでニコ一人を帰すのは却かえって危険なように思えた。悪魔にも様々な種類がいる。堂々と姿を見せて襲ってくるヤツもいれば、じっと身を潜めて隙を窺うかがうようなヤツもいるのだ。ニコを一人にした瞬間、待ってましたと言わんばかりに悪魔に襲われる可能性もないわけではない。

「行くぞ、おい。ぼんやりしてたら日が暮れちまう」

　ニコの手を引こうと、ネロがニコに近付いた直後、それまで日に晒さらされていたネロの体に唐突に影が落ちた。

　即座に頭上からの攻撃だと判断したネロは、ニコを蹴けり飛ばす。

　叫び声を上げながら転がっていくニコをよそに、ネロ自身はその場に仰向けに倒れながら、懐から引き抜いたブルーローズを上空に向けて構えていた。

「不意打ちか。小こ賢ざかしいんだよ！」

　予想通り、悪魔が腕を振り被かぶって落下してきている。その悪魔に対し、ネロはブルーローズの三連射を見舞った。立て続けに命中した弾丸が、空中にいる悪魔の体を数度、跳ねさせる。しかし吹き飛ばすまでには至らないと知り、ネロは横転しながら悪魔の落下地点から逃れた。

　ネロが数秒前までいた場所に、悪魔が爪を突き立てる。

　その隙に、ネロはブルーローズに新たな弾丸を装そう塡てんしていた。片手で弾丸を装塡するのは、右腕を隠していた頃のおかげで、今でもそう手こずりはしない。

　一方の悪魔は、自分の一撃が空振りに終わった事に気付き、周囲を見回すような仕草をしてみせた。

　──コイツかよ。

　ネロは内心ぼやきながら、離れた場所で転がっているニコに視線を向けた。ニコは緊張した面持ちで、起き上がりかけた態勢のままじっとしている。おそらくアグナスの資料で、その悪魔の事を知っていたのだろう。

　ブリッツ。

　そう名付けたのが誰なのかは、ネロは知らない。だが教団の資料にはそう書かれていた。

　ブリッツの大きな特徴は、ふたつ。

　ひとつは電撃を操る悪魔だという事。

　そしてもうひとつは、視覚を持たない悪魔だという事。

　視覚がない代わりに、ブリッツは音で獲物の居場所を判断する。先程の襲撃は、ニコとネロの会話に気付いてのものだったのだろう。

　だがネロとニコが口を噤つぐみ動きを止めたことで、ブリッツは今、ネロとニコの存在を知覚できなくなっているのだ。

　──厄介だな。

　物音を立てぬようにブルーローズを構えながら、ネロはどう対処するべきかを迷っていた。このまま銃を発射するのは簡単だが、その数発で仕留められるような悪魔ではない事は経験上、分かっている。

　かと言って、レッドクイーンで斬りかかれば、ブリッツは体表に電撃をまとわせて反撃を行ってくるだろう。フォルトゥナに出没する無数の悪魔の中でも、ブリッツは特に面倒な部類の悪魔だった。

　それでも自分一人なら、倒し方も心得ている以上、どうにかなる。

　問題はニコだ。

　すぐ傍にいるニコを巻き込まない自信が、ネロにはなかった。ブリッツは素早さにも優れた悪魔だ。一度、戦闘態勢に入れば、周囲を闇雲に攻撃してくる事もある。

　せめて、右腕があれば。

　ネロは音の立たぬ舌打ちを何度か繰り返した。悪魔の右腕ならば、ブリッツを強引に摑つかんで叩たたき伏せる事もできたのに。

　ブリッツは、依然ネロとニコの居場所に見当が付けられぬのだろう、ゆっくりと徘はい徊かいし始めていた。

　それを見て、ネロはニコに向けて手で払うような仕草をしてみせる。

　──離れろ。

　そう伝えたかったのだが、ニコはその場を動こうとはしない。それ以前に、ネロの動きにまるで注意を払っていなかった。ニコはじっと、食い入るようにブリッツを見つめているのである。

　静かに溜ため息をつき、ネロは意を決してニコから離れるように駆け出していた。

「おい！　こっちだ！」

　そのネロの言葉に、ブリッツは素早くネロの方を振り返ると、まるで自身が稲妻となったかのような速度でネロの前方へと回り込んできた。

「そう来ると思ったよ！」

　至近距離でブルーローズをさらに撃ち込むと、ブリッツは苦く悶もんの叫びを上げながら周囲を跳ね回った。こうなると正直、的を絞るのは難しくなる。

「ニコ！　今のうちに離れろ！」

　ネロは弾丸を装塡しながらそう叫んだが、ニコの返事はない。さっきの一瞬でブリッツの攻撃にでも巻き込まれたのかと思い、慌ててニコを振り返ると、ニコは必死の形相でメモ帳に何かを記していた。

「キタキタ！　来たぞ、アイデアが！　天才か、私は！」

　あろう事か、そんな叫び声まで上げる始末。

「マジか、アイツ！」

　このままではブリッツがニコを標的にしかねない。ネロは咄とつ嗟さに背中のレッドクイーンの柄つかに手をかけ、グリップを捻ひねった。

　ブリッツは、より大きく、そしてより長い音に対して攻撃を向けてくる。

　一瞬で終わる銃声よりも、長く続くレッドクイーンの駆動音の方が、ブリッツの注意を引くには適しているとネロは判断したのだ。

　案の定、高速移動を続けていたブリッツは、すぐにネロの目の前に姿を現した。

「だよな！」

　すかさずブルーローズを発射し、直後にレッドクイーンに持ち替えてそのままブリッツに叩き付けた。銃弾を受けて怯ひるんだブリッツに、レッドクイーンの刃やいばが食い込む。その直後、ネロの体を電流が駆け抜けていた。

「……ッ！」

　言葉にならない声を漏らしながらも、ネロはレッドクイーンから手を離しはしなかった。

　ブリッツに直接攻撃をかけるのは、本来得策ではない。

　至近距離では確実に電撃による反撃を喰くらうからだ。それを防ぐためには、まず銃などの飛び道具で攻撃し、ブリッツが電撃を出す事すらできぬ状態にまで弱らせてから、剣などで一気に仕留めるべきなのだ。

　だが今の状況でそんな悠長な事は言っていられなかった。

　反撃に目を瞑つぶって、このまま押し切るしかない。

「さっさとくたばれ……クソがッ！」

　ブリッツの体に食い込ませた刃をさらに深く押し込みながら、ネロはレッドクイーンのグリップを捻り続けた。ここで逃がせばブリッツはさらに凶暴化する。そうなればニコを守る事は、さらに難しくなる。

　ブリッツは電撃を放出しつつネロから逃れようと必死でもがいていたが、やがてその抵抗は終わり、加速したレッドクイーンによって両断された。

　ブリッツの断末魔の叫びを聞きながら、ネロは力なくその場にうずくまった。

「危ねェとこだ……クソ」

　全身がピリピリと痛むが、死ぬ程ではない。

「おい、ニコ。無事か？」

　呼びかけながらニコの方に視線を向けると、ニコは満足そうな様子で立ち上がり手にしたメモをウェストバッグに押し込んだ。

「悪魔退治ご苦労。大きな収穫だ。やっぱり本物は見とくもんだな」

　足手まといになった事になど悪びれもしていないその態度に、ネロは文句を言う気も失せてしまい、ただ溜め息を漏らすよりなかった。

「そりゃ良かったよ……」

「これで仕事は終わりか？　じゃあ戻ろう」

　促され、ネロが立ち上がると、ニコはネロの足元に転がるブリッツの死体を指差した。

「あ。それ、持って帰ってくれ」

　耳を疑い、ネロはニコとブリッツの死体とを見比べながら、

「はァ!?」

　と声を上ずらせてしまった。だがニコにしてみれば、それは当然の提案だったらしい。

「アイデアは浮かんだ。だがそれを実現するには特殊な設計が必要だ。例えば電気を生み出す悪魔の器官のような、な」

　そう言われてしまえば、もはやネロには反論する事もできない。

「こんなもんで義手を作る気かよ……」

　ブリッツの死体を抱えながら、ネロはぼやいた。ニコは手伝おうともせず、その様子を見守りながら、肩を竦めた。

「そのまま使おうってんじゃない。あくまで参考にするだけだ。お前の義手の設計に関して、一番の問題点は小型化による出力不足だからな。それを解消するためには、生物の器官を参考にするのがベストだろう。そいつの持つ発電器官を再現できれば、出力的には間違いなく問題ないはずだ」

　その饒じよう舌ぜつさが鬱うつ陶とうしい反面、頼もしくもある事を、ネロは感じていた。

　ニコのこの調子なら、それなりの物はできあがりそうだ。

　それが自分の求める「力」に見合っているかはまだ分からないが、しかし、ひとまず「力」への道筋は見えてきた。

「次から悪魔狩りに毎回ついてこい。まだまだアイデアは必要だろ？」

　ブリッツの死体を抱えたままネロが足を踏み出しながらそう言うと、ニコは煙草を咥くわえながら、

「……了解」

　と呟つぶやいた。
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　レッドグレイブ市は、もはや地獄と化していた。

　中央広場に鎮座する奇妙な樹、クリフォトは着々と成長を続けている。魔界に通じる穴でもあるクリフォトの成長は、即ちこの世界の魔界化を意味していた。

「今思えばよォ……」

　レッドグレイブ市の南端、まだクリフォトの影響の少ない小高い丘の上からクリフォトを見下ろす「Ｖ」に、「鳥」が独り言のように呟いた。

「事前にこの街から人を避難させときゃもうちょいマシな状況だったんじゃね？」

　確かに、それは一理ある意見だ。

　クリフォトは人の血を吸い成長する。であれば、どうにかしてクリフォトから人を遠ざけておけば、その成長はここまで短時間の間に進みはしなかったはずだ。

「誰も信じはしなかったさ。危険だからこの街から出ろと言ったところでな」

「Ｖ」もまた、独り言のように呟いた。一体、誰にどう話せば、そんな与太話が真実だと受け止められるだろうか。かつてのフォルトゥナのように、巨大な宗教組織でも動かせば良かったのか？　或あるいはこの国の元首にでも掛け合って、この街から人々を追い出させれば良かったのか？　そんな事ができるはずはない。「Ｖ」にはそれだけの力も、それだけの時間もなかった。

　ならば自分は、最善を尽くしたはずだ。

　そう思いながらも、しかし、言い知れぬ後悔が「Ｖ」の心を支配していた。

「あんま気にすんなよ」

「Ｖ」の思考を読み取ったかのように、「鳥」がそんな事を言う。

「……そうだな」

　そろそろ、この街の異状に多くの者が気付く頃だろう。おそらくは近隣の都市から、軍隊が派遣されてくるに違いない。だがいかな近代兵器とて、全ての悪魔どもを屠ほふるのは無理な話だ。この街に送り込まれてくる兵士達も、クリフォトの贄にえとなる運命でしかない。

「ところでさ、ネロは戻ってくんのかね」

　一ヵ月後、この街での再会を約束した若者の名を、「鳥」が口にする。

「戻ってくるだろう。負けっぱなしで納得するようなヤツじゃない」

「Ｖ」がそう言うと、「鳥」はおかしそうに、ククク、と笑い声のような鳴き声をその嘴くちばしから漏らした。

「ったく、誰に似たんだろうなァ？」

「……さあな」

　そう答えて、「Ｖ」は手元の本に目を落とした。それは古びた詩集だ。存在すらもすっかり忘れていた、過去の遺物。かつて、少年だった頃に「Ｖ」が大切にしていた宝物。

　戯れにそのページをめくると、ひとつの詩篇が目に飛び込んでくる。

　──それは昼も夜も成長を続けAnd it grew both day and night　やがて輝く林檎の実を付けたTill it bore an apple bright

　クリフォトの成長を予見していたかのようなその詩篇のタイトルは「毒の樹Poison Tree」といった。

　過去の自分に責められているような錯覚を覚え、「Ｖ」は思わず顔をしかめ本を閉じる。それに気付いた「鳥」が「Ｖ」を見て不思議そうに首を傾げたが、「Ｖ」は何も説明しようとはしなかった。

　今は、やるべき事をやるしかない。

　自分にできる限りの事を。

「……行こう」

「Ｖ」が言葉と共に歩き出すと、後を追うように飛んできた「鳥」が口を開く。

「行く？　どこに？」

「クリフォトに襲われている人間を助けるんだ。可能な範囲でな」

「助ける!?　お前が!?　人間を!?　マジで言ってんの、それ？　頭でも打った？」

「鳥」のその言い分は理解できる。ついさっきまで、「Ｖ」はそんな事をしようと思った事は一秒たりともなかった。だがこの街の惨状を目の当たりにするにつれ、「Ｖ」の中で何かが変わりつつあった。

　情報を得るためにこの街に残るとネロに言ったのは、噓だ。

「Ｖ」はもう、全てを知っている。この街で起きた惨劇の理由も、魔王ユリゼンの正体も、そこに至るまでの全ての発端も。何もかも。

　この街に残ったのは、長い移動で疲弊するのを避けたかっただけに過ぎない。今の「Ｖ」には、そんな事でさえ体を蝕むしばむ毒なのだ。一ヵ月後のために少しでも力を残しておく事を考えれば、余計な消耗はしたくない。

　それなのに、「Ｖ」は無駄な努力と言っても差し支つかえない人助けを敢行しようとしている。

「おい、Ｖ！　待てよ！　マジでヤるの？　ヤるならしゃあねェ、手伝うけどよ！」

　背後で「鳥」がけたたましく叫んでいる。

　今更一人二人の人間を救ったところで、クリフォトの成長を止められるとはとても思えない。時間を稼ぐにしても、それで稼げるのはせいぜい一秒二秒のレベルだろう。

　だがそんな事はどうでも良かった。

　そうせねばならないと、「Ｖ」の魂が言っている気がしたのだ。

「俺は、俺にできる事をやる。ただ、それだけだ……」

　呟きながら、「Ｖ」は前へと進み始めた。

　ネロがこの街に戻るまであと一ヵ月。

　少しでもこの街の被害を抑えておく。それが、今の自分にできる事だと信じて。
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「忘れ物はない？」

　出発前、キリエにそう念を押され、ネロは小さく頷うなずいていた。

「大丈夫。君の方こそ、忘れないでくれよ」

「ええ。事件が解決するまで、なるべく外出は避ける。子供達にも、ちゃんと言い聞かせておくから、安心して」

　そう口にするキリエの表情は、どこか悲しげだった。

　無理もない。ネロが戦わねば、世界が終わってしまうかもしれないという事は、既にモリソンから聞かされてしまっているのだ。そんな仕事が安全なはずがない事ぐらい、キリエも理解しているだろう。

　それでもこうしてネロを送り出してくれるのは、ネロ以外にそれを為なせる者がいない事を分かっているからだ。

　ダンテを助けに行く。

　ネロがそう言えば、キリエでも、それを止める事はできない。キリエもまた、かつてダンテに命を救われたのだから。

「たぶん、もうちょっとしたらモリソンがこっちに来るはずだ。何人か荒っぽいのを連れてくるかもしれないけど、気にしないでくれ。俺がいない間、そいつらが街を守ってくれる事になってるんだ」

　ネロの言葉に、キリエは再び頷いた。

　他に何か言っておく事はなかったかと思案するネロの背後で、クラクションが鳴らされる。舌打ちをして振り返ると、運転席の窓から顔を突き出したニコが呆あきれ顔でネロを見つめていた。

「いつまでやってんだ、アホ。そろそろ乗れ。出発するぞ」

「分かってるよ、うるせェな」

　キリエに小さく手を振り、ネロは助手席のドアの方に回り込んだ。

　一ヵ月の間にどうにか急ピッチで改修を終えた移動式事務所。その車体の横にはダンテから送られた「Devil May Cry」のネオンサインが取り付けられている。

　ネロが助手席に乗り込むや、ニコは荒々しくエンジンをかけ、窓の外の方を見やった。

「キリエ、心配すんな！　この天才アーティストがついてる！　お前の大事な男を死なせたりしないさ！」

　余計な事を言いやがってとは思ったが、ネロは敢あえて口を挟む事はしなかった。

　ここで押し問答をしている場合ではない。予定より出発の時間が遅れているのだ。ここからレッドグレイブ市までは決して近い道のりではない。急がなくては「Ｖ」との約束に間に合わない可能性もある。

「いいから早く出せ」

　ネロの言葉に、ニコが車を急速発進させた。ムチ打ちになりかねないような勢いで、車体が大きく揺れる。

「おい、運転荒いぞ！」

　叫んだネロとは対照的に、ニコは極めて機嫌良さそうに微笑んでいる。

「慣らしさ。最初は荒っぽくした方が、後で素直なイイ子になる」

　運転をニコに任せた以上、今は好きにさせておくしかない。ネロは溜ため息をつきながら、腰のホルスターに納められている義手に目を向けた。

　それこそが、一ヵ月という厳しい期間の中で、ニコが生み出してくれた新たな「力」だった。その義手は、使わぬ時は小さく折り畳み腰の専用ホルスターで保持していられる。このホルスターも、ニコが義手に合わせて開発してくれたものだ。

　最初は、そんな物必要ないと思っていた。

　義手なのであれば、それを右腕に付けておけばそれでいい。わざわざ取り外し、折り畳んで持ち運ぶ意味が分からない。しかしニコから後に説明を聞かされて、ネロはそのホルスターの必要性を理解した。

　ニコの生み出した義手は極めて優れた「力」を有していたが、反面、大きな欠陥も伴っていた。

　端的に言えば、すぐに壊れてしまう。まるで精密機器のように、ちょっとした衝撃を受けただけで使い物にならなくなってしまう程だ。ニコによれば、それは軽量化や小型化を突き詰めた結果だというが、ネロとしては、少しばかり重かろうが大きかろうが、もうちょっと頑丈な方が使い勝手は良かったという気持ちはあった。

　しかし、一度使えばそんな気持ちもどこかに消えていた。それだけの力が、確かにその義手にはあったのだ。

「デビルブレイカーがそんなに気に入ったか？」

　運転をしながらのニコにそんな事を言われ、ネロは我に返る。

「デビルブレイカー？」

　聞き慣れぬ単語に思わず聞き返すと、ニコはニヤリと笑った。

「お前の新しい力の名前さ。その義手そのものには他の名前を付けたが……義手全体を意味する名前として私が考えた」

　ニコはどこか自慢げにそう言うのだが、ネロにはその意味がよく分からない。

「なんか意味あるのか、それ？」

「雰囲気だよ。物には名前があるもんだ。マシンガンやショットガンは種類の名前だろ？　だがそれらの総称として火器や銃という言葉もある。デビルブレイカーってのは、つまりそういう名前さ。悪魔どもをブッ壊すための武器だからな」

　ニコの説明を受けながら、ネロは思わずホルスターの義手に目を向け直していた。

「すぐブッ壊れるからじゃないのか……」

　ネロのその言葉に、ニコは唇を尖とがらせる。

「壊れるのはお前の技術の問題だ。私の設計には何の不備もない。複数持ち運ぶ事や、取り回しの良さを考慮すれば、その強度が限界だ。早く慣れろ」

　反論する気にもならず、ネロはただ肩を竦すくめる。

「まあ、お前は頑張ったさ。それは認めてやる。まさか二種類も義手を作ってくれるとは思ってもなかったからな」

　一ヵ月前のミティスの森での一件の後、ニコは数日程で最初の義手──デビルブレイカーを作り上げていた。オーバーチュア序曲と名付けられたそのデビルブレイカーは、電撃を発生させる機構を備えており、これまでのネロには想像もできなかった戦い方を与えてくれた。

　仮にそのひとつしか「力」がなかったとしても、ネロは十分に満足しただろう。

　壊れやすいという欠点は、数を持ち運ぶ事で補える。

　だがニコはそこからネロと共に悪魔狩りに勤いそしみ──と言ってもニコはただネロの後をついてくるだけだったが──様々な悪魔の死体を研究した上で、さらにもうひとつのデビルブレイカーを生み出したのだ。

　そちらは、ガーベラと名付けられた。

　ニコによればガーベラの花を見て構造を思い付いたそうだが、それが事実かどうかは正直、疑わしい。ニコが花を愛めでるような女だとは到底、思えないからだ。しかしその機能がオーバーチュア同様に素晴らしい事は、「試運転」の結果、理解している。

「まだいくつかアイデアがあったが、実現できなかったのが悔やまれる。時間もなかったし、材料も揃わなかったからな」

「だったら現地調達すりゃいい。そのための工房だろ」

　ネロはそう言って、助手席の背後を振り返った。この移動式事務所の内部には、ニコがデビルブレイカーを生み出すための「工房」が備えられている。壊れやすいというデビルブレイカーの性質上、修理や増産に、どうしてもそれが必要だったのだ。

「それが分かってるなら、使えそうな死体をしっかり集めろ。破片でもいい。私がデビルブレイカーに変えてやる」

　ニコの頼もしいセリフに、ネロは小さく微笑む。

　最初に会った時には、こんな関係になるとは思いもしていなかった。なにせ、ニコはアグナスの娘なのだ。ネロにとっては仇かたきと言ってもいい男の血を引く娘が、今こうして「相棒」として同じ仕事に向かっている。

　ダンテがその事実を知ったら、どんな顔をするだろうか。

　ついそう考え、ネロは微かすかに目を伏せた。

　レッドグレイブの街から逃げるようにして去って以来、ダンテに関する情報は何も入ってきてはいない。ダンテは本当に、あのユリゼンという悪魔に敗れたのだろうか。

　ダンテに限って、そんな事はあり得ない。そう思いたい気持ちはあったが、一ヵ月も音信不通となれば、やはり絶望的な状況だと考えるべきなのかもしれない。

　だとすれば、後は自分にできる事をやるだけだ。

　ダンテが生きていれば助ける。死んでいれば諦あきらめ、そして仇を討つ。

　ネロ達の乗る車は、順調にレッドグレイブ市に近付きつつあった。順調にいけば、あと数時間もせぬうちに到着できるだろう。

「待ってろよ、ダンテ……」

　ダンテが生きている事を期待して、ネロは小さくそう呟つぶやいた。

　気持ちが高ぶってくるのが自分でも分かる。

　これから先の戦いは、ただダンテを救うための戦いではない。世界を守るためでもない。

　これは、プライドの戦いだ。

　自分をあろう事か「足手まとい」と呼んだダンテを、見返してやりたい。ネロが真っ先に思い描くのは、それだった。

　レッドグレイブ市に近付くにつれ、ネロは、失われたはずの右腕が疼うずいたような錯覚を覚えていた。まるで何かの胎動のように、あるはずがない「何か」が蠢うごめいている。

　それが新たな「力」の予兆である事をネロが知るのは、もう少し後になってからの事だった──
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